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はじめに

東北大学大学院生命科学研究科「年報」は，研究科設立以来，その一年間の教育研究の

主な成果を，とくに分野ごとにとりまとめたものとして発行して参りました。今回お届け

します「年報 2011」は，東日本大震災による影響下で行われた教育研究活動という点で，

研究科の学生・教職員の特別な思いと努力の結果を報告するものであります。研究科の建

物の壊滅的な崩壊は免れたものの，多くの施設・機器とバイオリソースの損壊・損失，交

通網を含めたライフラインの遮断，そして，原発事故による影響で，私たちの教育研究も

一時中断され，その再開が大幅に遅れました。そのような状況で，この年報にあるような

成果を達成することができましたのは，事態を乗り越えるべく研究科構成員の一体となっ

た取り組み，皆様の暖かい励ましとご支援によるものです。

お陰様で， 2011年も先端的な研究成果を世界に発信し，それに対する高い評価をいただ、

き，その中で生命科学の高度な専門的知識・技術を持って将来の人類社会を担うべく人材

を送り出すことができましたことに，被災地における教育研究に関わる者として，格別な

感動を覚え，それを可能にしてくださった皆様のご支援に重ねて感謝申し上げる次第です。

一方で， 2011年は研究科の各分野，各人にとって，震災からの復興・再生に向けて何をす

べきか，何ができるのかを問い続けた一年でもあります。この年報には含めていませんが，

震災発生後の被災地におけるボランティア活動だけでなく，その後の被災地の生物多様性

の調査と再開発計画への提言，塩害水田の調査や復興のための生物生産方式に関する研究，

宮城・福島・岩手を中心とした東北各地の小中学校・高等学校での授業，研究科附属浅虫

海洋生物学教育研究センターへの他部局・他大学の被災学生・研究者の受入などを行って

きました。復興・再生に関する事業が本格化する中で，私たちのこうした活動は，必ずし

も即効的なものではなし、かもしれませんが，東北復興，未来の人類社会づくりにつながる

ものと考えています。これらの個々の活動が決して大きなものでなくても，それが関連す

るところと輪になって広がれば一つ一つの問題を解決できる力になります。

このような状況で展開してきた私たちの活動を「年報 2011」にみていただき，さらなる

研究科の発展のために，一層のご指導を賜りますよう，お願し、申し上げます。最後に，本

年報のとりまとめと編集にご尽力いただきました広報委員会委員長の杉本亜砂子教授と寺

島なお子氏に深謝し、たします。

生命科学研究科長 高橋秀幸
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生命科学研究科構成図
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平成23年度学生在籍人数
平成23年4月1日現在

分子生命科学 生命機能科学 生態システム
専攻 専攻 生命科学専攻

博士課程 第l年次（Ml) 30 31 32 
前期2年 第2年次（M2) 35 30 48 
の課程 計 65 61 80 

博士課程
第l年次（Dl) 9 9 12 
第2年次（D2) 9 10 13 

後期3年
第3年次（D3) 8 12 24 

の課程
計 26 31 49 

iロb、三ロ」lし 91 92 129 

平成23年度学生名簿
平成23年4月1日現在

分子生命科学専攻

Ml 阿部彰子 ，安保博仁 ，石上博久 ，石田俊和 ，市野川直輝，川上雅人

菊 地あかね，近藤洋志 ，膏藤期 佐藤圭一 ，佐藤紗保 ，佐藤甫

佐藤雅英 ，鈴木亜也子，関根久美子，高井龍之介，高津隆史 ，高橋聖弥

武井俊憲 ，田部真吾 ，樽井宏暢 轟祐太 ，中嶋瑞樹 ，永田光範

浪崎 友佳里，原田朔太 ，水沼佳奈 ，村山千尋 ，矢野夏紀 ，山県系 直哉

M2 安彦 日平日 ，板橋裕直 ，伊藤崇則 ，井上雅貴 ，江森麗了 ，大田英勝

尾形有血 ，小野裕介 ，粛藤康紀 ， 坂 恭 平 ，佐々木彩乃，佐藤拓哉

二瓶智英 ，高橋永利子，高橋克宣 ，田地川夏樹，谷口純一 ，遠山貴之

土橋隼人 ，虎谷康平 仲田創 ，成瀬有人 ， ム目じじ且三冶 品1建圭τと ，橋詰佳祐

日首竜一 ，樋口 直幸 ， 星 陽 子 ，堀田俊英 ，松木田聖士，松田陽平

水谷一八 ，山 崎充 ，三E七l／ノ主~f,.ト ，大平菜穂 ，菅郷志

Dl 天員佑太 ，伊藤千秋 園虞俊 太 菅 悠人 ，武田 篤 中 島 基博

金東埋 ，文lj 太波 王暁昔

D2 石員和也 ，一万かおり，川村友理子，佐川貴志 ，永井友朗 ，林文

松田大樹 渡辺瑞樹 , G・H・恥1・SAGOR

D3 池 田真教 ，北谷佳那恵，斎藤洋平 ，中村淳 朱旭君 ，李賢玉

舟橋康裕 , Sunil Kumar Thalor 

生命機能科学専攻

Ml 大山暢仁 ，表大輔 ，加 藤 慧 ，加藤貴大 ，加藤智也 ，加藤秀理

金子有良 ，神山菜美子，木内周平 ，木戸奈都美，桑島美香 ，後藤貴章

小林伸英 ，佐々木友樹，塩野学 ，篠崎夏子 ，高橋勝平 ，田所歩美

鶴一彦 ，永山誓史 古川明奈 ，菩提寺誉子，前田寛季 ，松井優太

二嶋孝知 ，望月 寛徳 ，森田貴之 ，横山早也佳，渡部朔太

BIYIK Y ASEMIN , ALE恥1EHZAMANI
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M2 浅利裕佳 ，有賀章郎 ，内田敦 ，大野慶人 ，小川麻衣子，勝俣航

菊地琴美 ，木村俊文 ，古和田 塁 ，佐々木大樹，佐藤朔 ， 津 杏弥

柴田 峻 高橋功 ，武田 直樹 ，谷嶋三義 ，林友里恵 ，春木渓介

東舘拓也 ，藤原悠太 ，古川裕美子，本郷祥子 ，二浦英恵 本 村 華子

湯口 弘樹 ，吉原健司 ，吉原大樹 ，王佳舵 ， 佐 野 貫

DANIEL TEH BOON LOONG 

Dl 有賀裕二郎，木村真吾 小 林 穂 高 ，関 亮平 ，野村直生 ，番匠俊博

細島煩子 ，本城達也 ，松井貴英

D2 石井宏憲 ，梅田桂子 ，江川遼 ，大熊敦史 ，小泉健人 ，長田秀斗

西原大輔 ，埴原文人 ，柵木絵美子，松津綾子

D3 石橋弘太郎，酒井誠一郎，棲井晃 ， 鈴 木 歩 ，高柳咲乃 ，矢野十織

横瀬 淳 ，姫志剛 ，伊藤 ，谷本早希 ，温語

HA恥mvO恥1ARAH孔1ED,ABDALLAH 

生態システム生命科学専攻

Ml 相川祥平 ，石橋蓉子 ，井上晃 今 村 航 平 ，岩淵裕子 ，宇野正人

大畑智史 ，奥野周 ，古武城由貴，膏藤建 ，篠田亮 ，鈴木恵理

瀬谷学人 ，田中裕興 玉手智 史 ，段理紗子 ，中島佑介 ， 橋 本萌

羽田敏博 ，林 里沙 ，平野丈 ，平野尚浩 ，冨里祐介 ，星野彰太

前田隼輔 ，丸山真央 ，山口紘史 ，山口大輔 ，山村香織 ，早稲倉速人

輪千真平 ，李穎

M2 安達竜也 ，池西史生 ，梅原里奈 ， 奥 山 怜 ，小野寺洋史，海津剛

勝又昌代 ，河村花愛 ，熊野知拡 ，小島誉也 ，小林大輝 ，鷲藤正輝

酒井祐輔 ，柴田嶺 ，庄司洗平 ，鈴木聡子 高木優也 ，千葉和宏

土谷 由和 ，津長雄太 ，奈良敬孝 ，西岡ましほ，根本華奈子，野島大志

橋本奈央子，長谷部大樹，櫓森隆太 ，平塚奏太郎，広井健一郎，贋津孝奈

町 野諭 ，松 原豊 ，ゴ浦那智 ，南智之 ，茂木起彦 ，森内良太

森本優 ，安室一 ，山川 あゆみ，山田道子 ，横山慎平 穂 積 大貴

三浦千明 ，八木橋奈央，金慧正 ，赤司寛志 ， 川 上 翼 ，夏井俊介

Dl 按田瑞恵 ，岩田 ’l吾 ，大久保卓 ，大坂正明 ' 1j、、田 晋 佐藤光彦

椎名陽子 ，須藤恵亮 高橋 さやか，三浦 司ペち／ノ ，森井悠太 李 』悦

D2 青山タ貴子，石田敏 ，井 上 慧 ，岩寄航 ，岡本美貴 ， 今 野格

永山浩史 ，虞板寛子 ，松橋彩衣子，若狭甫 ，和田慎一郎，季尚龍

ASANOK LAMTHAI 

D3 飯田隆之 ，風間健宏 ，片側正紀 ，木村明音 ，木村孝文 ，小嶋智巳

坂本裕紀 ，高野成央 ，津久井隆裕，森脇哲平 ，渡遺千秋 ，木村一貴

手塚あゆみ，箱崎真隆 ，岩崎史知 小黒芳生 ，加藤文恵 ，田端理朗

永野聡一郎，中山真由美，村岡歩 ，山田孝幸 ，二浦大地

Cadiz Diaz, Antonio 
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学位（課程博士）授与者一覧

分子生命科学専攻

斎藤 洋平

李賢 玉

生命機能科学専攻

石橋弘太郎

矢野 十織

棲井 晃

高 柳咲乃

温語

酒井誠一郎

横瀬 淳

鈴木歩

Hamdy 

Ahmed 

Omar 

ニトロ化ヌクレオチドの細胞内生成と代謝過程解析

basic HLH-PASタンパク質 IPASとNXFの相互作用による生理機能の相互抑制

とproteinkinase C による PHDIリン酸化の解析

Studies on the Atgl6L functions in autophagy and hormone secretion 

（オートファジーおよびホルモン分泌における Atg16Lの機能解析）

魚類ヒレ形態の創出機構

ショウジョウバエ雌の性的受容性を制御する遺伝子及び神経基盤の解析

ローレンス筋形成に種間差を生み出すj均itless遺伝子発現調節領域の探索

Design and evaluation of novel channelrhodopsins with applications in neuroscience 

（新世代チャネルロドプシンのデザイン、評価、ならびに神経科学への応用）

Development of the multi-independent light stimulation system and optogenetic 

analysis of hippocampal circuit plasticity 

（多点独立光刺激システムの開発及び海馬神経回路可塑性に関する研究）

Ex vivo lineage analysis of a single newborn cell in the slice culture of postnatal rat 

hippocampus 

（後ラット海馬スライス培養における生体外単一新生細胞の系譜解析）

核内 FGF8:FGF8のあらたな作用機構の可能性

Development of gonad-stimulating substance-like peptide system and spatiotemporal 

expression property in adult organs in relation to the breeding season in the sea 

cucumber, Apostichopus japonicas 

（マナマコにおける生殖腺刺激物質様ペプチドシステムの発生と生殖時期に関

連した成体内での発現特性）
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生態システム生命科学専攻

木村明音

田端理朗

木村 孝文

加藤 文恵

森脇 哲平

渡遁千秋

手 塚 あ ゆ み

片視l正紀

小黒芳生

木村 一貴

土壌細菌 Burkholderiαmultivoransの鉄応答転写因子 Furと過酸化水素応答転写

因子 OxyRの遺伝学的関連性の解明

有機塩素系殺虫剤分解能を担う細菌由来プラスミドの研究

Study of molecular response to radiations in Caenorhabditis elegans 

(Caen0t加 bditiselegansを用いた放射線に対する分子応答の研究）

コムギの深播き耐性機構の解析ー組織特異的な細胞伸長と細胞増殖を介したジ

ベレリンによる第一節間の伸長制御ー

Molecular and cellular mechanism for regulation of root hydrotropism in Arabidopsis 

thaliana 

（シロイヌナズナにおいて根の水分屈性を制御する分子細胞機構）

Gravity response of an auxin efflux facilitator, CsPINl, for gravimo叩hogenesisin 

cucumber seedlings 

（キュウリ芽生えの重力形態形成に関与するオーキシン輸送担体 CsPINIの重

力応答性）

Candidate gene approaches for understanding the polymorphisms of male body color 

and color vision in the wild populations of the guppy, Poecilia reticulate 

（候補遺伝子アプローチによるグッピ一野生集団におけるオスのカラーパター

ン多型および色覚の多型現象の解明）

Community assembly and dynamics in tropical rainforests on the basis of functional 

traits 

（機能形質にもとづいた熱帯雨林の群集形成と群集動態）

Defensive traits of flower heads and its relationship with floral herbivory in 34 species 

of Asteraceae 

（キク科植物 34種における頭花の防御形質とその花食害との関係）

The effects of ecological and reproductive interaction in land snails 

（陸産員類における生態的・繁殖的相互作用の効果）
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永野聡一郎

箱崎真隆

山本朋範

Mo叩hologicaland physiological adaptation in mountain plants to windy, ultraviolet 

radiation, and freezing stresses in high altitudes 

（高標高における風衝ストレス、紫外線傷害、凍結に対する山地性植物の形態

学的・生理学的適応）

完新世後期針葉樹埋没林の年輪年代学的研究

Effects of latitudinal difference on ecological and evolutionary characteristics 

of Asiatic salamanders 

（緯度がサンショウウオの生態・進化に与える影響）
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学位（修士）授与者一覧

分子生命科学

伊藤崇則

尾形有也

能登健吉

橋詰 イ圭祐

松木田聖士

江森麗了

大田英勝

高橋永利子

谷 口純一

遠山貴之

成瀬有人

虎谷康平

仲田倉lj

堀田俊英

ヒト致死性海産毒ポリカバノシド類の全合成研究

海洋シアノバクテリア由来のマクロリド天然物リングピアロシドBの全合成研

究

Brnnsted酸による分子内共役環化を用いるテトラヒドロピラン環の立体選択的

合成および天然物の構造を基盤とする 14員環マクロリドライブラリーの構築

海産ポリエーテル天然物ガンピエル酸Aの全合成研究

チオエステルのパラジワム触媒反応による 6員環エーテルの合成および海産ポ

リエーテルマクロリド天然物ゴニオドミン Aの全合成研究

抗生物質ケンドマイシンの全合成研究

アロシアチンB2の合成研究

蛍光フ。ロープを用いた 8-nitro・cGMPの標的タンパク質探索

2ーニトロアデノシン誘導体の生体内存在検証

新規グリコペプチド抗菌薬の合成研究

RNAのニトロ化修飾に関する研究

Preparation and characterization of rice bran protein 

（米糠タンパク質の調製と特性解析）

E百ectof lectins on the transport of food factors 

（食品機能因子の輸送に対するレクチンの影響）

Analysis of aragonite crystal formation mechanism and construction of recombinant 

expression system of Pteria penguin pearl shell proteins 

（マベガイ真珠タンパク質のアラゴナイト結晶形成調節機構の解析とリコンビ

ナント発現系の構築）
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松田 陽平

坂恭平

三瓶智英

団地川夏樹

安彦日和

高橋克宣

日嘗竜一

井上雅貴

小野裕介

佐々木彩乃

土橋隼人

樋口直幸

星陽子

板 橋裕 直

Habu venomics: Comprehensive cloning and recombinant expression system of habu 

venom serine proteases and C”type lectin-like proteins 

（ハブベノミクス：ハブ毒セリンプロテアーゼおよびC型レクチン様タンパク

質の網羅的クローニングとリコンビナント発現系の構築）

低酸素応答抑制因子 IPASの細胞内局在に関する研究

転写因子ATF4による HIF・1を介した低酸素応答機構の制御

転写抑制因子 IPASによるアポトーシスおよびオートファジー促進機能に関す

る研究

血管内皮細胞のメカノストレス応答に関与する Rho-GEFの同定と機能解析

Functional role of MST kinase in mitotic chromosome alignment 

（分裂期染色体整列における MSTキナーゼの機能）

乳癌細胞の遊走に関与する則10・GEFの同定と機能解析

シロイヌナズナエコタイプ聞にみられる枇酸反応性の違いと原因遺伝子同定の

試み

Studies on polyamine oxidases in Oη1za saliva 

（イネにおけるポリアミン酸化酵素に関する研究）

シロイヌナズナにおけるスペルミンによる一酸化窒素発生機構及び bZIP60活

性化機構の解析

Insight into substrate specificity of five Arabidopsis polyamine oxidases from T-DNA 

insertion mutants and their response to exogenous polyamines 

（下DNA挿入pao変異体植物の外部投与ポリアミンへの反応性に基づくシロイ

ヌナズナの 5種類のポリアミン酸化酵素の基質特異性への考察）

ハクサンハタザオ由来のカドミウム耐性遺伝子AhCdTZFの特徴づけ

ポリアミンによるシロイヌナズナの葉の老化抑制におけるオートファジーの役

割

タンパク質の長時間一分子追跡を可能にする蛍光色素の退色抑制剤の研究
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生命機能科学専攻

木村俊文

谷 嶋三 義

三浦英恵

古和田塁

津杏弥

本郷祥子

有賀章郎

東舘拓也

湯口弘樹

吉原大樹

DANIEL THE 

BOONLOONG 

内田敦

Analysis of Responses of Macrophages to the Danger Signal Released from Necrotic 

Cells 

（壊死細胞より放出される DangerSignalに対するマクロファージの応答の解

析）

Identification of Optineurin as an Interleukin-I Receptor-associated Kinase 1 Binding 

Protein and Its Role in Regulation of the MyD88・dependentSignaling 

(IRAKI結合タンパク質としての Optineurinの同定とその MyD88依存性シグ

ナリングの制御における役割）

Analyses of the Role of IKB・~ in B Cell Responses 

(B 細胞応答における IKB－~の役割の解析）

ヒメツリガネゴケ原糸体の先端成長の制御に関与する細胞壁多糖のスクリーニ

ング

キシラン合成酵素遺伝子 RNAi形質転換体を用いたイネ細胞壁におけるキシラ

ンの役割の解析

PME61はシロイヌナズナの花茎支持に必要な強度の形成に関与する

Xenopus laevisにおける皮膚創傷治癒メカニズ、ムの解析

ツメガエルの四肢発生・再生過程における shh遠位エンハンサーMFCSl活性の

解析

顎口類の体幹部部域化に対する沿軸中佐葉の役割

胸ピレ外骨格の細胞系譜解析：ヒレから肢への進化に対する発生学的考察

Postnatal neurogenesis in the hippocampal organotypic slice culture -involvement of 

L-type Ca2+ channels 

（海馬スライス培養における生後ニューロン新生 L型 Ca2＋チャネルの関与）

抗体提示型ウイルスベクターによる神経細胞への特異的な遺伝子導入

-10-



菊地琴美

大野慶人

佐藤朔

林友 里恵

春木渓介

王佳泥

高橋功

藤原 悠太

柴田峻

古川裕美子

小川麻衣子

本村華子

佐 野 賓

浅利裕佳

武田直樹

多細胞高速カルシウムイメージング法によるマヴス線条体神経活動の検討

経頭蓋磁気刺激（TMS）法を用いた機能阻害による前頭連合野機能の研究

神経団路の構造と機能の同時観察を可能にするウイルスベクターの開発

ラット線条体における行為とその目的・結果の情報表現 －単一ニューロン活

動記録法による電気生理学的研究－

光ファイパ一光学システムを用いた光学的測定法による脳活動の可視化に関す

る研究

嘆上皮付き単離脳標本を用いた前梨状皮質ニューロンにおけるニオイ濃度と種

類の情報表現に関する研究

赫皮動物イトマキヒトデを用いた受精時の卵内カルシヴムイオンの上昇と卵活

性化機構の解析

カイヤドリヒラムシの宿主選択に関する生態行動学的研究

乳癌関連分子に結合する新規タンパク質 RACKIの同定と機能解析

家族性乳癌原因遺伝子産物BRCAlのDNA単鎖切断修復機構への関与のメカニ

ズムの解明

メカニカルストレスは細胞内の代謝変化を誘導し細胞分化を制御する

マウス神経堤発生における StrawberryNotch！の機能解析

指形成過程における unidirectionalsensitivityの分子メカニズ、ム

SLEモデルマウスを用いた PIR-Bによる B細胞機能制御の解析

B細胞クラススイッチ組換えにおける抑制性受容体の影響
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生態システム生命科学

梅原里奈

熊野 知拡

西 岡 ま し ほ

橋本奈央子

三浦那智

森内 良太

夏井俊介

広井健一郎

森本優

小 島誉也

庄司 洗平

千 葉和宏

津長雄太

根本華奈子

長谷部大樹

慶津孝奈

Burkholderia multivoransの戸r破壊株における各種表現型と鉄の関与

芳香族化合物によって汚染した土壌において優占した Bur妨 olderiα属の系統と

代謝能力

有機塩素系殺虫剤分解細菌の挿入配列に関する研究

フェノール分解菌Pseudomonassp.CF600由来可動性遺伝因子の解析

Bぽ kholderiamultivoransの土壌環境特異的発現遺伝子の解析

有機塩素系環境汚染物質分解に関与する細菌由来の脱ハロゲン酵素の進化とそ

の応用に関する研究

有機塩素系殺虫剤y-HCH分解菌Sphingobiumjaponicum UT26株のゲノム動態に

関する研究

Analysis of pollen behavior on Brassica self-incompatibility 

（アブラナ科植物自家不和合性における花粉動態の解析）

シロイヌナズナのロゼット葉におけるストリゴラクトンの生理機能の解析

C.elegansを用いた生体異物に対する応答の研究

紫外線抵抗性遺伝子組換えイネを用いた、太陽光紫外線野外影響評価に関する

研究

イオンビーム誘発紫外線 UVB感受性変異体イネ usrlの特性解析

イネの低温障害による雄性不稔の遺伝生理学的研究

線虫Celegansの運動と筋肉に及ぼす環境変化の影響

ウキクサにおける出芽の光反応と UVストレス応答に関する研究

イネ CPD光回復酵素の光発現誘導機構に関する研究
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山田道子

穂積大貴

八木橋奈央

池西史生

粛 藤正 輝

南智 之

河村花愛

奈良敬孝

平塚奏太郎

茂 木起彦

山 川 あ ゆ み

安 達竜也

奥山怜

海津剛

小林大輝

酒井祐輔

野 島大志

三浦千明

イネにおける紫外線誘発DNA損傷とクロマチン構造に関する研究

毛色を規定するメラノサイト特異的転写因子の同定 Mitji-bwマウスの病態

解明

モデル植物を用いた生殖成長における低温の影響

ダイズ根粒根圏からの N20発生機構に関する研究

ダイズ根粒菌ゲノム上の重複ヒドロゲナーゼ遺伝子の機能

イネエンドファイト Azospirillumsp.B5 l 0のインドール酢酸生合成に関する研究

高 C02環境に適応したシロイヌナズナ突然変異体の単離

ミヤコグサの根の水分屈性実験系の構築と生理学的解析。水分屈性制御遺伝子

の探索とエンドウとの比較解析・

シロイヌナズナ根の水分屈性に機能する細胞群の分子細胞生物学的探索

ヒメツリガネゴケ MIZJ様遺伝子群の機能解析

シロイヌナズナの重力感受・応答に機能する新規分子の探索

カルデラ湖に移入されたイトヨにおける形態と食性の変化

霊長類における生息地多様性と遺伝子重複率の関係

グッピーにおける LWSオプシン遺伝子の多型と遺伝子発現量の関係

渡良瀬遊水地におけるノダイオウと同属外来種の交雑における研究

グッピーにおける LWSオプシン遺伝子の多型と色覚およびメスの選好性との

関連性

オオウメガサソウ （Chimaphilaumbellata）の菌根菌相の解析と菌依存性の検証

葉緑体 DNAとAFLPを用いた渓流沿い植物ケイリュウタチツボスミレの系統

地理学的解析
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小 野 寺 洋 史

勝又昌代

柴田嶺

松原 豊

土谷由和

檎森隆太

町野諭

高木優也

Effects of nutrient contents and defense compounds on herbivory in reproductive 

organs and leaves in Iris gracil伊白

（ヒメシャガの繁殖器官と葉における栄養成分と防御形質が食害に与える影

響）

種の応答形質が示すエゾシカの採食による植生構造の変化のメカニズ、ム

Interspecific variation in size dependent resprouting ability of temperate trees and its 

adaptive significance 

（温帯樹種における萌芽能力の株サイズ依存性の種間変異とその適応的意義）

Factors affecting invasive success of exotic species growing on riparian 

environments:di宜erencesin the response to water level between alien 陪ram・ca

anag，αllis-aquatica and native 陪ronicaundulate(Scrophulariaceae) 

（水辺に生育する外来種の侵入成功に影響する要因：外来種オオカワヂシャと

在来種カワヂシャにおける水分応答の違い）

Ecological and biogeographical implication of infection of Achatinellid snails with 

trematode parasites 

（吸虫感染によるノミガイの生態的、生物地理的影響）

ミジンコ（D.denti色ra）のエサ条件に対する成長応答：遺伝的変異と形質相関

温度一光合成に着目した、イタドリの緯度間変異と標高間変異の比較

浅い富栄養湖の食物網構造と湖沼の生物にハス・ヨシ群落が及ぼす影響
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教育研究活動報告

一分子生命科学専攻－

生命有機’情報科学講座

遺伝子システム学講座

協力講座

（協力講座の場合，生命科学研究科に所属する学生が携わった情報を掲載した。）
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生命構造化学分野

【研究成果の概要】

ガンピエノレ酸Aの全合成研究：強力な抗真菌活性を示す海洋生物由来の巨大卒鯨佐ポリエーテル天然物ガン

ヒマエル酸Aの機能解析を目的として全合成研究に取り組んだ。前年度合成を達成した A/BCD環部フラグメ

ントから調製したアルキルボ、ランと，別途合成したF'GHIJ環部フラグメントを鈴木一宮浦反応により連結し，

高収率でカップリング生成物を得た。さらにヒドロホウ素化，酸化，異性化により C25位の立体化学を制御

した。 F環の酸化開裂後にE環をラクトンとして構築し，混合チオアセタールへの変換と C26位への立体選

択的アリル基導入の後，閉環メタセシス反応による F環構築を行って，ガ、ンピエル酸Aの全ポリエーテル骨

格の合成に初めて成功した。

ゴニオドミンAの全合成研究：ゴ、ニオドミンAの全合成に必要な C12一C36フラグメントの量的供給を可

能とする改良合成ルートの開発を行った。矧舟檎山岸反応を鍵工程として C26-ε36チオエステルを合成し

た。不斉エポキシイl:J5・exo環化による E環構築， Wi抗ig反応と還元的エーテル化による D 環構築を経て

C12-C25ビ、ニルスズを合成し，C26-<ご36チオエステルとのStille型クロスカップリング反応によってCl2一C36

フラグメントの効率的合成法を確立した。

立体選択的 6 員環エーテル構築法の開発： Brnnsted 酸触媒を用いるα，~－不飽和チオエステル， α，~－不飽和オ

キサゾリジノンイミドおよびα，~－不飽和 2,5 ジメチルピロールアミドの分子内オキシ共役付加による環化反

応による 2,6・cis－置換テトラヒドロピランの新しい高立体選択的構築法を開発した。本研究成果に関する論文

は，米化学会TheJaw加 lofαganicChemis仲誌のFeaturedArticle及び、FrontCover Articleに選ばれた。

ディデムナケタールBの全合成研究：海洋生物由来のHIV・1プロテアーゼ阻害剤ディデムナケタールBの

全合成研究に取り組んだ。鈴木一宮浦カップリング反応によるフラグメント連結と酸触媒によるスピロアセタ

ール化を鍵工程としてC5-C21フラグメントの立体選択的合成を達成した。

抗がん活性マクロリド天然物の構造類縁体ライブラリーの構築：前年度開発したオレフィンメタセシス反

応を駆使したネオベルトリドの短段階全合成法を基盤として，立体構造活性相関の解明を目的とした構造類

縁体ライブラリーを構築し，合成化合物のがん細胞増殖阻害活性を評価した。

海洋シアノバクテリア由来マクロリド天然物の統一的全合成研究：海洋シアノバクテリア由来のリングピ

アロシドBおよびその構造類縁体の合成研究を行い，非天然構造類縁体 13・デメチルリングビアロシドBの

マクロラクトン骨格の収束的合成に成功した。

［発表論文1
Fuwa H, Noto K, S出 akiM (2011) Biosynthesis-inspired intr訓 olecularoxa-conjugate cycl凶 tionofゆ－unsatura削

出ioesters:Stereoselective synthesis of2,6-cis-substituted tetrahydropyrans.αganic Letters 13: 1820-1823 

Qiu C-S, Wyhe LL-V, S出法iM, Sakai R, Swanson GT, Gereau RW (2011) Antinociceptive effects ofMSVIII-19, a 

乱mctionalantagonist of the GluKl kainate receptor. Pain 152: 1052-1060 

Cagide E, Louzao MC, Espifia B, Ares IR, Vieytes孔恨今Sas北iM, Fuwa H, Yotsu-Yamashita M, Paque町 LA,Yasumoto 

T, Botana LM (2011) Comparative cytoto対cityof gambierol versus other marine neurotoxins. Chemical Research 

初 Toxicology24: 835・842

FuwaH,M包unumaK, Matsukida S, Sasaki M (2011) A new s回 tegyfor the syn由esisof substituted dihydropyrones and 

tetrahydropyrones via palladium-catalyzed coupling of出oesters.Teti・ahedron67: 4985・5010

Oikawa M, Ikoma M, Sas北iM (2011) Synthetic studies on dragmacidin D: Synthesis and assembly of吐rreeh伊1ents

towards an advanced intermediate. European Journal ofαganic Chemis旬14654-4666

Tsubone K, Hashizume K, Fuwa H, Sasaki M (2011) Studies toward出eto凶 syn血esisof gambieric acids, potent 

antifungal polycyclic ethers: Convergent synthesis of a削 lyelaborated GHU・ringh伊tent.Tetrahedron 67: 

6600幽 6615
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Unno M, Shinohara M, Takayama K, Tanaka H, Teruya K, Doh-ura K, S誌aiR, Sasaki M, Ikeda-Saito M (2011) 

Binding組 dsel民 tivityof the marine toxins neodysiherbaine A，組di岱 S戸1也eticanalogu民 toGluKl and GluK2 

kainate receptors. Journal of AゐlecularBiology 417: 667・683

Ebine M, Fuwa H, S出法iM (2011) Total s戸ith白 isof （一）ーbrevenal:A streamlined s回 tegyfor practical s戸ithesisof 

polycyclic ethers. Chmis句1AEuropean Journal 17: 13754圃 13761

Fuwa H, Ichinokawa N, Noto K, Sasaki M (2012) Stereoselective s戸ithesisof2,6・cis-substitutedte仕ahydropyrans:Br φ 

nsted acid叫 talyzed耐 amolecularoxa-conjugate cyclization ofα.~－unsaturated e指 rs即 og創出.1ちeJournal of 

αganicCemis句ノ77:2588-2607 

｛著書・総説｝

佐々木誠，不破春彦天然物合成で活躍した反応実験のコツとポイント（化学同人， 2011年）鈴木一宮

浦カップリング pp48-49

Fuwa H, Ebine M, Sasaki M (2011) Recent applications of the Suzuki Miyaura cross-coupling to complex polycyclic 

ether s戸1血esis. Journal of Syntheticαganic Chemis的1Japan69: 1251・1262

佐々木誠 トップドラッグから学ぶ創薬化学（東京化学同人， 2012年）鈴木一宮浦反応，ヒドロホウ素化，

オキシ水銀化 p.140, pp 158-159 

佐々木誠（編集）理科年表平成23年度（国立天文台編，丸善， 2011年）物 182-193，物 195-199

佐々木誠（教授）

［国際交流】

《国際共同研究》

No吋阿倍ternU凶versity：興奮性アミノ酸ダイシハーベイン類縁体の神経生理学的研究（2003年4月一）

Unversidad de Santiago de Compos舵m ：神経毒ガンピエロールおよび人工類縁体の薬理学的研究（2003年4月

【研究費】

《科研費》

基盤研究（A）巨大複雑天然物の実践的全合成と機能解析 10,000千円研究代表者（継続）

新学体f領域研究反応集積化に基づく海産マクロリド天然物の実践的全合成 1561千円研究代表者（継続）

新学術領域研究ポリエーテル天然物を基盤としたイオンチャネル選択的阻害剤の創製と機能解析・制御

3,300千円研究代表者（新規）

《外部研究資金》

寄附金海洋天然物の実用的合成を基盤とする革新的抗がん剤リード化合物の創製 1,000千円

寄附金強力な抗真菌性ポリエーテル天然物の全合成研究 50千円

寄附金強力な抗真菌活’性を示す海洋天然物の全合成研究 130千円

［学外活動】

《学外役員》

万有仙台シンポジウム組織委員

天然有機化合物討論会世話人

《学会役員》

有機合成化学協会MukaiyamaAward選考委員

【特記事項］

《報道》

海綿から新抗がん剤，中部経済新聞（2011年4月5日）

海綿から新たな抗がん剤，埼玉新聞（2011年4月6日）



海綿から抗がん剤i，高知新聞（2011年 5月 11日）

不破春彦（准教授）

【国際交流］

《国際共同研究》

Universidad de Santiago de Compostela：海洋ポリ環状エーテル天然物ガンピエロールおよびその構造類縁体の

イオンチャネル作用解キ斤（2006年 1月一）

［研究費】

《科研費》

若手研究（A）海洋シアノバクテリア由来マクロリドの統一的全合成と包括的構造活性相関角事析 12,610千円

研究代表者（新規）

［特許関係】

特許出願 LuisMugiel Bo凶 mLopez, Eva Alonso Lopez, Carmen Vale Gonzalez, Haruhiko Fuwa, Makoto Sasaki 

ポリ環状エーテノレ化合物によるタウ蛋白とアミロイド8に関連する神経変性疾患の治療および予防

PCT厄S2011/70515 (2011年7月）

【学外活動】

《学外役員》

有機合成化学協会東北支部幹事

天然物化学談話会世話人

［受賞関係］

文部科学省平成23年度文部科学大臣表彰若手科学者賞（2011年4月）

［特記事項】

《報道》

海綿から新たな抗がん剤 埼玉新聞ほか（共同通信社配信記事） (2011年4月6日）

石員 和血（日本学術振興会特別研究員， D2)

［研究費］

《科研費》

特別研究員奨励費抗真菌活性をもっ巨大ポリエーテル天然物ガンヒ、、エル酸の効率的全合成と活性構造の解

明 700千円研究代表者（継続）

関根久美子（Ml)

［受賞関係】

平成23年度化学系学協会東北大会優秀ポスター賞（2011年9月 18日）

能登健吉（M2)

［受賞関係］

生命科学会長賞（2012年3月）

生命科学研究科長賞（2012年3月）

-18-



分子情報化学分野

［研究成果の概要】

パンコマイシン耐性菌に有効な抗菌薬の開発を目指して，研究を継続した。当研究室で開発中の化合物は，

主に2つのタイプに分けられる（パンコマイシンに脂溶性側鎖を導入した「リポグリコペプチド」，ならびに，

パンコマイシン2分子を結合した「バンコマイシンダイマーJ）。この両者について，作用機序解析の結果を

公表した。黄色ブドウ球菌の細胞壁合成酵素系と，バンコマイシン耐性菌由来の細胞壁中間体を組み合わせ

る事によって，人工的に「パンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌」の細胞壁合成を試験管内に再現した前年度

までの研究成果が，本年度の成果の基盤となった。

海洋天然物化学の領域では，新規のアルカロイドであるピンナリンの単南酎薄造決定と化学合成を報告した。

この化合物は，合成化学の分野で高い注目を集めてきたハリクロリンやピンナ酸の新規類縁体であり，大変

興味深い。

一方，動物細胞を酸化ストレス条件下においた場合に産生される，一酸化窒素由来の内因性ヌクレオチド

8一ニトロ--cG孔1Pについての研究も市此続した。前年度までに，細胞保護に関係する新規の生理作用を見出して

おり，本年度はシグナル伝達経路解明に集中して研究を行った。また，自製の同位体標識化合物と LC-MS

を組み合わせて， 8ーニトロー℃GMPの細胞内代謝経路を調べたところ，ニトロ基の還元を端緒とする新規代謝

機構の存在が明らかlこなったっ

［発表論文】

Yoshida 0, Nakamura J, Yamashiro H, Miura K, Hayashi S, Umetsu K, Xu S, Maki H, Arimoto H (2011) New insight 

into the mode of action of vancomycin dimers in bacterial cell wall s戸出回is.M訟dicinalChemis句J

Commwzications 2(4): 278・282

Xu S, Yoshimura H, Maru N, Ohno 0, Arimoto H, Uemura D (2011) Pinnarine, Another Member of the Halichlorine 

Family. Isolation and Preparation from PinnaicAcid. Jourηal of Natural Prodz仰 74(5):1323・1326

N北amuraJ, Ichikawa R, Yam出hiroH, Takasawa T, Wang X, Kawai Y, Xu S, M北iH, Arimoto H (2012) Mapping of a 

Lipoglycopeptide Antibiotic Binding Site on Staphylococcus aureus Penicillin-Binding Protein 2 Using a 

Vancomycin Photoa伍nityAnalogue. Medicinal Chemis向YCommwzications 3(6): 691・695

【著書・総説】

斎藤忠夫／編著阿部敬悦，阿部直樹，有本博一，遠藤宣成，小野寺毅，北津春樹，安江紘幸，渡辺正夫農

学・生命科学のための学術情報リテラシー（朝倉書店， 2011年）

有本博一有機合成化学協会編天然物合成で活躍した反応：実験のコツとポイント（化学同人， 2011年）

Pd・百品1[3+2）付加反応

【国際研究集会】

Arimoto H: Chemical Approaches for Understanding and Controlling Infectious Diseases.官1eUehara Memorial 

Foundation Synposium-2011: Chembiomolecular Science: at the Frontier of Chemis町 andBiology. Tokyo, Japan. 

June 06・08,2011 

有本博一（教授）

［特許関係］

特許取得赤池孝章，有本博一，芥照夫，佐々本一美抗8 ニトロサイクリックグアノシン3',5’一一リン

酸抗体 日本国特許4857431 (2011年 11月）

特許取得有本博一，路軍，山野佳則，吉田修 グリコベフ。チド抗生物質ダイマー誘導体 日本国特許

4888863号。011年 12月）

［研究費］



《科研費》

基盤研究（B）メカニズム解析に基づく抗菌性化合物の合理的設計 3,300千円 研究代表者（継続）

新学術領域研究化学プローブを駆使した活性酸素シグナルの制御機構解析 14,700千円 研究代表者（継

続）

基盤研究（S) 巨大炭素鎖を持つ特異な天然有機分子の化学 1,000千円 研究分担者（継続）

新学科：市頁域研究活性酸素のシグナル伝達機能 50千円 研究分担者（継続）

［学外活動】

《学会役員》

日本ケミカルバイオロジー学会世話人

日本農芸化学会東北支部評議員

日本NO学会評議員

中村淳（日本学術振興会特別研究員， DJ)

［研究費】

《科研費》

特別研究員奨励費化学的手法を用いた耐性菌におけるペプチドグリカン合成反応の解析と機能制御 700

千円研究代表者（継続）

［受賞関係】

生命科学会長賞（2012年2月）

驚藤洋平（日本学術振興会特別研究員， 03)

［研究費】

《科研費》

特別研究員奨励費 内因’性ニトロ化ヌクレオシド‘が関与する新規シグナル伝達機構の解明 700千円研究

代表者悌陸続）
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活性分子動態分野

［研究成果の概要】

植物ホルモンは，植物の成長・分化や環掬芯答に重要な役割を果たすシグナノレ小分子で、ある。当分野では，

特定のホルモンを生合成できない突然変異体や，ホルモンに対する応答性が変化した突然変異体を化学生物

学的視点から解析することにより，植物ホルモンがどのように作られ，またどのように作用するのかを分子

レベルで、明らかにすることを目標にしている。

近年新しい植物ホルモンとして発見された「ストリゴラクトン」は，カロテノイド、に由来するテルベノイ

ド化合物の一種であり，根から分泌されて共生や寄生に関わるアレロケミカル（他者に対して作用する生理

活性分子）として働くとともに，地上部の枝分かれを抑制する。ストリゴラクトン生合成変異体の角特庁等か

ら，ストリゴラクトンは枝分かれの抑制以外にも，多様なホルモン作用を示すことが明らかになりつつある。

本年度は，シロイヌナズナのストリゴラクトン生合成変異体を用いて，同ホルモンが葉の老化に及ぼす影響

を調べた。葉の老化は，クロロフィル含量と老化誘導性マーカー遺伝子の発現を指標に評価した。その結果，

リン欠乏時に葉の老化が引き起こされること，その際，ストリゴラクトン生合成変異体である moreαxillaη

growth 4 (m仰のにおいては老化が遅延することが明らかiこなった。以上の結果は，ストリゴラクトンがリン

欠乏により促進される老化の進行に必要なホルモンで、あることを示している。

ストリゴラクトンの作用メカニズムを明らかにするためには，その受容・情報伝達因子を同定し，その機

能を明らかlこする必要がある。本年度は，ストリゴラクトンに応答できない突然変異体の解析から得られて

いるこれらの因子の生化学機能の解析を進めた。

シトクロム P450酵素は，様々な低分子基質に対して主に一原子酸素添加酵素として働く。シトクロム P450

酵素の一つで、ある CYP78Aは植物において保存されており，そのイネやシロイヌナズナの欠損変異体におい

ては器官サイズが小さくなる。同酵素の基質や生成物は不明である。当分野では，前年度までにヒメツリガ

ネゴケのcyp78a変異体をジーンターゲテイングにより取得し，同遺伝子が原糸体の正常な成長や茎葉体の形

成に必須であることを明らかにした。本年度は，のp78a二重変異体において欠損している低分子シグナルの

同定を目指し，同変異体の表現型を相補できる物質の探索を開始した。

ジベレリンは代表的な植物成長ホルモンの一つで、ある。当分野では，ジベレリンの内生量調節機構の解析

を行なっている。本年度は，国内外のいくつかの研究グループ。との共同研究を通じて，内的および外的因子

によるジベレリン生合成調節機構の一端を明らかにした。

［発表論文l
Katsumata工FukazawaJ, Magome H, Jikumaru Y, Kamiya Y, Natsume M, Kawaide H, Yam噌uchiS (2011) 

Involvement of血eCYP78A sub如nilyof cytochrome P450 monooxygenぉesin protonema grow白 血d

gametophore formation in the moss Physcomitrella patens. Bioscience, Biotechnology, and Biochemistry 75: 

331-336 

Zhao C, Hanada A, Yam唱uchiS, Kamiya Y, Beers EP (2011）百1eArabidopsis Myb genes恥1YR1and MY京2are 

redundant negative regulators of flowering time under decreased light intensity. 1恥 PlantJournal 66: 502づ15

Robert-Seilanian包 A,MacLean D, Jikumaru Y, Hill L, Yamaguchi S, Kamiya Y, Jones JD (2011) The microRNA 

miR393 re-directs secondary metabolite biosynthesis away from camalexin and towards glucosinolates. The Plant 

Journal 67: 218-231 

Ito S, Umehara M, Hanada A, Kitahata N, Hayase H, Yamaguchi S, Asami T (2011) E佐伯 of仕iazolederivatives on 

s凶golactonelevels and growth陀凶dationin rice. P Losα1e 6: e21723 

Fukui K, Ito S, Ueno K, Yam唱uchiS, Kyozuka J, Asami T (2011) New branching inhibitors and their potential as 

strigolactone mimics in rice. Bioor-ganic ＆品会dicinalChemis句1Letters 21: 4905-4908 

As油inaM, Azuma K, Pitaksaringkarn W, Yamazaki T, Mitsuda N, Ohme-Takagi M, Yamaguchi S, Kamiya Y, Okada K, 
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Nishimura T, Koshiba T, Yokota T, KamadaH, Satoh S (2011) Spatially selective hormonal control ofRAP2.6Land 

ANAC071む加scriptionfactors involved in tissue reunion in Arabidopsis. Proceedings of theλrational Academy of 

Sciences USA 108: 16128-16132 

Iwamoto M, Kiyota S, Hanada A, Yamaguchi S, Takano M (2011) The multiple con凶butionsof ph戸ochromesto出e

control ofintemode elongation in rice. Plant Physiology 157: 1187・1195

Oikawa A, Otsuka T, Jikumaru Y, Yamaguchi S, Matsuda F, Nakabayashi R, T誌ashinaT, Isuzugawa K, Saito K, 

S凶肱eK (2011) E自己ctsぱ freeze-dryingof samples on metabolite levels in metabolome釦 alyses.Journal of 

Separation Science 34: 3561・-3567

Martinez -Andujar C, Pl凶 ko旬、TE,Bassel GW, Asahina M, Pupel P, Nguyen TI, Takeda-Kamiya N, Toubiana D, Bai B, 

Gorecki RJ, Fait A, Yamaguchi S, Nonog出 H(2012) The mechanisms of hormonal regulation of endosperm 

cψspecific gene expre鉛ionin tomato seeds.同ePlant Journal doi:I0.1ll1/j.1365-313X.2012.05010λ 

【国際研究集会］

Yamaguchi S: Strigolactone function and action: how can we reduce S住igainfestation? 28th IPSR International 

Symposium. Kurashiki, Japan. October 7, 2011 

山口信次郎（搬）

【研究費］

《科研費》

基盤研究（B）ストリゴラクトンの多様なホルモン機能の角材斤 10,400千円研究代表者（新規）

挑戦的萌芽研究植物の新規シトクロムP450依存成長シグ、ナルの探索 3,900千円研究代表者（新規）

《外部研究資金》

受託研究費生研センター・イノベーション創出基礎的研究推進事業作物生産向上のためのストリゴラクト

ンの生合成と作用機構の解明 15,400千円

［受賞関係】

トムソン・ロイタ一社 リサーチフロントアワード（2012年2月）

［特記事項］

瀬戸義哉助教が，平成24年3月より就任した。
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生命素子機能分野

【研究成果の概要】

糖鎖の構造を識別して特異的に結合するレクチンと呼ばれるタンパク質は，あらゆる生物界に存在し，多

種多様な構造と機能性をもつことが明らかlこされつつある。当分野では，知見が少ない下等脊椎動物や無脊

椎動物，植物などにみられるレクチンに着目し，それらの構造と機能性に関する研究を進めている。また，

豆類や穀類などの食品素材に含まれるレクチンが腸管における輸送・透過性に及ぼす影響を invitroとinvivo 

の両面から明らかにしつつあるO

これまでの研究によって，魚類のラムノース結合特異性レクチン侭BL）がパターン認識分子として生体防

御機能に関わっていることの知見を得た。阻Lの分子機構を角卒析し，微生物感染制御に応用するために， RBL

組換え体の作出を試みた。 RBLの構成サブユニットは糖鎖認謝吉合ドメイン（CRD)O)繰り返し構造を有して

いるが，構成サブユニット数と各レクチンの生理活性の強さには高い相闘がみられる。そこで CRD機能の

分子機構を明らかにするために，まず個々のリコンビナント CRDを発現させた。

魚類生体防御レクチンにみられた加速進化によるタンパク質の構造（フォールド）や機能の進化がどのよ

うな選択圧で起こったのか明らかにする目的で，分子系統樹から推定した祖先型タンパク質の再構築による

機能・進化機構解キ斤を行った。特に祖先型から ConIへとどのような選択圧により進化したのかを明らかにす

るため，両者で異なる 31アミノ酸残基に着目し， Con-anc変異体を作成し，糖結合能を解析した。その結果，

第5ルーフ。や第6ループ，第2ループ（38位Met）が Conlの糖結合能の上昇に関与していることが示され

た。中でも，第5ループがGal/31,3σUCα1,4) GlcNAc-R (Lea）に対する強し、結合能に寄与していることが明

らかlこなった。

マアナゴ、H劉空内細胞由来新規ガ、レクチン，コンジェリンP(ConP）の機能を明らかにするため，大腸菌に

よるリコンビナント発現系を構築し， Con2・ConP融合タンパク質として発現させることに成功した。精製

rConPは，単独ではウサギ赤血球を凝集しなかったが， ConPにマンノースを加えることにより赤血球凝集活

性を示し，アロステリック調節による糖鎖結合能の変化というこれまでにないレクチン機能を明らかにした。

マベガイ （Pteriapen伊 in）の真珠形成メカニズム，特にアラゴナイト結晶の 3軸配向性を制御するタンパ

ク質の構造と機能を明らかにするため，配向性と相関を示した26kDaタンパク質， HSC2およびHSC3のin

vitroでの炭酸カルシウム結晶形成に与える影響を，蛍光標識したタンパク質をもちいて調べた。その結果，

HSC3が結晶の核形成， HSC2が結晶周辺部に分布し，結晶形態の制御に関わっていること， HSC2とHSC3

が鞠虫ではカルサイトを形成するのに対して，両者が共同してアラゴナイト結晶を形成することが判明した。

さらに，この2種の26旺）aタンパク質 HSC2およびHSC3の組成を，それぞれに特異的なモノクローナル

抗体をもちいて定量・角平析する方法を開発し，良質真珠を生産するマベガイ個体を判別・選別する方法へと

実用化させた。

低利用タンパク質資源で、ある大豆および米糠のタンパク質を分画精製し，それらの機能特性を調べた。脱

脂大豆からは 2Sアルブミンを分離し，それから調製した長鎖と短鎖の腫虜細胞に対する結合活性と細胞毒

性を明らかにした。米糠タンパク質の水に対する低溶解性は利用面で、の大きな欠点となっている。そこで化

学修飾による溶解性の向上を検討し，脱アミド化反応が溶解性の向上に有効であることを明らかにした。

｛発表論文】

Yamashi飽J,Chen I品tNag血 umaT, Ogawa T, Muramoto K (2011) Chapter 10: Changes of functional components and 

antioxidative acti泊。Fin the process of fennentation of soybeans. ACS Symposium Series. 1059, In Chemistη， 

Texture, and Flavor of Soy Cadwallader K, et al; p 155・169

Krause J, Tshidino SC, Ogawa T, Watanabe Y, Oosthuizen V, Somai B, Muramoto K, Naude RJ (2011) Purification and 

partial characterization of ostrich skeletal muscle cathepsin D and its activity during meat maturation. Meat Science 

87: 196・201
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Konno A, Kitagawa A, Watanabe M, Ogawa T and Shirai T (2011) Tracing Protein Evolution through Ancestral 

Struc似resoffish Galectin. Siれどlure19 (5), 711・721

1著書・総説］

村本光二：生体分子間相互作用，“分析化学便覧”， 日本分析化学会編，丸善出版， 659・662(2011) 

Ogawa T, Watanabe M, Naganuma T, Muramoto K: Diversified carbohydrate司bindinglectins企ommarine resources. 

Journal of Amino Acids, Volume 2011 (2011), Article ID 838914, 20 pages, doi:l0.4061/2011/838914 

村本光二（教授）

［国際交流］

《国際共同研究》

U凶versityof Port日izabeth：大型家禽ダチョウ酵素の未利用資源としての有効利用に関する基盤研究（1995年

4月一）

［研究費］

《科研費》

基盤研究（B）魚類腸管機能に対する内因性・外因性レクチンの調節作用とその応用 6,200千円研究代表者

（新規）

《その他の研究資金》

高j容角材む任ぬか蛋白質製造 4,420千円

【特許関係｝

公開特許村本光二，小川智久，河内美帆，畑中晃昌 カルシウム結晶化阻害剤特開 2011-042636 (2011 

年4月）

【学外活動】

《学外役員》

不二たん白質研究振興財団選考委員長

《学会役員》

日本分析化学会東北支部幹事

日本農芸化学会東北支部評議委員

日本食品科学工学会東北支部評議委員， FoodScience and Technology Research編集委員長，理事，第58回大

会会頭

日本水産学会東北支部評議員

［学内委員】

学生生活協議会委員

安全保障輸出管理委員

先端短期留学生交流プログラム実施委員

小）｜｜ 智久（准教授）

［研究費】

《科研費》

基盤研究(B）マベ真珠アラゴナイトナノ結品配向制御機構の解明とフォトニック機能材料創製への応用

2,300千円研究代表者（継続）

新学術領域研究公募研究「融合マテリアノレJバイオミネラリゼーション分子機構に基づく新規機能性ナノデ

パイスの創製 2,500千円研究代表者（新規）

《その他の研究資金》
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JST科学技術コモンズ、試験費・技術移転調査費 良質真珠を生産するマベガFイ個体の簡易選別法の開発試験

1,600千円研究代表者（継続）

先端的低炭素化技術開発事業戦略的創造研究推進事業（ALCA）探索（独立行政法人科学技術振興機構）

バイオミネラリゼーション機能タンパク質による C02固定法の開発 1,300千円 研究代表者（新規）

［特許関係】

出願小川智久小野史織，永沼孝子マベガイの ART26Pと選択的に結合するモノクローナル抗体および

それを用いた良質真珠を生産するマベガ、イの選別方法特願 2012・048082 平成24年3月5日

［学外活動］

《学会役員》

東北糖鎖研究会世話人会

第5回東北糖鎖研究会世話人代表

［学内委員】

高度イノベーション博士人材育成センター企画運営委員会委員

104周年ホームカミングデ一実行委員会委員

永沼孝子（助教）

［研究費｝

《外部研究資金》

学際科学国際高等研究センター領域創成研究卵成熟制御因子の同定およひ機能解明とヒト生殖医療への応

用 1,500千円

［非常勤講師等］

「基礎生物」仙台白百合女子大学 (2009年4月 ） 

［学内委員】

男女共同参画委員

生命科学研究科ハラスメント相談窓口相談員

［学外活動】

《学会役員》

日本食品科学工学会東北支部幹事

日本食品科学工学会第58回大会役員



単分子動態生物学分野

【研究成果の概要】

細胞内アクチンの主要な重合装置フオノレミンファミリーが線維伸長を行う際，アクチンの二重螺旋構造に

沿って回転する性質を単分子蛍光偏光によって捉えた（Science誌2011年 1月発表）。その生理的役割，特に

細胞内アクチン紘維の安定性への寄与について更に検証を進めるために，GFPアクチンで問題視されている，

フォルミンファミリーによるプロセッシブなアクチン重合との干渉について，それを起こさない蛍光アクチ

ンプローブを探索した。顕微鏡下観察にて，このフォルミンファミリーによるアクチン重合と干渉しない蛍

光アクチンプローブが得られ，また優れた光安定性と新規に開発した細胞内への高効率な導入法を組み合わ

せることで，細胞内のストレス線維や細胞質分裂溝でのアクチン続椎動態を分子可視化することが可能とな

った（投稿準備中）。現在，この手法を応用し，フォルミンの螺旋回転が細胞内・外でアクチン線維をねじる

効果が細胞骨格にどのような影響を及ぼすかについて，蛍光単分子スペックル顕微鏡で検証を進めている。

また，以前から予備的に見いだされていた細胞の物理刺激により活性化されるフォルミンファミリーの制

御動態とその活性化機構について，リアルタイム分子可視化観察によって解明を進め，現在のところ， src

ファミリーなどに対する複数のタンパク質キナーゼ阻害薬投与下や細胞内カルシウムイオン除去時において

も，物理刺激後速やかに mDialが活性化される分子像が確認された。更に，木内らが開発したs-FDAP法を

改良し， mDialが活性化される際に細胞内の単量体アクチンの濃度上昇が起きることを検証した。これは，

以前よりわれわれが提唱してきた，「単量体アクチン変動によるy鰍住回生制御」の仮説を支持する（論文投稿

中）。この新規のアクチン重合の活d性化シグナルの伝播する詳細を可視化するための，変形可能なシリコン

(PDMS）基質上に細胞を効率よく接着させ，種々の物理刺激下で分子動態を検証するシステムの開発を進め

ている。また，米国Lehigh大学との共同研究にて，動画データ上の分子トラッキングを半自動解析するため

のソフトウェアを開発し，論文として発表するとともに，ウェブ上で一般公開した

(http://athenaphysics.lehigh.edu/speckletrackerj）。また，上記とは異なるアクチン重合因子で，細胞接着斑同士を

結ぶアクチンストレス線維の切断一再生サイクルに関与することが知られる VASPについて， Ab！キナーゼ

と活性化補因子 Abi・1の複合体によってチロシンリン酸化されること，その修飾がパートナーである Z戸in

とVASPの結合を制御する新規のリン酸化シグナルを同定した。その他，細胞先導端にベール状に広がる葉

状仮足（ラメリボディア）先端のアクチン重合について，その促進分子が細胞膜上を拡散することを可視化，

また，その先導端の伸展のゆらぎに拡散性アクティベーターの濃度変動が関与することを画像データと数理

モデ、ルの対比から提唱した。また，国立遺伝研との共同研究にて，神経軸索伸長に関与する膜たんぱく質

M6aのアクチン細胞骨格と独立した神経突起への分子集積を証明した。

［発表論文I
Ryan GL, Petroccia HM, Watanabe N，泊vylonisD (2012) Excitable actin dynamics in lamelli伊dialpro加 sionand 

retraction. Biophysical Journal 102: 1493・1502

Wa凶 iabeN (2012) Fluorescence single-molecule imaging of actin turnover and regulatory mechanisms. Methods in 

Enzymology 505: 219・232

Millius A, Wat祖 abeN, Weiner OD (2012) Diffusion, capture, and recycl也gof SCA町WAVEand Arp2/3 complexes 

observed in cells wi白血gle-moleculeimag泊g.Journal of Cell Science 125: 1165・1176 

S北amotoS, Ishiz.aki工OkawaK, Watanabe S，紅白waA, Watanabe N, Nan 

fiber forτnation by binding to mDia and regu凶 ngi鉛 membranelocalization. Journαl of Cell Sci，閉じ6125: 108・120

Maruoka M, Sato M, Yuan Y, Ichiba M，同iiR, Ogawa T, Ishida-Kitagawa N, Takeya T, Wa凶 abeN (2012) 

Abi-1-bridged tyrosine phosphorylation ofVASP by Abelson kinase impairs association ofVASP to focal adhesions 

and regula脳 leukemiccell adhesion. BiochemicαlJow加 l441 : 889-899 

Sato Y, Watanabe N, Fukushima N, Mita S, Hirata T (2011) Actin-independent behavior and membrane deformation 
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exhibited by the four-transmembrane protein M6a PLoS ONE 6, e26702 

Smith MB, Karatekin E, Gohlke A, Mizuno H, Watanabe N, Vavylonis D (2011) In総ractive,computer-assistβd tracking 

of speckle同ectoriesin fluorescence microscopy: application to actin polymerization and membrane fusion. 

Biophysical Journal 101: 1794-1804 

Kiuchi T, Nagai T, Ohashi K, Mizuno K (2011) Measurements of spatiotemporal changes in G-actin concentration reveal 

its effect on stimulus-induced ac血 assemblyand lamellipodium extension. The Journal of Cell Biology 193: 

365・380

【著書・総説I
Ryan GL, Watanabe N, Vavylo凶sD (2012) A review of models of fluctuating pro仕出ionand retraction pa取 msat the 

leading edge of motile cells. Cytos佐leton(Hoboken) 69: 195-206 

Kiuchi T, Nagai工Ohashik、WatanabeN, Mizuno K (2011) Live-cell imaging ofG-actin dynamics using sequential 

FDAP. (Review) Bioarchitecture 1, 240・244

水野裕昭，渡j豊直樹（2011）哨乳動物フォルミン mDialの回転運動の細胞骨格への役割生物物理第 51巻

第5号 218・221

［国際研究集会1
Kiuchi T : Live-Cell imaging of G-actin dynamics during lamellipodium extension. The 3rd UCL-Tohoku University Joint 

Symposium. London, UK. October 19, 2011 

渡漫直樹（教授）

【国際交流】

《国際共同研究》

Dr. Dimitrios Vavylonis (University of Lehigh): Tracking single molecules with the new open source tool Speckle 

Tracked 

Dr. Orion Weiner, Dr. A吋1urMillius (University of California): Analysis of diffusion and recycling of SCAR/WAVE加 d

Arp2/3 complexes in cells with single-molecule imaging. 

［研究費】

《科研費》

最先端・次世代研究開発支援プログラムアクチン重合装置の蛍光単分子イメージングによる機械受容細胞シ

グナルの可視化解明 72,587千円研究代表者側蹴）

《外部研究資金》

HFSP研究グラント（プログラムグラント） Actin turnover homeostasis and spatial heterogeneity of regulators in 

artificially po加izedcells. 9,078千円研究代表者

［出前授業・公開講座等］

東北大学大学院生命科学研究科市民公開シンポジウム（2011年6月4日）

学都「仙台・宮城」サイエンスデ、イ 2011 (2011年 7月 10日）

［学外活動】

《学会役員》

日本細胞生物学会評議員

日本薬理学会評議員

木内泰（助教）

［国際交流］

《国際共同研究》
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Prof TonyNg(King’s College London): Analysis ofErbB4 in EGFR down-regulation 

［研究費】

《その他の研究資金》

東北大学大学院生命科学研究科・研究科グラント 細胞質G・アクチンとその結合タンパク質の結合量比によ

るアクチン細胞骨格再構成機構の解明 700千円 研究代表者

｛受賞関係】

ポスター発表賞（百ie戸UCL-TohokuUniversity Joint Symposium) （平成23年 10月 19日）
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遺伝子調節分野

［研究成果の概要I
IPASは低酸素遺伝子応答を抑制する転写因子であるが，ミトコンドリアでの細胞死に関与するProapoptotic

factorとしても機能することを見出した。副腎髄質褐色細胞腫由来のPC12細胞のコバルトによる細胞死にお

いて， IPASのノックダウンは細胞死を抑制した。この細胞死はカスパーゼの活性化を伴っており，アポトー

シスで、あった。 GFPとIPASの融合タンパク質をPC12細胞に発現したところ，核に局在する以外にミトコン

ドリアにも局在した。ミトコンドリアの IPASは膜電位を減少し，シトクロム cのミトコンドリアからの遊

離，カスパーゼ3を活性化した。免疫沈降によって IPASはBcl-xL,Bcl-w, Mcl-1と結合することが判明した。

Bcl-2, Baxとは結合しなかった。Bcl-xLとIPASの結合は生細胞で、FLIM-FRET観察のより確かめられた。Bcl-xL

に対する IPASの結合は， Bel・xLとBaxの結合を阻害し，その結果として遊離のBaxを生成し，これがIPAS

のアポトーシス促進作用の原因であることが分かったO これらの結果は IPASが転写抑制因子であるととも

に，アポトーシス促進因子であるという 2つの機能をもっタンパク質であることを示しているo IPASはコバ

ルトによる NF幽kappaBの活性化により， PC12細胞で誘導されることが分かつてし、たが， PC12細胞をTNF－α

によって刺激することにより，誘導されることを見出した。この誘導の結果， HIF・1とHIF-2による低酸素

ストレス応答は抑制された。この結果は炎症のメディエーターによる細胞刺激と低酸素応答の聞に新たなク

ロストークの存在を示している。

小胞体ストレス応答の中心的転写因子 ATF4と低酸素応答の酸素センサーと考えられているプロリン水酸

化酵素PHDI,PHD3が相互作用することを解明した。この相互作用により， PHDIはATF4を安定化し， PHD3

はATF4を不安定化した。逆に， ATF4はPHD3を不安定化したが， PHDIの安定化をもたらさなかった。さ

らに， hvitroのプロリン水酸化活性測定により， ATF4はPHDI,PHD3の基質ではないことが示された。こ

れらの結果はPHDI,PHD3がATF4の転写促進活性を調節していることを示唆している。

［発表論文】

Goryo K, Torii S, Yasumoto K, Sogawa K (2011) Tumor necrosis factor－αsup pr回 S回 thehypoxic r回 ponseby 

NF-KB-dependent induction of inhibitoηPAS domain protein (IPAS) in PC12 cells.ゐumalof Biochemistry 150: 

311-318 

Torii S, Goto Y, Ishi:zawa T, Hoshi H, Goryo K, Yasumoto K, Fukumura H, Sogawa K (2011) Pro-apoptotic activity of 

泊hibitoryPAS domain protein (IPAS), a negative re忽tlatorof HIF-1, through binding to pro-survival Bcl-2 family 

pro帥 s.Cell Death & Differentiation 18: 1711・1725

同inoT, Yasumoto K, Yam但北iN, Hasome A, Sogawa K, Isobe H (2011) Triazole-Linked DNA as a Primer Surrogate 

h出eS戸1thesisofFirst-Strand cDNA. Chemis旬1An Asian Journal 6(11 ): 2956・2960

Hiwa回 hiY, Kanno K, Takas北iC, Goryo K, Sato T, Torii S, Sogawa K, Yasumoto K. (2011) PHDl interacts with ATF4 

加 dnegatively regulates its transcriptional activity without prolyl hydro可lation.Experimental Cell Research 

317(20): 2789幽 2799

［国際研究集会］

Torii S: IPAS acts as a dual function protein involved in仕組scriptionrepression and apoptosis. The 3rd UCL-Tohoku 

University joint Symposium. London, Great Britain. October 19, 2011 

十川和博（教授）

［非常勤講師等］

相馬看護学校栄養と人体（2011年4月・2012年3月）

［学外活動】

《学会役員》
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日本生化学会評議員

鳥居暁（助教）

【研究費I
《科研費》

若手研究(B）神経細胞死を誘導する IPASの分子細胞生物学な機能解析とノックアウトマウスの作製 1,700

千円研究代表者（新規）
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情報伝達分子解析分野

【研究成果の概要】

アクチン細胞骨格の再構築は細胞の運動，接着，極性，形態変化，分裂など細胞の基本活動を支える中心

的な役割を果たしている。しかしながら，その応答制御機構や3次元的構築機構の多くは不明である。私た

ちの分野では，細胞の形態と運動性を制御する細胞内シグナル伝達機構とアクチン細胞骨格の再構築制御機

構を明らかにすることをテーマとして，生化学，分子生物学，細胞生物学の手法を用いた研究を進めている。

2011年度に得た主な研究成果は以下の通りである。 I）移動細胞の先導端にはアクチン繊維に富むラメリボ

ディアとよばれる仮足が形成され，先導端へのアクチンの重合を推進力として仮足が伸長する。したがって，

細胞運動時の仮足の形成・伸長機構を解明するためには，生細胞内のアクチンとその結合蛋白質の結合・解

離の動態をリアルタイムに可視化・定量化することが重要である。私達は，可逆的な光活性化蛍光蛋白質

Dronpaを用いて，生細胞内の局所における単量体 G－アクチン濃度の経時的変化を定量的に測定する新技術

sequential FDAP (s-FDAP）法の開発に成功した(JCB,2011）。 s-FDAP法は，アクチンやその結合蛋白質のように

遊離型（拡散性成分）と細胞骨格結合型（非拡散性成分）で動的状態が大きく異なる蛋白質の各成分の濃度

変化を定量解析できる新技術である。 s-FDAP法を用いて細胞内 G－アクチン濃度の刺激依存的な変化を解析

し刺激前の細胞内G・アクチン濃度が，刺激後のアクチン重合度及び仮足の伸長度を決定する重要なパラメ

ーターであることを明らかにした。また，多点FDAP法を用いて， G－アクチン濃度の空間分布の測定も可能

である。さらに，アクチン脱重合阻害剤処理後のG・アクチン濃度変化をモデノレ解析することによって，刺激

前に存在する G－アクチンとアクチン結合蛋白質の複合体濃度，アクチン繊維のプラス端，マイナス端の濃度

を予測することが可能となった(JCB,2011）。 2）ラメリポデ、イアの伸長における LIMキナーゼの機能をFDAP

を用いて解析した。その結果， LIMキナーゼはコフィリンのリン酸化（不活性化）を介して，細胞内アクチ

ン単量体濃度を減少させ先導端におけるアクチン重合を抑制しラメリポテ、イア伸長を抑制する機能をもっと

ともに，ラメリボディア後方でのアクチン脱重合を阻害しアクチンレトログレイドフローを抑制しラメリボ

ディア伸長を促進する機能ももつことを明らかにした（JBC,2011）。 3）生細胞内の蛋白質問相互作用を検出

する手法として，蛍光蛋白質の断片の相補的な再会合による蛍光発色を利用した BimolecularFluorescence 

Complementation (BiFC)法が知られている。私達は，コフィリンとアクチン， RasとRafをVenusの断片と融

合させ，これらの相互作用を高感度で検出する BiFCフ。ローブ、を新たに開発した。本法は，阻害剤の探索な

ど蛋白質問相互作用を高感度で安定的に検出する手法として有効である（BioTechnique,2012）。

【発表論文1
Kiuchi T, Nagai T, Ohashi K, Mizuno K (2011) Measurements of spatiotemporal changes in G－鉱山concentrationreveal 

its effect on stimulus-induced actin assembly and lamellipodium extension. 1乃eJournal of Cell Biology 193(2): 

365-380 

Spratley SJ, Bast伺 LI,Doppler H, M包unoK, Storz P (2011) Protein kinase D regulates co血inactivity through 

p21・activatedkinase 4. 1恥 Journalof Biological Chemistry 286(39): 34254・34261

Ohashi K, Fuiiwara S, Watanabe「r,Kondo H, Kiuchi T, Sato M, Mizuno K (2011) L品1-kinasehぉ adual role in 

regulating lamellipodium ex伽 sionby decelerating血erate of actin retrograde flow and the rate of actin 

polymerization. 1恥 Journalof Biological Chemis町 286(42):36340・36351

Freeman SA, Lei V, Dang-Lawson M, Mizuno K, Roskelley CD, Gold恥1R(2011) Cofilin・mediatedF-actin seve出1gis 

regulated by仕1eRap GTPase and controls the cytoskeletal d戸1amics白紙 drive恥nphocytespreading and BCR 

microcluster formation. 1恥 Journalof Imm問。logy187(11 ): 5887・5900

Ohashi K, Kiuchi T, Shoji K, Sampei K, Mizuno K (2012) Visualization of cofilin・actinand Ras-Raf interactions by 

binlolecular fluorescence complementation assays using a new pair of split Venus企唱ments.BioTechniques 52(1): 

45-50 
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［著書・総説1
Kiuchi T, Nagai T, Ohashi K, Watanabe N, Mizuno K (2011) Live-cell imaging ofG-actin dynamics using sequential 

FDAP. BioArchitecture 1(5): 240・244

［国際研究集会1
Ohashi K, Abiko H, Ts吋iT, Naotsuka M, Hiatari R, Sakamoto N, Sato M, Mizuno K: Identification of Rho-GEFs that 

are involved in mechanotransduction of vascular endothelial cells.百貨 6thInternational Symposium on 

”Biomechanics泊VascularBiology and Cardiov出 cularDisease”，Ro抗erdam，百1eNetherlands, April 14-15, 2011. 

M包unoK: Live-cell measurements of spatiotemporal changes in G-actin concentration reveal its key role in 

stimulus-induced actin assembly and cell extension.百1e26出 EuropeanCytoskeletal Forum (ECF) Meeting on 

”Actin-based motility：企ommolecules to model organisms”， Stresa, Lake Maggiore, Italy, October 29・November2,

2011. 

Mizuno K, Oh訓 iK,F吋iwaraS, Watanabe T, Kondo H: LIM-kinase Dually Regulates Lamellipodium Extension by 

Decelerat凶gBoth the Rate of Actin Retrograde Flow and the Rate of Actin Polymerization. The Slst American 

Society for Cell Biology Annual Meeting, Denver, Colorado, USA, December 3ヴ，2011.

Chiba S, Amagai Y, Kanno S, Yasui A, Fukuda M, Mizuno K: NDR is required for ciliogenesis through the 

phosphorylation ofRabin8.百1eSlst American Society for Cell Biology Annual Meeting, Denver, Colorado, USA, 

December 3・7、2011.

Ohashi K, Abiko H, Hiatari R, Sakamoto N, Sato M, Mizuno K: Identification of Rho・GEFsinvolved in cyclic 

stretch岨 inducedalignment in vascular endothelial cells. International Symposium on Cellular Mechanobiologぁ

Kyoto, Japan, March 15・17,2012. 

Abiko H, Hiatari R, Ohashi K, Sakamoto N, Sato M’Mizuno K: Analysis of the role of Rho- EFs i n 

mechanotransduction of vascular endothelial cell. International Symposium on Cellular Mechanobiology, Kyoto今

Japan, March 15・17,2012. 

Kitatani K, Satou K, Abe S, Ohashi K, Sakamoto N, Sato M, Mizuno K: Regulation of ECM rigidity-induced 

transformation by Rho・・GEFin mammary epithelial cell. International S戸nposiumon Cellular Mechanobiology, 

Kyoto, Japan, March 15・17句2012.

水野健作物受）

［国際交流】

《国際共同研究》

Dr. Peter Storz (Mayo Clinic Comprehensive Cancer Center, USA): Protein kinase Dによる細胞運動制御機構（2007

年4月 2011年3月）

Dr. Michael R. Gold (U凶versityof British Columbia, C加 ada）：リンパ球の形態と運動におけるコフィリンの機能

解析（2009年 1月 2011年3月）

Dr. Massimo Locati (University of Milan, Italy）：ケモカインスカベンジャー受容体による細胞骨格制御機構

(2010年 10月一2011年3月）

Dr. Jui-Chou Hsu (National Tsing H凶 U凶versity,Taiwan）：上皮形態形成におけるアクチン骨格制御機構（2009年

9月－2011年3月）

【研究費］

《科研費》

基盤研究(B）細胞分裂期の表層アクチン一星状体微小管相互作用と紡錘体位置決定の分子機構 4,200千円

研究代表者（継続）

特定領域研究細胞周期依存的な中心体一基底小体変換の制御機構と細胞増殖制御 2,800千円 研究代表
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者（継続）

新学やj("j領域研究 アクチン事跡佐と結合蛋白質の過渡的複合体形成の可視化 4,300千円 研究代表者 （継

続）

［学外活動］

《学会役員》

日本細胞生物学会評議員，運営委員

日本生化学会評議員，常務理事，研究体制検討委員会委員

［学内活動】

《学内役員》

研究科長特任補佐

大橋一正（准教授）

【研究費】

《科研費》

基盤研究（C)メカノセンシングにおけるアクチン骨格再構築制御機構の解明 1,000千円 研究代表者

（継続）

新学体市頁域研究上皮細目師射能化における機械的シグナノレによるアクチン骨格再構築制御機構の解明 3,600

千円研究代表者（新規／下記新学術研究採用のため，百者呈）

新学制！？領域研究上皮管腔形成過程における細胞動態と機能分子動態の 3次元イメージング解析 17,700千

円研究代表者（新規）

《その他の研究資金》

学際科学国際高等研究センタープログラム 細胞接着部位におけるメカノセンシングの分子基盤の解明

3,000千円研究代表者（継続）

平成23年度武田科学振興財団研究助成金上皮組織形成におけるメカノセンシング機構の解明 3,000千円

松井翼（日本学術振興会特別研究員， PD)

【研究費】

《科研費》

特別研究員奨励費 力学環境操作による細胞機能応答性の均一化とその細胞生物学的・医工学的意義 800

千円

永井友朗（日本学術振興会特別研究員， D2)

【研究費】

《科研費》

特別研究員奨励費 Dronpaを用いたライブイメージングによる細胞内G・アクチン濃度の時空間的測定 700

千円

安彦日和（叩）

［受賞関係］

生命科学研究科長賞（2012年3月）
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分子応答制御分野

【研究成果の概要］

植物ポリアミンの機能解析：イネに存在する 7種のポリアミン酸化酵素(polyamineox尚 se,PAOと略）につ

き，解析を行った。幼植物時および開花期の2つの生育ステージにおいて OsPA03, OsPA04そして OsPA05

が他の4種に比べ高レベルで、発現していた。これら 3種のcDNA由来の組換え酵素をほぼ均一に精製し，酵

素的性質を検討した。その結果，これらはポリアミン合成の逆反応を触媒する backconversion型の酵素であ

ることを明らかにした。これは， backconversion型のPAO酵素が単子葉植物に存在することを示した最初の

報告である。 OsPA03は，スペルミンをスベノレミジンさらにはプトレシンまで逆変換するが，他2種の酵素

はスペルミンをスペルミジンにまでしか変換できないことを明らかにした。さらに，これら 3種の酵素がい

ずれもパーオキシゾームに局在することも明らかにした。

ミトコンドリア外膜タンパク質Voltage-dependentanion channel (VDAC)の解析：シロイヌナズナの VDAC遺

伝子への下DNA挿入遺伝子破壊株のうち 2つのものは，ミニチュアの表現型を示し，ミトコンドリアの膜

電位も低下していたが， VDAC2を導入したvdac2変異株は生育が野生株の表現型に復したことから， VDAC2

の生育時における役割の重要性をさらに追証した。

進化的に保存された上流open-readingframe (uORF）の意義：植物細胞に細胞死を誘導するクローンの探索に

より，シロイヌナズナの熱ショック転写因子をコードするクローン丘消却を同定した。シロイヌナズナには

21種の熱ショック転写因子遺伝子が存在し，クラス A,B,Cに分類されているo HsfB2bが属するクラス Bの

他の4種（HsfBJ,Hゆ＇2a,Hゆ＇3,HsjB4)についても細胞死誘導活性を検会けるなかで， HsfBJにも細胞死誘導活

性があることを見出した。と同時に民fBJの翻訳が，進化的に保存されたuORFによって抑制されているこ

と，さらに，この翻訳抑制が熱ショックにより脱抑制されることも見出した。

重金属リスク低減因子の同定：酵母にカドミウム耐性を与えるクローンとしてイネの cDNAライブラリー

から単離された OsCdR遺伝子は，イネの穂の形態変異の原因遺伝子として報告されていた OsDEPJと同ー

であることを明らかにした。 OsDEPlは， 426アミノ酸からなるタンパク質であるが，そのうち 120残基（約

28%）がシステインで占められていた。このうち 88残基のシステインが局在しているカルボキシ末端側の領

域を発現した場合で、も，カドミウム耐性を酵母およひ粗物に付与できることを示した。

［発表論文I
GH.M. Sagor, Koji Yam唱uchi,Kan北o＼.＼匂tanabe，百1omasBerberich, Tomonobu k田 ano,Yoshihiro Takahashi (2011) 

Spatio-temporal exp！＇回sion analysis of Arabidopsお thaliana speロnine syn白ase gene promoter. Plant 

Biotechnology 28: 407・411

Chika Tateda, Kan北oWa回mbe,Tomonobu Kusano, Yoshihiro T誌油ashi(2011) Molecular and genetic characterization 

of the gene family encoding the voltage-dependent anion channel in Arabidopsis. Journal of Experimental Botany 

62: 4773-4785 

｛国際研究集会】

Sunil Kumar百1alor,Thomas Berberich, Sung Shin Lee, Seung Hwan Yang, Ryozo Imai, Yoshihiro Takah出hi,

Tomonobu k山加o(Invited): Generation of sucrose-accumulating and drought tolerant plants by engineering of a 

single transcription factor. COST FA0605 Limassol, Cyprus. November 17・19,2011

Tomonobu k凶 ano,Yusuke Ono, Dong-Wook Kim, Kanako Wa匂nabe,Ayana S出aki,M出征uNiitsu, Yoshihiro 

Takahashi，百iomasBerberich: Polyamine back conversion catalyzed by白reepoly紅nineoxidases inα戸αsativa.

COST FA0605 Limassol, Cyprus. November 17-19, 2011 (poster) 

Chika Tateda, Kanako Watanabe, Tomonobu k出血o,Yoshihiro Tak油部hi:AtVDAC 1 regulates defense response 

against bacterial pathogen. ICAR 2011, Madison, Wisconsin, USA, June 22-25, 2011 (poster) 

Tomonobu k出組o,Dong
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Yoshihiro Takahashi：’Three polyamine oxidases catalyze polyamine back conversion in α戸asaliva. Gordon 

Research Confi rence (Polyamine ). Waterville Valley, New Hampshire, USA, June 19-24, 2011 (po指 r)

草野友延（教授）

［研究費】

《科研費》

基盤研究(B）植物の生体防御にはたすポリアミンの分子基盤の解明 2,300千円研究代表者（高齢亮）

［学内委員】

総合技術部運営委員会委員

学務審議会委員

G30運営委員会委員

教育基盤技術センター運営委員会委員

百万ボルト電子顕微鏡室部会委員

［学外活動】

《学会役員》

日本農芸化学会東北支部評議員・代議員

日本植物学会評議員

日本ポリアミン学会評議員

高橋芳弘（准教授）

［研究費】

《科研費》

若手研究但）植物における生体内ポリアミン制御システムの解明と新規ポリアミン型機能分子の探索 2,200

千円研究代表者（新規）

松田大樹 （日本学術振興会特別研究員， D2)

［研究費】

《科研費》

特別研究員奨励費植物の重金属リスク制御因子群の網羅的解析 700千円 研究代表者（車齢劫

金東埋（Dl)

［研究費］

財団法人斎藤報思会平成 23年度学術研究助成 ポリアミン分解系制御による環境ストレス耐性植物の創

出 500千円研究代表者

日
u

nべU





教育研究活動報告

一生命機能科学専攻－

細胞機能構築統御学講座

脳機能解析構築学講座

海洋生物学講座

協力講座

（協力講座の場合，生命科学研究科に所属する学生が携わった情報を掲載した。）
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膜輸送機構解析分野

［研究成果の概要】

我々の体の構成単位である細胞は，さらに様々な膜で、包まれた細胞内小器官（オルガネラ）により構成さ

れている。これらのオルガ、ネラは独自の機能を果たしているが，決して独立した存在ではなく，膜（小胞）

輸送を介して頻繁に物質のやりとりを行っている。適切な膜交通は生命活動の維持に不可欠であることから，

その制御メカニズ、ムの解明は生物学・医科学における重要な研究課題である。当研究分野では低分子量Gタ

ンパク質 Rab（ラブ）及びシナプトタグミンと呼ばれる膜輸送制御因子に焦点を当て，生命現象の基盤とな

っている膜輸送（例えば，メラノソームの輸送，神経伝達物質放出に代表される調節性分泌，あるいはオー

トファジーなど）の分子メカニズ、ムの解明に取り組んでいる。

RabはRasスーパーファミリーに属する低分子量Gタンパク質で，真核生物に普遍的に存在してし、る。 Rab

はGTPと結合している活性化型， GDPと結合している不活性化型の二つのフォームをとり，活性化型がエ

フェクター（effector）と呼ばれるパートナ一分子と結合することで膜輸送を促進する。この GTP-GDPのサ

イクリングは，特定の活性化因子（GEF：忠則1inenucleotide ~xchange factor）及び不活性化因子（GAP:

Q TPase-_!!ctivating 2rotein）により制御されると考えられている。しかし，ヒトやマウスなどのほ乳動物では，

60種類以上の異なる Rabアイソフォームが存在するため，個々のRabアイソフォームのエフェクタ一分子や

調節因子の同定は進んでおらず，それらの生理機能は十分に解明されていない。当研究分野ではRabの機能

を網羅的に解析するツール「Rabpanel」を世界に先駆けて開発し，このツールを駆使して Rabの生理機能の

解明を目指している（CellStruct. Fune. (2011) 36: 155・170）。本年度はこのRabpanelを用いて， トランスフェ

リン受容体の分解を制御する新規 Rabアイソフォーム（Rab12）を同定すると共に， R油12がこれまで教科

書にも記載の無いリサイクリングエンドソームからリソソームへの新規膜輸送経路を制御することを明らか

にした（Traffic(2011) 12: 1432・1443）。また， Rab，エフェクター分子及びその制御因子の機能解析を行い，

Rab17が神経細胞の樹状突起形成（J.Biol. Chem. (2012) 287: 8963・8973）やメラノサイトのフィロボディア形

成に関与すること（Traffic(2011) 12: 627・643），メラノサイトの樹状突起形成過程には， VarpのRab21活性化

能が必須であること（Mol.Biol. Cell (2012) 23: 669・678)'Rab35がファゴサイトーシスや細胞分裂を制御する

こと（J.Cell Sci. (2011) 124: 3557・3567;Curr. Biol.ρ012) 22: 147・153），及びRab27A不活性化因子EPI64が耳

下腺・腺房細胞からのアミラーゼ分泌を制御すること（J.Biol. Chem. (2011) 286: 33854・33862）を明らかにし

た。さらに，メラノレギュリン分子とダイニンモーターによるメラノソームの逆行性微小管輸送機構の解明

(J. Cell Sci. (2012) 125: 1508・1518），オートファゴソーム形成には関与しない新規Atgl2-5・16L2複合体の同

定（Autophagy(2011)7: 1500・1513），内分泌細胞のホルモン分泌を制御する新たな機構の解明（Traffic(2012) 13: 

54・69;J. Biol. Chem. (2012) 287: 10565・10578）などに成功した。

シナプトタグミンやラブフィリン分子は，カルボキシル末端側に C2調節領域と相同性を示す領域（C2A

及びC2Bドメイン）をタンデムに有する膜輸送制御因子（タンデム C2タンパク質ファミリー）である。ヒ

トやマウスにおいては， 20種類以上のタンデム C2タンパク質が存在し，調節性分泌の際のカルシウムセン

サーとして機能するのではなし、かと考えられている。当研究分野では，これまで神経伝達物質放出（シナプ

ス1M包の輸送）におけるシナプトタグミン I分子の機能解明を行って来たが，最近では非神経系における他

のタンデム C2タンパク質の機能にも注目している。本年度は，副腎髄質クロマフイン細胞の分泌小胞にお

けるシナプトタグミンアイソフォームの局在の違い（CellTissiue. Res. (2011) 344: 41・50）やイノシトールポリ

リン酸による制御機構（Neuropharmacology(2011) 60: 1364・1370），ファゴサイトーシスにおけるシンプトタ

グミンVの僻1］や（Microbiology(2011) 157: 2619・2628），シナプトタグミンXIVの欠損により常染色体劣性

遺伝性脊髄小脳変性症が発症することはm.J. Hum. Genet. (2011) 89: 320・327）を明らかにした。
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Matsuoka H, Harada K, Nakamura J, F叫rudaM, Inoue M (2011) Differential distribution of s戸1aptotagmin-l，・4,-7, and 
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福田光則（教授）

［国際交流I
《国際共同研究》

Dr. Jennifer L. Stow （百ieUniversity of Queensland’S Institute for Molecular Bioscience）：メラノサイトのフイロポデ

ィア形成における R油17の役割（2009年4月－2011年5月）

Dr. Albert Descoteaux (Universite du Quebec）：マクロファージの食作用におけるシナプトタグミン Vの役割

(2006年4月一）

Dr. Shaohui H同時 (U凶versityof Pennsylvania): II型肺胞細胞のlamellarbody形成における Rab38の機能解明

(2009年7月一）

Dr. A凶koVaradi (University of the West of England）：醐蔵0細胞におけるインスリン頼粒の輸送機構に関する研

究（2009年9月 2012年 1月）

Dr. Arnaud Echard （パスツール研究所）： TBCIDIOB-Rab35による細胞分裂制御の機構に関する研究（2011年7

月 2012年2月）

［研究費】

《科研費》

新学術領域研究リソソーム関連オルガネラの細胞内動態とその破綻による疾患発症の分子基盤 46,000千円

研究代表者（継続）

基盤研究の）R油33による小胞輸送制御機構の解明 4,200千円研究代表者（継続）
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《外部研究資金》

奨学寄附金（株式会社コーセー）メラニン頼粒輸送を阻害する薬剤メカニズムに関する研究 1,000千円

【学外活動］

《学外役員》

Cell Structure and Function Associaもeeditor 

International Journal of Medical Engineering and Informatics Editorial Board member 

独立行政法人日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（書面審査）

第34回日本神経科学大会プログラム委員

《学会役員》

日本生化学会評議員

日本細胞生物学会評議員

日本色素細胞学会評議員

［学内委員】

学生支援審議会委員

［特記事項】

《報道》

東北大，肌や髪が黒くなる仕組みの一端解明，日経産業新聞(11面）（2011年 12月 15日）

宮城テレビ・ニュース（2011年 12月 15日）

メラニン色素仕組みを解明，白髪予防に期待，東京新聞（3面）（2012年 1月31日）

分子複合体が白髪促進，東北大チームメラニン色素の動き解明，河北新報（3面）（2012年2月2日）

東北大，メラニン色素の逆行’性輸送メカニズ、ムを解明白髪予防の新たな標的に期待 科学新聞（4面） (2012 

年2月 17日）

伊藤敬（助教）

［研究費］

《科研費》

若手研究但）オートファジーに関与する新たな膜輸送経路の探索 1,700千円研究代表者（新規）

《外部研究資金》

公益財団法人・住友財団・基礎科学研究助成金オートファゴソーム膜の非対称性に関する研究 2,000千円研

究代表者（新規）

石橋弘太郎（D3)

【受賞関係】

生命科学会会長賞（2012年2月28日）

生命科学研究科長賞（2012年3月 19日）

青葉理学振興会・振興会賞（2012年3月27日）
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細胞認動芯答分野

［研究成果の概要】

我々が発見したIKB・5は， Toll-likereceptor (TLR）リガンドやインターロイキン（IL）・1~によって，発現誘導さ

れ，炎症応答における遺伝子発現に必須の転写制御因子として機能する。 IKB・5の発現は， 165ヌクレオチド

からなる IKB・smRNA内のシスエレメントを介した刺激特異的転写後制御によって厳密に制御されている。

今回我々 は， TL町E・1受容体シグナル伝達因子と変異型エストロゲン受容体りER(T2））の融合タンパク質を活

用して， IKB・5の転写後制御における各因子の関与について解析した。 4・ヒドロキシタモキシフェン（OHT)の

添加によって，細胞内で強制発現した各融合タンパク質を活性化したところ， Interleukinreceptor・世 sociated

凶mse(IRAK) 1とIRAK4のER(T2）融合タンパク質は， IKB-sm陪-.IAの 165ヌクレオチドエレメントを含むレ

ポーター遺伝子を特異的に活性化した。 Tumor-necrosisfactor receptor－制ociatedfactor （昧AF)6のER(T2）融合

タンパク質は， OHT添加後， Nuclear白ctor例F）→d3を活性化したものの， IKBくの転写後制御の活性化は認め

られなかったο すなわち， IRAK4/1の活性化は， IKB-sの165ヌクレオチドを介した転写後制御の活性化に十

分であるが，その下流に位置する TRAF6の活性化のみでは，この転写後制御の活性化は誘導されないこと

が明らかになった。興味深いことに，この転写後制御の活性化は T貼 F6欠損細胞では観察されず， TRAF6

はこの活性化に必須で、あることが示された。つまり， TLR/IL-1受容体シグナル伝達経路において， NF・KBの

活性化と Ild3・5の転写後制御は， IRAKlで分岐していることが明らかになり， IRAKlによって活d性化される

未知のシグナル伝達系の存在が示唆された。

【発表論文1
Zhu J, Weinberg R, Wu X, Gowda NM, Muta T, Gowda DC (2011) IKB・~plays 祖国portant role in the ERK-dependent 

dysregulation of malaria parasite GPI-induced E・12 expression. IUBル沼 Life Feb;64(2):187酬 93. doi: 

10.1002/iub.592. Epub 2011Nov30 

Ohba T, Ariga Y, Maruyama主TruongNK, Inoue J, Muta T (2011) Identification of intβrleukin-1 receptoトassociated

kin出 e1 as a critical component that induces post－仕組scriptionalactivation of IKB・（FEESJow旬。l2012 

Jan;279(2):211-22. doi: 10.1111/j.1742・4658.2011.08416.x.Epub 2011Nov30 

牟田達史（教授）

［研究費】

《科研費》

基盤研究(B）恒常十生維持における炎症反応制御とその異常における誘導型転写因子の機能 4,500千円研究

代表者（継続）

新学術領域研究病原体センサー活性化に伴う選択的遺伝子発現誘導機構とその破綻 21,100千円研究代表

者悌陸続）

［学外活動】

《学外役員》

科学技併言動向研究センター専門調査員

《学会役員》

日本生化学会評議員，東北支部評議員

国際エンドトキシン自然免疫学会・自然炎症国際シンポジウム・日本エンドトキシン自然免疫学会・日本生

化学会バイオフロンティアシンポジウム 事務局長

［学内委員】

国際高等研究教育院運営専門委員

学際科学国際高等研究センター運営専門委員，共同研究専門委員
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【特記事項】

丸山貴司助教が，平成23年6月に就任した。
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植物細胞壁機能分野

［研究成果の概要】

植物の成長や形態形成の中心的な役割を担う細胞壁の分子レベルで、の機能解明を目指し，様々な植物種を

研究材料として，ゲノム情報等を利用した包括的な研究を進めている。また本研究において得られた細胞壁

の知見を基に，バイオ燃料の原材料のための植物細胞壁の利用開発や品種改良のための応用研究を進めてい

る。本年度は以下の研究成果を得た。

1）植物体の支持機能には， 2次細胞壁の主成分であるセルロースやリグニンだけで、はなく， l次細胞壁に

含まれるべクチン分子が重要な役割を果たしていることを証明した。植物の支持組織においてセルロースや

りグ、ニンの沈着が正常で、あっても， l次細胞壁におけるP恥Eによるベクチンのメチルエステル化，そしてそ

れに伴うカルシウムブリッジが形成されない場合，植物が自重を支えられなくなることを逆遺伝学的手法で

示し， l次細胞壁の弾力性が植物組織全体の力学的な強度をもたらすことを証明した。

2）コケ植物の一種で、あるヒメツリガネゴケは，種子植物等とは異なる細胞壁構造を持っと考えられている。

ヒメツリガネゴケの細胞壁構造を明らかにするため，細胞壁の構成成分を特異的に認識する約百五十種類の

抗体を用いて組織免疫学的な解析を行った。その結果，ヒメツリガネゴケの細胞壁は，種子植物と共通の多

糖分子を多く利用していることが判明した一方で，独自の分子の構成比や分布パターンを示すことが示唆さ

れた。特に先端成長における細胞伸長の際には，種子植物とは異なり，多量のラムノガラクツロナン Iなど

の分子が細胞壁に多量に蓄積していることを明らかにしたσ コケ植物は独自の細胞壁構造を有するだけでは

なく，各細胞壁構成分子も特有の機能を有する可能性が示された。

3）荷重刺激によって発現制御されている細胞壁関連遺伝子群が，ほとんど荷重のかからない微小重力下で、

どのように制御されているかを解明するため，国際宇宙ステーション（ISS）内で、生育させたシロイヌナズナ植

物体における細胞壁関連遺伝子群の発現角特斤を進めている。 ISS内の植物培養装置内で生育させたシロイヌ

ナズナの町対Aサンフ。ノレを用いて，次世代シークエンサーによる町対Aシークェンスを行い，微小重力下で、生

育した植物体における全遺伝子の発現プロファイルを作成した。また地上で生育させたシロイヌナズナを材

料として同様の解析を行い，両遺伝子発現プロファイルの比較解キ斤を行った。

4）イネの細胞壁を構成する主要なヘミセルロースであるグルクロノアラピノキシランの合成関連遺伝子

の剛Ai形質転換イネを作成して，グルクロノアラピノキシランのイネ植物体への影響を解析した。グルク

ロノアラピノキシラン合成系の幾つかの遺伝子を RNAiのターゲ、ツトとした形質転換体の作成を試みたが，

合成を完全に抑えた形質転換体は作成で、きなかった。しかしながら，部分的にグルクロノアラピノキシラン

合成を抑制できた形質転換体では，野生型と比較して，葉の伸長量が低下することが確認でき，グルクロノ

アラピノキシランが細胞伸長等において重要な役割を果たしていることが示唆される結果となったO

［発表論文1
Arai回 SanohY, Ida M, Zhao R, Yoshinaga S, Takai T, Ishimaru T, Maeda H, Nishitani K, Terashima Y, Gau M, Kato N, 

Matsuoka M, Kondo M (2011) Genotypic Variations in Non-Structural Carbohydrate and Cell-Wall Components of 

the Stem in Rice, Sorghum, and Sugar Cane. Bioscience, Biotechnology, and Biochemis防 75(6):1104-1112 

【著書・総説】

西谷和彦植物の成長（裳華房， 2011年）

西谷和彦遺伝「植物細胞壁は今なぜ注目されているのか」（エヌ・ティー・エス， 2012年） pp.24-27 

横山隆亮・西谷和彦遺伝 「細胞壁の進化」（エヌ・ティー・エス， 2012年） pp.28・33

西谷和彦（教授）

［研究費】

《科研費》
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基盤研究（B）茎形成を統御する細胞壁遺伝子群の転写制御システムの解明 4,800千円研究代表者（継続）

特定領域研究細胞質分裂後の「細胞壁のゆるみ」制御に必須の細胞壁タンパク質の同定と分子機能解明

3 200千円研究代表者（新規）

（伊卜部研究資金》

受託研究 「新農業展開ゲノムプロジェクト」イネ細胞壁多糖類の改変 11,500千円

受託研究作物の細胞壁成分の解明と簡易評価法の開発 5,404千円

受託研究微小重力環境下におけるシロイヌナズナの支持組織形成に関わる遺伝子群の逆遺伝子学的解析

331千円

［学外活動］

《学外役員》

日本学術会議連携会員

《学会役員》

日本植物学会Journalof Plant Research advisory board member，評議員，広報委員会副委員長，理事

横山隆亮（講師）

【研究費】

《科研費》

基盤研究（C)植物の紙織分化における細胞壁構築のための分子輸送メカニズ、ムの解明 1,000千円研究代表

者（継続）

［出前授業・公開講座等］

岩手県生物工学研究所公開セミナー「バイオマス利用のためのイネの細胞壁研究」（2011年6月24日）

宮城県古川高校出前授業（2011年 11月 11日）

［学外活動］

《学会役員》

東北植物学会会計

本郷祥子（M2)

［受賞関係】

平成23年度生命科学会会長賞（2012年2月28日）
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発生ダイナミクス分野

［研究成果の概要］

個体発生において，細胞は分裂・変形・移動を繰り返しながら生物のかたちを作り上げていく。当研究分

野では，主に線虫Caenorhabditiselegansをモデル系として，発生過程において細胞（および細胞集団）の動

態がどのように制御されているかを遺伝子レベルで明らかにすることをめざして研究を進めている。 2011年

度の主な研究成果は以下の通りである。

細胞分裂期になると細胞分裂装置である紡錘体が微小管から形成される。分裂期の微小管は主に中心体か

ら形成されるが，凝縮した染色体の周辺で、も微小管形成活t性が上昇することが知られている。線虫匹におい

ては，トチューブリン依存性微小管に加え， AuroraAキナーゼ、（AIR-1）依存性微小管があることを以前報

告したが （DevCell, 2006），それぞ、れの微小管が紡錘体形成にどのように寄与しているかは不明で、あった。今

回われわれは，染色体依存的に形成される微小管形成にはAIR-1依存性微小管が必須だが， γーチューブリン

依存性微小管は不要で、あることを明らかにした。さらに，中心体成熟（中心体へのトチューブ、リンのリクル

ート）にはAIR-1キナーゼ活性が必要なのに対して，染色体依存的微小管形成にはAIR-1のキナーゼ活性は

不要であることを見いだした。したがって，活性型AIR・1と不活性型AIR-1の双方が紡錘体形成には必要で

あり，そのバランスが時空間的に厳密に制御されることが重要だと推測された（NatCell Biol）。不活性型AIR-1

による微小管形成機構の分子メカニズムについて，さらに研究をすすめている。

γ－チューブリン依存性微小管の形成機構を明らかにするために， γーチューブリン結合タンパク質を網羅

的に同定し，新規タンパク質GTAP-1--3を同定した。 GTAP-1，・2は細胞周期を通じてγ・チュープリンと中

心体において共局在し， γ・チューブ、リンの中心体への局在に寄与していることが示された。以上より，

GTAP-1, -2はトチューブリン複合体の新規構成因子であると推測された。

線虫匹形態形成期の表皮細胞形態変化に影響を及ぼす因子を悶ぜAi匹のライブイメージングによって探索

し複数の候補遺伝子を得た。そのうち，クロマチン制御に関わることが示唆されている Pafl複合体の構成

因子である C同オルソログに着目して機能解析を行ったO Pafl複合体の Ctr9以外の構成因子の RNAi機能

破壊も表皮細胞形態変化の異常を引き起こしたことから， Pafl複合体が細胞形態変化に重要な役割を果たす

ことが強く示唆された。

【発表論文1
Toya M, Terasawa M, Naga匂 K,Iida Y, Sugimoto A (2011) A kinase-independent role for Aurora A in the assembly of 

mitotic spindle microtubules in Caenorhabditis elegans embryos. Nature Cell Biology 13: 708・714

Sumiyoshi E, T：法油ashiS, Obata H, Sugimoto A, Kohara Y (2011）百1ebeta-catenin I-乱1P-2白nctionsdownstream of 

Src in parallel with the Wnt pathway in early embiyogenesis of C.elegans. Developmental Biology 355: 302-312 

Kubota Y, Nagata K, Sugimoto A, Nishiwaki K (2012) Tissue architecture in the Caenorhabditis elegans gonad depends 

on interactions among fibulin”1, type IV collagen and the ADA恥ITSextracellular protease. Genetics 190: 

1379-1388 

［著書・総説］

Sugimoto A (2011) Toward the second s匂geofrecoveiy企om出e3.11 Tohoku Earthquake. Genes Cells 16(7): 745-747 

1国際研究集会］

Toya M, Terasawa M, Sugimoto A: A kinase-independent role of Aurora A in the assembly of mitotic spindle 

microtubules. l 8th International C. elegans Mee白1g・LosAngeles, CA, USA. June 22-26, 2011 

Sumiyoshi E, Tak油ashiS, Obata H, Sugimoto A, Kohara Y: The ~叫enin lTh伊・2functions downstream of Src in 

parallel with the Wnt pa血wayin early embiyogenesis of仁 elegans.18白 International仁 elegansMeeting. Los 

Angeles, CA, USA. June 22-26, 2011 

Yone加 iM, Hanz.awa M, Sugimoto A: Regulation of P granule stability via PGL proteins. 18出InternationalC. elegans 
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Meeting. Los Angeles, CA, USA. June 22・26,2011 

Toya M, Terasawa M, Sugimoto A: A kinase-independent role of Aurora A in the assembly of mitotic spindle 

microtubules. Exploring the Logic of the Cell Cycle. Montpellier, France. September 2・5,2011 

Kubota Y, Nagata K, Sugimoto A, Nishiwaki K: Control of C. elegans gonadogenesis by basement membrane 

components. The 3rd UCL-Tohoku University Symposium. London, UK. September 19, 2011 

Toya M, Terasawa M, Sugimoto A: A kinase-independent role of Aurora A in the assembly of mitotic spindle 

microtubules. Centrosomes & Spindle Pole Bodies. Barcelona, Spain. October 2・6,2011 

杉本亜砂子（搬）

【国際研究集会の主催・運営］

官官 18由InternationalC.elegans Meeting (Organizing Committee) USA. June 22-26, 2011 

1国際交流｝

《国際共同研究》

Dr. Pierre Gonczy (Swiss Federal Institute of Technolog払 SwissInstitute for Experimental Cancer Research, 

Switzerland): Aurora Aキナーゼによる核膜崩壊制御の解析（2010年9月 2012年3月）

［研究費】

《外部研究資金》

最先端・次世代研究開発支援プログラム 匹発生過程における細胞の極性と形態の時空間的制御メカニズム

85,670千円

［出前授業・公開講座等］

学都「仙台・宮城」サイエンスデイ 2011 (2011年 7月 10日）

［学外活動】

《学外役員》

ナショナルバイオリソースプロジェクト・線虫運営委員

科学技術振興機構戦略的想像研究推進事業（さきがけ）「貯~A と生体機能」領域アド‘ノくイザー

科学技術振興機構戦略的想像研究推進事業（さきがけ）「細胞機能の構成的な理解と制御」領域アド、ノくイザ－

Genes to Cells Associate Editor 

Developmental Dynamics Editorial Board 

日本学術会議連携会員

《学会役員》

日本分子生物学会理事，第34回年会（平成23）プログラム委員

日本細胞生物学会第63回年会（平成23）プログラム委員

［学内委員】

女性研究者育成支援推進室室員

男女共同参画委員会委員

久保田幸彦（助教）

［研究費】

《科研費》

挑戦的萌芽研究細胞タイプ特異的問対Aiを用いた個体発生を支える細胞動態調節解析法の確立 1,200千円

研究代表者（新規）

《外部研究資金》

公益信託成茂動物科学振興基金研究助成金線虫匹伸長を制御する細胞骨格リモデリング機構の解明
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600千円

高橋（春田） 奈美（日本学術振興会特別研究員）

［研究費】

《科研費》

特別研究奨励費 Rad51のアクセサリータンパク質群による相同組換え反応の制御メカニズ、ム 200千円

研究代表者（継続）
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器官形成分野

【研究成果の概要】

鳥類前肢の指発生について解析を進め，指の本数の減少の原因となる発生現象をいくつか突き止めた

(Nomuraら，国際研究集会。 1、.fomuraet al吋 inpreparation）。指骨の数と長さの発生メカニズムについて， Tfap2b

の機能解析により新しい知見を得ている（Sekiら，国際研究集会。 Sekiet al「 inpreparation）。中手骨・中足骨

の形態およびゃっ脚部の形態に関わる発生メカニズム（Kamiyamaet al「 DGD,in press）と合わせて，鳥類特

異的な四肢骨格形態に関わる発生メカニズ、ムの進化について議論する論文（Perspective）を執筆した（Sekiet 

al.吋 ZoologicalScienece, in press）。

ヒレから四肢への進化について研究が進み，ヒレに特徴的な AF構造の初期形成メカニズムを明らかにす

る（Yanoet al., Development, in press）とともに，ヒレから四肢への進化を形態学と発生学の観点から議論す

る総説を執筆した（Yanoand Tamura今2012）。ヒレの形態再生に関する研究を開始し，し、くつかの成果につい

て発表した（Yanoら，国際研究集会）。

両生類における四肢再生現象についても研究を進め，横山は四肢再生における Wntシグナリングへの依存

性が幼生と成体で異なることを遺伝子改変カエルを用いることで明らかにした（Yokoyamaet al吋 2011)。また，

両生類とH甫乳類における皮膚倉u傷治癒過程の違いを調べる研究を行い， Prxl四肢エンハンサーが両生類皮膚

再生過程では活性化されるが晴乳類の擁痕形成時には活性化がみられないことを突き止めた（Yokoyamaand 

M制 okaetal「 2012）。噛乳類の皮膚創傷治癒に関する研究を開始し，マウス飼育設備を整備した。

［発表論文｝

Yokoyama H, Maruoka T, Ochi H, Aruga A, Ohgo S, Ogino H, Tamura K (2011) Di能rentrequirement for Wnt/ f3 

-catenin signaling in limb regeneration oflarval and adult Xenop田.p Los ONE 6(7): e2 l 721 

Yokoyama H, Maruoka T, Aruga A, Amano T, Ohgo S, Shiroishi 工TamuraK (2011) Prx-1 expression in Xenopus laevis 

scarless skin-wound healing and its resemblance to epimo中hieregeneration. Journal of /nvestz旨ativeDennatology 

131: 2477-2485 

Noro M, Yuguchi H、SatoT, Tsuihiji工Yonei幽 TamuraS, Yokoyama H, Wakamatsu Y, TamぽaK (2011) Role of Paraxial 

Mesoderm in Limb/Flank Regionalization of the Trunk Lateral Plate. Developmental均:namics240（η：1639-1649 

Yano T, Tamura kρ012）官官 makingof di能rencesbetween fins and limbs.ゐurnalof Anatomy: published online: 12 

March2012 

【著書・総説】

田村宏治（2011）手足の形づくりに見る普遍と多様．季刊生命誌.2011, 71 （冬）

野村直生，関亮平，米井小百合，横山仁，田村宏冶（2011）鳥類の指と恐竜の指は同じもの．細胞工学 30(12):

1301・1305

田村宏治，野村直生（2011）鳥類の指の発生から考える動物形態の多様性進化．遺伝 65(6):7・13

田村宏冶（2011）烏を見て恐竜がわかる！？？指の番号にみる，発生学と古生物学の融合？恐竜博2011 （図録）

140-141 

［国際研究集会］

Tamura K, Higashidate T, Aruga A, Hayashi S, Yokoyama H: Molecular analysis on limb regeneration and wound陀pair

in amphibians and mammals.百1e35th Annual Meeting of the Molecular Biology Society of Japan. Yokohama, 

Japan. December 13、2011

Yano T, Yoshihara H, Tamura K: Shape regeneration: a study on position-dependent abilities of fin regeneration in 

民 brafish.官官 35血AnnualMeeting of the Molecular Biology Society of Japan. Yokohama, Japan. December 13, 

2011 

Yano T, Yoshihara H, Tamura K: Fins-to-Limbs Transition: Apical fold mo中hogenesis加 dmesenchymal cell 
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di白rentiation.Commemorative Symposium for the 27th International Prize for Biology. Kyoto, Japan. December 1, 

2011 

Yano T, Yokoyama H, Tamu阻 止 OrderlyOrganization of Organ Shape du巾 gCaudal Fin Regeneration.官1e1st 

COB-Regeneration Biology Study Group meeting 吐omRegeneration Biology to Regenerative Medicine (I）”． 

Kobe, Japan. November 25, 2011 

Yokoyama H: Limb Regeneration ofXenopus出 aModel for Three-dimensional Appendage/ Organ Regene削 ion.The 

1st COB-Regeneration Biology Study Group meeting ”from Regeneration Biology to Regenerative Medicine (I）”． 

Kobe, Japan. November 25, 2011 

Nomura N, Yokoyama H, Tamura K: Developmental mechanism for determining the number of digits in chicken limbs. 

百1e44thAnn田 lMeet泊gfor the Japanese Society of Developmental Biologists. Ginowan, Japan. May 20, 2011 

Seki R Yokoyama S, Asahara H, Suzuki T, Yokoyama H, Tamura K: Transcription factor Tfap2b functions in digit 

morphogenesis downstream of FGF signals企omAER.百1e44th Annual Meeting for the Japanese Society of 

Developmental Biologists. Ginowan, Japan. May 19, 2011 

Yano T, Abe Ci, Kawakami K, Yokoyama H, Tamura K: Roles of cell-shape change mediated by Wnt signaling in fin 

morphogenesis. The 44社1Annual Meeting for the Japanese Society of Developmental Biologists. Ginowan, Japan. 

恥fay19, 2011 

Yokoyama H, Maruoka T, Ochi H, Aruga A, Amano T, Shiroishi 工OginoH, TamぽaK: Scarless wound healing of 

Xenopus laevis -as a prerequisite for epimorphic regeneration-. The 44仕1Annual Meeting for the Japanese Society 

of Developmental Biologists. Ginowan, Japan. May 19, 2011 

田村宏治（教授）

［研究費】

《科研費》

最先端・次世代研究開発支援プログラム 形態再生幹細目鵠IJ出のための分子基盤 73320千円研究代表者（継

続）

［非常勤講師等】

広島大学生物科学特別講義（集中講義）「生物の多様性と進化」（2012年 l月5日 6日）

自治医科大学 医科生物学（集中講義）「生物の多様性と進化」（2011年 10月28日）

鳥取大学医学部生命科学科特別講義（集中講義） (2011年 10月 13日）

埼玉大学理学部生体情報学特別講義（集中講義） (2011年9月 13日 15日）

鹿児島大学理学部先端科学講演 「恐竜の前肢の指と鳥類の翼の指は同じもの一発生研究から進化を考

える一」（2011年6月23日）

【出前授業・公開講座等】

東北大学理学部開講 100周年記念公開シンポジウム「魚のヒレー恐竜の足一トリの翼，みんな同じもの」（2012

年3月 15日）

日本生物学オリンヒ。ックフォーラム IN仙台「手足の発生と再生の研究：宮城から世界へ」（2011年 12月

10日）

2011年度B悶-I(JT生命誌研究館）公開セミナ） 講演「手足の形づくりに見る普遍と多様」討論会「新た

なモデル生物の開拓者たち」（2011年 12月3日）

学都「仙台・宮城」サイエンスデイ 2011 「動物も植物も，細胞と分子でできている？「生きている」を観て

みよう！」（2011年7月 10日）

東北大学大学院生命科学研究科市民公開シンポジウム“生命の形をみちびく道しるべ”「恐竜の前足の指と

鳥類の翼の指は同じもの一150年続く指論争に終止符を打つ発生研究」（2011年6月4日）
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［学外活動】

《学会役員》

日本発生生物学会幹事長，運営委員

Development, Grow白＆Di宜erentiationEditorial Board 

Developmental Dynamics Editorial Board 

BMC Developmental Bilogy Associa臼Editor

International Journal ofEvolutiomuy Biology Editorial Board 

I学内委員】

女性研究者育成支援推進室室員

研究推進審議会委員

遺伝子実験センター運営委員会委員

［特記事項】

《報道》

「始祖烏は「鳥J説あやしく？」 日本経済新聞（2011年9月 11日）

「恐竜との共通項を探究」 朝日新聞（2011年5月23日）

横山仁（助教）

｛研究費］

《科研費》

新学術領域研究脊椎動物の器官再生能を規定する普遍原理の解明 15,500千円研究代表者（継続）

《その他の研究資金》

平成23年度（第44回）倉田奨励金傷あとを残さない皮膚の完全再生に関する研究 ・両生類から日甫乳類～

1,100千円

矢野十織（日本学術振興会特別研究員， D3)

［研究費］

《科研費》

特別研究員奨励費ゼブラフィッシュ胸鰭上皮形成の発生・進化メカニズム 700千円

《その他の研究資金》

東北大学国際高等研究教育院博士研究教育院生研究費 ゼブラフィッシュ胸鰭上皮形成の発生・進化メカニ

ズム 720千円

関亮平（日本学術振興会特別研究員， DI)

｛研究費］

《科研費》

特別研究員奨励費形態の種間差を創出する多様化機構の解明：四足動物の指形態形成機構をモデ、ルとして

700千円

野村直生（Dl)

［研究費］

《その他の研究資金》

東北大学国際高等研究教育院博士研究教育院生研究費 恐竜から鳥類への前肢の形態進化メカニズ、ム

1,350千円

巳リ



脳機能遺伝分野

［研究成果の概要】

キイロショウジョウパエにおいて雄の性行動のマスターレギュレータとされる fruitless遺伝子は，脳神経

系の一部のニューロン群に性差を作り出す。特に，脳前面中央の触角葉の直上に位置する細胞群， mAL

(medially located, just above the antennal lobe）のニューロンは，次の3点で顕著な性差を示す。 i）クラスターを構

成する細胞数が雌では5個で雄では30個， ii）細胞体と同側を食道下神経節に下行する神経突起を雄は有する

が雌にはない，iii）食道下神経節に伸びる反対側神経突起の先端が雌ではY宇状，雄では馬のしっぽ状。j初itless

が欠損すると，雄の mALニューロンは上記の 3点すべてについて完全に雌化する。これらの性差を示す特

徴がどのような機構で作り出されるのか， j均itlessの寄与を中心に解析した。斤uitlessと相互作用を示す因子

群を特定するために，まず複眼原基に正常型斤uitlessトランスジーンを過剰発現させ，それによって生ずる

粗眼形質を抑圧する変異をスクリーニングFしたところ， h聞 chback(hb）が得られたO hbの発現を mALニュー

ロンでノックダウンすると，雄の反対側突起先端がY宇を呈するように変化し，雌化の兆候を示した。一方，

mALを構成する細胞数や同側突起の形成は正常な雄の状態と変わらなかった。このことから，上記の3つの

性差はいずれも斤uitlessによって制御される反面，それぞれ独立の機構を介して作り出されることが分かつ

た。

［発表論文I
Bousquet F, Nojima T, Houot B, Chauvel I, Chaudy S, Dupas S, Yamamoto D, Ferveur JF. (2012) Expression of a 

desa制rasegene, desatl, in neural and nonneural tissues separately affects perception and emission of sex 

pheromones in Drosophila. Proc Natl Acad Sci US A. 109:249-254. 

Goto J, Mikawa Y, Koganezawa M, Ito H, Yamamoto D (2011) Sexually dimorphic shaping of intemeuron dendrites 

involves the Hunchback transcription factor. The Journal of Neuroscience 3 I: 5454・5459

Watanabe K, Toba G, Koganezawa M, Yamamoto D.ο011) Gr39a, a highly diversified g凶 t蜘 ryreceptor inか・osophila,

has a role in sexual behavior. Behavior Genetics 41 :746”753. 

［国際研究集会l
T北ayanagiS, Lukacsovich T, Ote M, Toba G and Yamamoto D.百1edetermination of the genomic sequence that defines 

species di民rencesin a斤u・dependentmale叩 ecificmuscle. 22nd European Drosophila Research Conference. 

Calouste Gulbenkian Foundation headquarters, Portugal. Septβmber21・25,2011 

Kohatsu S and Yamamoto D. Identification of male-specific intemeurons that are activated by a couれship-trigge巾1g

stimul出 inDrosophila. 22nd European Drosophila Research Conference. Calouste Gulbenkian Foundation 

headquarters, Portugal. September 21-25, 2011 

Nojima T, Bo山中etF, Houot B, Yi創namotoD and Ferveur J-F. desatl plays an essential role in the discrimination of 

courtship targets. 2011 Neur iology of Drosophila meeting. Cold Spring Harbor Laboratory, New York, USA. 

October 3・7,2011 

S北町aiA,Kog加 ezawaM 佃 dYamamoto D. Subsets of brain neurons required for白llyacqui巾1gse氾凶 receptivityin 

females出 determinedby behavioral恥1ARCMfor spinster gene functions. 2011 Neurobiology of Drosophila 

meeting. Cold Spring Harbor Laboratory, New York, USA. October 3・7,2011 

Sato K, Toba G, Ito H, Koganezawa M and Yamamoto D. longitudinals lacking cooper蹴 wi出向i伽 sin generating 

se氾副differencesin neuronal structures and behavior. 53rd Drosophila Annual Con食rence.Sheraton Chicago Hotel 

& Towers. Chicago, USA. March 7-11, 2012 

Koganezawa M：刊eneural circui町 con凶bu白1gto male courtship behavior of Drosophila. ICCPB2011. Nagoya, Japan. 

June 1・5,2011 
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山元大輔（教授）

［研究費】

《科研費》

基盤研究（S）種特異的性行動を規定する h 遺伝子と白神経団路の解明 44,200千円 研究代表者（新規）

《その他の外部資金》

JST戦略的国際科学技術協力推進事業 （日仏）フェロモン交信の適応的変化ならびにその分子細胞基盤

5,500千円研究代表者 L継続）

［学外活動】

《学外役員》

日本学術振興会科研費審査専門委員委員

アメリカ合衆国NSFグラント審査委員委員

第34回日本神経科学大会プログラム委員長

Journal ofNeurogenetics (Informa, UK）副編集長

Archives of Insect Biochemistry and Physiology (Wiley-Liss, USA）編集委員

［学内委員】

副研究科長

教育研究評議員

男女共同参画委員長（研究科）

GCOEゲノム行動神経科学グ、ループリータ－

GCOE国際連携委員長

小金津雅之（准樹受）

［研究費］

《科研費》

若手研究（B）時計ニューロンは行動発現ON/OFFのタイムキーパーとなるか？ 800千円研究代表者（市断売）

新学件市頁域研究ショウジョウノくエ求愛行動をモデルとした行動進化の神経基盤の解明 2,700千円研究代表

者（新規）

［学外活動】

《学会役員》

日本味と匂学会評議員

日本動物学会評議員

第34回日本神経科学大会プログラム委員

日本比較生理生化学会評議員

鳥羽岳太（助教）

［研究費】

《科研費》

基盤研究（C)キイロショウジョウバエの求愛行動の基盤となる機能的神経回路網の同定 1,200千円研究代

表者（新規）
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脳機能解析分野

［研究成果の概要】

局所回路の状態遷移を光遺伝学的手法により研究するために，選択的に遺伝子を導入する新たな方法を開

発した。すなわち，抗体提示型ウイルスベクターを用いた細胞種特異的遺伝子導入法である。この方法では

バクテリア由来のフ。ロテインAのIgG結合ドメインをエンベロープタンパク質に組み込んだ、ZZ-sindbisウイ

ルスをもちいることにより，形質膜タンパク質の細胞ガイドメインを標的とする抗体に依存する遺伝子導入

が認められることを報告したほonnoet al「 2011）。 W-TC眼 2V4ラットでは中枢および末梢のさまざまなニユ

ーロンがチャネルロドプシンン 2(Cほ2）を発現しており光刺激できることを明らかにした。たとえば，脊髄

後根神経節においては，機械刺激に応答する大型の DRGニューロン選択的に Cほ2が発現しているが，傷

害刺激に関与する小型の DRGニューロンには発現していなかった。また，メルケル小体，マイスナー小体

などの末梢機械受容器にも ChR2が発現しており，皮膚の光刺激が機械受容感覚を誘発することを報告した

(Ji et al刊 2012）。急十朗自スライス，スライス培養などのinvitroシステムにおいて，複数の任意の関心領域に対

して独立した時空間パターンで，並列的に光刺激するシステムの開発および評価を実施した。 DLP⑧方式のイ

メージフ。ロジェクターを顕微鏡落射管に装着した装置とこれを制御するソフトウェア（多点並列光刺激シス

テム， MiLSS）を開発した。 W-TChR2V4ラットの急J性スライスを用いた評価実験において，高い空間およ

び時間解像度で，並列的に光刺激実験ができることを報告した（Sakaiet al., 2012）。光照射によって制御，駆動

することができるワイヤレスアクチュエータへの応用を目指して，光受容イオンチャネルで、ある Cほ2遺伝

子を筋芽細胞に導入・発現させ，マイオチューブに成熟させた。成熟したマイオチューブには筋収縮の最小

単位であるサルコメア構造が観察された。また，青色LEDの1・5Hzのパルス照射ノ£ターンに同期した単収

縮またはテタヌス収縮が認められた。従来法の電気パルス刺激による応答と比較すると，収縮パタ）ン，収

縮量ともに差異が認められなかったO このように光刺激によって筋収縮活動を直接的に制御可能な光感受性

マイオチューブを作製することができ，マイクロデバイスの動力駆動源として応用できることを示した

(Asano eta！「2011）。

［発表論文I
Konno A, Ho吋o工UchidaA, Ishiwka T, Yawo H (2011) Evaluation of a Sindbis virus vector displaying an 

immunog¥obulin-binding domain: antibody-dependent infection of neurons in living mice. Neuroscience Resear℃h 

71(4): 328・334

Asano T, lshi却 kaT, Yawo H (2012) Optically controlled contraction of photosensitive skeletal muscle cells. 

Biotechnology and Bioengineering 109(1 ): 199-204 

Ji ZG, Ito S, Ho吋ohT, Ohta H, Ishiwka T, Fukazawa Y, Yawo H (2012) Light-evoked somatosensory perception of 

transgenic rats which expr1出schannelrhodopsin-2 in dorsal root ganglion cells. PLoS ONE 7(3): e32699 

Sakai S, Ueno K, Ishizuka T, Yawo H (2012) Parallel and patterned optogenetic manipulation of neurons in the brain 

slice using a DMD-based projector. Neuroscience Research doi: 10.1016/j.net官邸.2012.03.009

［著書・総説】

八尾寛 ρ011）ホーノレセル記録法．最新ノ《ッチクランプ実験技術法（岡田泰伸編） 33・49

八尾寛最新パッチクランプ実験技術法（岡田泰伸編）（吉岡書店， 2011年）

Yawo H (2012) Whole-Cell Patch Method. Patch-Clamp Techniques: From Begin凶ngto Advanced Protocols (Spt泊ger

Protocols Handbooks) (Ed. Yasunobu Okada) 43・69

［国際研究集会I
Abe Y, Sekino M, Fukazawa Y, Yawo H, Ohsaki H, Hisatsune T: Functional analysis of the hippocampus using 

Optoー酌1RI.The 3吋 InternationalConference on Co伊itiveNeurodynamics. Sapporo, Japan. June 9・13,201 I 

Umeda K, Shoji W, Sakai S, Ishiwka T, Yawo H: Optogenetic stimulation of tr加 sgeniczebrafish expressing an 
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optimized channelrhodopsin va汁ant.8th IBRO World Congress ofNeuroscience. Florence, Italy. July 14・18,2011 

Egawa R, Hososhima S, Ishizuka 工NakamuraH, Yawo H: Development of the calyx-type s戸iapsesin the embryonic 

chick ciliarγganglion -a brainbow study. 8th IBRO World Congr℃ss ofNeuroscience. Florence, Italy. July 14・18,

2011 

Yokose J, Ishizuka工YawoH: Simultaneous monitoring the caspase-activity under optogenetic actuation: a versatile 

probe for the study of activity-dependent neurogenesis. 8出IBROWorld Congress ofNeuroscience. Florence, Italy. 

July 14・18,2011 

S誌aiS, Ueno K, Honjoh T, Ishizuka工YawoH: Patterned optical activation of channelrhodopsin-expressing neurons 

and neural circuits: Multi-independent light stimulation system (MiLSS). 8曲 目ROWorld Congress of 

Neuroscience. Florence, Italy. July 14・18,2011 

Tanimoto S, Wang H今 SugiyamaY, Ishizuka工YawoH：百貨 moleculardeterminants involved in ion flux regula甘onof 

channelrhodopsins. 8th IBRO World Congress ofNeuroscience. Florence, Italy. July 14-18, 2011 

Honjoh T, Ishizuka工YawoH: Optogenetic enhancement of synaptic network of rat hippocampus in vivo. 8th IBRO 

World Congress ofNeuroscience. Florence句Italy.July 14・18,2011 

Egawa R, Hososhima S, Ishizuka工NakamuraH, Yawo H: Synaptogenesis in the embryonic chick ciliary ganglion -a 

brainbow study. OIST International Workshop“Molecular & structural organization of presynaptic白nctionand 

plasticiザ＇.Okinawa, Jap加.September 7-9, 2011 

Shimizu M, Yawata S、MiyamotoK, Miyasaka K, Asano T, Yoshinobu T, Yawo H今 OguraT, lshiguro A: Toward 

Biorobotic Systems with Muscle Cell Actuators. The 5th International Symposium on Adaptive Motion in Animals 

and Machines (AMAM201 l). Hyogo, Japan. October 12, 2011 

Hososhima R, Hou X司NakamuraH司 IshizukaT, Yawo H: Distribution of the actin-binding protein, coactosin in the chick 

ciliary ganglion during embryonic synaptogenesis. 3rd UCL-Tohoku symposium. London, Great Britain. October 

19,2011 

Ito S, Ishizuka工YawoH: Ectopic projection of hippocampal synapses in pilocarpine-treated mice expressing 

synaptopHluorin. NIPS International Workshop 2011 Cutting Edge in S戸iapseResearch. Okazaki, Japan. 

December 8-9, 2011 

八尾寛（教授）

［研究費】

《科研費》

新学林市頁域研究樹状突起における情報処理ダイナミクスの解明 2,700千円研究代表者（新規）

挑戦的萌芽研究機能的ブレインボウ法による発達期シナプス形成選択メカニズムの解明 1,900千円研究

代表者（新規）

《外部研究資金》

戦略的創造研究推進事業中枢神経系局所回路の状態遷移としての動的情報変換の解明 8,000千円

保健医療分野における基礎研究推進事業遺伝子導入による視覚再建研究 3,000千円

受託研究費（研究シーズ、探索フ。ログラム）光を用いた双方向的高次脳機能解析システムの開発および評価

4,500千円

［特許関係】

特許出願虫明元，八尾寛，小山内実，鈴木太郎マイクロイメージングフ。ローブとその製造方法

PCT/JP2011/56301 (2011年3月）

特許出願大沢伸一郎，岩崎真樹，虫明元，八尾寛，富永悌二，古津義人ラット脳内光誘発

けいれんモデル特願201ト198126 (2011年9月）
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［非常勤講師等］

東京工業大学大学院生命理工学研究科生体システム専攻生体システム特別講義（2011年 11年4-9日）

【出前授業・公開講座等】

第l回オプトジェネティクス講習会（若手研究者のためのオプトジェネティクス入門 2011年9月23 25日）

［学外活動I
《学会役員》

日本生理学会評議員，将来計画委員，学術研究委員会科研費作業部会，常任幹事，監事， JPS編集委員

海馬と脳機能学会常任幹事

［学内委員】

未来医工学治療開発センター運営委員会

遺伝子組み換え実験安全専門委員会委員長

キャリア支援専門委員会

遺伝子実験センター運営委員会

［特記事項】

《報道》

皮膚で光を感知，東北大グ、ループ。がマウス使い発見応用期待，河北新報（朝刊） (2012年3月9日）

手足の皮膚で光を感知，朝日新聞（朝刊，科学欄） (2012年 3月15日）

皮膚で光感じるネズミ 触覚の仕組み解明に活用，朝日新聞（朝刊，科学欄） (2012年3月 21日）

石塚徹（講師）

［研究費】

《科研費》

基盤研究（C）海馬スライス培養を用いた生後ニューロン新生過程の系譜解析 800千円研究代表者（継続）

《外部研究資金》

戦略的創造研究推進事業 C出 2とHRの高効率化と利用 3,000千円

温話（D3)

［受賞関係】

東北大学藤野先生記念奨励賞（2011年 10月 31日）
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脳情報処理分野

［研究成果の概要1
I）単離脳を用いた嘆覚系の研究： 18チャネルのタングステン電極を前梨状皮質に刺入し、ニオイ刺激に

よって誘発されるマルチユニット活動を記録した。ニオイ刺激には酪酸エチルとパニリンとを用いた。これ

ら2物質の濃度を様々に変化させ、前梨状皮質ニューロンにおいてニオイの質と強度の要素がどのように発

火活動に影響を与えるのかを調べた。その結果、特定の濃度域において2種のニオイ物質に対して有意に異

なる応答を示したニューロンが見いだされた。これら特定のニオイ物質濃度で酪酸エチルとパニリンを弁別

する前梨状皮質ニューロンは、動物が広い範囲の濃度に対して弁別能を発揮することに貢献する可能性があ

る。

2）ウイルスベクターを用いた神経団路の構造・機能解析法の開発：特定のニューロンの構造（解剖学的な

結合関係）、及びその機能（神経活動）を同時に観察するため、カルシウムイオンセンサー（GC品1P3）を発

現する改変狂犬病ウイルスベクターを作製した。本手法の評価実験として、作製したウイルスベクターをラ

ット海馬CAI領域に微少注入し、 CAIに投射を送る内側嘆内皮質において光学的計測を試みた。その結果、

ウイルスベクターに感染した複数の内側嘆内皮質のニューロンの活動を GC品1P3の光シグ、ナル変化として

捉えることに成功した。今後、この手法を発展させていくことで、脳神経回路のより詳細な研究が進むこと

が期待される。

3）リスクを伴う意志決定に関わる神経基盤の解明：リスクを冒すか回避するかがどのような脳機能によっ

て決定されているか調べるため、島皮質前部および前頭眼富野の神経活動の不活性化がギャンブノレ課題にお

けるラットのリスク選好性に与える影響を測定した。その結果島皮質前部の不活性化がリスク選好性を減少

させる一方、前頭眼富野の不活性化はリスク選好性を増加させることが分かったO この二つの脳領域の活動

のバランスがリスクを伴う状況下における意思決定において非常に重要な役割を果たすと考えられる。

4）経頭蓋磁気刺激（TMS）による機能抑制実験：経頭蓋磁気刺激は、磁気刺激によって非侵襲的に脳に電

気刺激を与える方法である。最近、臨床利用が始まったところであるが、非侵襲的に脳機能を阻害・促進す

るものとして、研究1幾材としても注目されつつあるO そこで、サルを対象として以下の実験を行ったO 課題

遂行中のサルの前頭連合野に TMSによって反復刺激を与えてその機能を阻害した後、空間的短期記憶をテ

ストするための遅延反応課題を行わせた。その結果、刺激と反対側の空間に関する短期記憶が顕著に低下す

るとともに、刺激と反対側の手をつかった到達運動に若干の影響が見られた。これらの結果は、これまでに

破壊実験や神経活動抑制剤の脳への微量注入によって得られた結果と一致するもので、あったので、 TMSが有

効な脳機能阻害法であることが確認された。

5）プラスミド注入による神経細胞標識法の開発：行動神経科学において、活動を記録したニューロンを長

期間持続可能な方法で標識し、組織学的解析を可能とすることは長年の懸案で、あった。これを実現するため、

行動中に活動を記録したニューロンに対して、蛍光タンパク質をコードしたプラスミドを注入して標識する

方法を確立した。今後は、この方法を用いて、ニューロンの活動と、ニューロンの形態、および、他のニュ

ーロンとの結合関係を、対応付けて調べることが可能になる。これにより、局所および領域間神経団路の構

成と働きの解析が著しく進展することが期待される。

［発表論文】

Aizawa Y, Morishita J, Kano M, Mori T, Izumi S, Tsutsui K, Iijima T, Kanazawa M, Fu知doS. (2011) E能 ctof 

repe出vetranscranial m相官ticstimulation on rec凶向nctionand emotion in humans. Jow-nal ofGasll。enterology
46(9):1071・80.

【著書・総説】

大原慎也飯島敏夫（2012）分子プローブを用いた神経活動の光計測法．完験医学増干IJ,30 (2): 175・180
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飯島敏夫（耕受）

【研究資金】

《その他の研究資金》

脳科学研究戦略推進プログラム超NIRS解像度脳シグ、ナルを用いた次世代BMIの開発3,149千円 研究代

表者（継続）

独立行政法人理化学研究所 BrainMachine Interfaceのニューロインフォマティクスプラットフォームの開

発 1,137千円研究代表者（紙続）

筒井健一郎（准教授）

【研究費】

《科研費》

若手研究（s) カテゴリ形成と推論的思考の脳内機序の研究 14700千円研究代表者（継続）

［学外活動］

《学外役員》

ナショナルバイオリソース供給検討委員会委員

包括型脳科学研究推進支援ネットワーク広報委員会委員

［学内委員】

動物実験専門委員会委員

動物実験センター運営委員
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脳構築分野

【研究成果の概要】

ニワトリ匹でエレクトロポレーションで導入した遺伝子をトランスポゾンを利用してゲノムに組み込む方

法が開発されたが，この方法により，視神経をラベルすして視蓋への投射を見直したところ，視神経の中に

は最初から視蓋深層を走るF線維の一群があることを発見し， J.Comp Neurolに発表した。

イムノグロプリンスーパーファミリーに属し，細胞接着分子として働く PRTG分子が，機能的に細胞質ド

メイン(ICD）が切り離され，核内に局在することを示した。 ICKには核移行シグ、ナルが存在する。核に移行し

たPRTG-ICDは神経分化，細胞接着に関わっていると思われる。

通常Fgf8はその受容体に結合し， Ras-ERK経路， PBなどを活性化し，細胞分裂，分化に関係していると

考えられているが，抗 Fgf8抗体を用いた免疫系邸哉科学的研究により， Fgf8も核に移行することを示した。

核に移行した Fgf8はSprouty2の発現に関わっているような結果も得られた。

［発表論文1
Omi M『HaradaH, Nakamura H (2011) Identification of retinotectal projection pathway in the deep町凶laminaein the 

chick. The Journal ofCompar，正1tiveNeurology doi: 10.1002/cne.22642 

Kawasaki-Nishihara A, Nishihara D, Nakamura H, Yamamoto H. (2011) ET3/Ednrb2 Signaling Is Critically Involved in 

RegulぽingMelanophore Migration in Xenopus. Developmental均干1amics240: 1454-1466, doi: 10.1002/dvdy. 

22649 

Watanabe Y, Nakamura H (2012) Nuclear仕組slocationof intracellular domain of PRTG by proteolytic cleavage. 

Development, Growth Differentiation 54, 167-176. doi: 10.1111/j.1440・169X.2011.01315.x.

［著書・総説］

仲村春和，勝部憲一 キメラ・クローン・遺伝子 生命の発生・進化をめぐる研究の歴史 （西村書店， 2012

年）監訳

［国際研究集会発表］

Suzuki A, Harada H, Nakamura H: Possibility of FGF8 as a nuclear factor. Third UCL-Tohoku University Joint 

Symposium. From Cell/Developmental Biology to Human Deseases. London, Great Britain, October 19, 2011 

Watanabe Y, Nakamura H: Visualization of tangential cell migrョtionin the developing chick optic tectum. 6th 

International Chick Meeting, Edingburgh、GreatBritain, September 17-20, 2011 

仲村春和（教授）

［国際研究集会の主催・運営l
Third UCL-Tohoku University Joint Symposium From Cell/Developmental Biology to Human Diseases （オーガナイザ

一） London, Great Britain. October 19, 2011 

［出前授業・公開講座等］

日本発生生物学会市民公開講座生命発生の神秘と再生科学の未来「私たちの脳はし、かにして作られ，機能

するようになるか？」（2011年 5月21日）

宮城県高等学校理科研究会仙塩支部生物部会 出前講義（2011年9月28日）

［学外活動］

《学外役員》

Grant Review Committee Referee 

脳科学融合研究センターアドバイザリーボードメンバー

Avian Model Systems 7th International Chick Meeting札織委員長

《学会役員》
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Development, Growth Differentiation編集長

日本神経科学学会第34会日本神経科学学会大会実行委員， TraveAward選考委員長

［学内委員】

図書館商議会委員

学術’情報整備検討委員会

｛特記事項】

《報道》

市民公開講座に寄せて脳発生研究の進化，沖縄タイムス（2011年5月20日）
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発生生物学分野

［研究成果の概要1
I）ウニ幼生の遊泳運動にγーアミノ酪酸（GABA）が関わっていることを関連遺伝子構造と発現の解析，

免疫組織化学，バイオアッセイ等で解明した。 GABA神経系発生において， GABA生成遺伝子のグルタミン

酸脱炭酸酵素（GAD）を発現する細胞が幼生繊毛帯で線条配列をしており，同じ場所にネトリンが線条に発現

していることを発見した。また，後期幼生の肩章型繊毛帯は2'71J上皮構造を取っているが，これが局部的な

繊毛体細胞の増殖を伴っていることを明らかにした。（加藤）

2）ウニ幼生のセロトニン神経軸索伸長に必要なネトリン受容体の Unc・5がセロトニン細胞内で発現して

いることをGFP-Unc5貯仙の顕微注入とその発現解析で宵平明した。（加藤）

3）マナマコ卵成熟促進ペプチドを持つ神経系は受精 2日のオーリクラリア幼生から繊毛帯に沿って発現

し， ドリオラリア幼生期には体表全面に斑点状に分布する。ベンタクチュラ幼生から稚ナマコの聞に管足先

端に集中する。また，稚ナマコの体表の沈先端にも集積することを解明した。（加藤）

4）マナマコ卵成実刻足進ペプチド特異抗体をイムノクロマトキットに組み込み，成体卵巣断片から同ペプチ

ドを含むホルモンを数分で検出できるようにした。このキットで，先に述べた成体の庇からも同ホルモンを

検出し，稚ナマコでの観察を裏付けた。（加藤）

5) Ci回 tesynthaseによるイトマキヒトデ成熟卵の卵内 ca2ふ上昇の誘起晴乳類受精時には，精子により

卵内へ持ち込まれる phospholipaseC伊LC)が，卵を活性化する精子因子と考えられている。卵内では，この

PLCによりイノシトールトリス三リン酸（lP3）が産生され，卵内 Ca2＋上昇を伴う卵の活性化が起こる。卵

活性化時に，精子により卵内 Ca2＋上昇が起こることは普遍的な現象であるが 他の動物群では精子因子は

明らかでない。近年，両性類，イモリにおいて， Ci附 ates戸出ase(CS）が受精時の卵内 Ca2＋上昇に関与して

いることが報告された。 csは細胞内で， acetylCoA(ACA）と oxaloacetateから ci凶 teの合成を触媒するが，

逆の経路も起こる。 csおよび ACAを，それぞれイトマキヒトデ成熟卵に注射することにより，卵内 Ca2+

上昇を誘起した。 csの阻害剤である palmitoilCoAを注射した卵では，濃度依存的に受精が阻害された。

csは精子に存在することから， csはイトマキヒトデ精子因子と密接に関連する可能性を示した。

6）イトマキヒトデ表層成熟卵への精子侵入時の Ca2＋上昇に， IP3依存性 Ca2＋遊再搬構は機能しない受

精時に起こる卵内 Ca2＋上昇には， IP3依存性卵内 Ca2十遊離機構が主要な役割を果たすと考えられている。

受精発生能をもたないイトマキヒトデ未成熟卵は，卵成熟の進行に伴ってこの機能が発達することを，従来

の研究で明らかにしている。イトマキヒトデ未成熟卵を関値以下のヒトデ卵成熟誘起ホルモン（1ーメチルア

デニン）で処理すると，卵表層の成熟のみが進行する表層成熟卵（CM!1~）が得られる。 CM 卵は，民依存

性 ca2＋遊高齢幾構は未発達であるが，精子により，成熟卵と同様の Ca2＋上昇を伴った受精膜形成が起こった。

卵内における Ca2＋波の伝播及び受精目斯ラ成は lP3依存性 Ca2＋遊南醐構が関与しなくてもよいこと，卵の活

性化には IP3依存性 Ca2＋上昇機構の発達が重要な役割を果たすことを明らかにした。（経塚）

［発表論文］

Ahmed OH, Kataow T, Katow H (2011) Spatiotemporal expression pa抗emof gonad-stimulating substance司 likepeptide 

of the sea cucumber, Apostichopus japonicus. Development, Growth & Differentiation 53: 639・652

［著書・総説］

加藤秀生（2012）第4章発生・再生 「ナマコ学一生物・養殖・文化」高橋明義・奥村誠一共編成

山堂書店（東京） 71-93 

［国際研究集会1
Minokawa T: Evolution of the micromeres in echinoids. Commemorative Symposium for the 27th International Prize for 

Biology ”Genetic Regulation of Development”.Kyo臥 Jap釦.November 30・December1, 2011 
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加藤秀生（初受）

【研究費】

《その他の研究資金》

寄附金マナマコ増養殖技術に伴う繁殖期特定技術のための研究事業 960千円

［学外活動】

《学会役員》

Egyptian Journal of Aquatic Research International Editor 

《学外役員》

青森県営水族館指定管理者審査委員長

青森県水産振興会水産賞審査委員

青森県日本海地域議会協議員

［学内委員］

環境・安全委員会安全管理専門委員

［出前授業・公開講座等】

未来の科学者養成講座発展コース 3「動物の誕生受精から形作りまで」（2011年 12月）

［特記事項］

《報道》

子供をつくる幼生一陸奥湾の不思議たち：第4部3回 東奥日報（2011年4月21日）

親子の幹？ 陸奥湾の不思議たち：第5部 l回，東奥日報（2011年 5月 13日）

ウニの感覚系一陸奥湾の不思議たち：第5部2回，東奥日報（2011年 5月 14日）

ウニ，ナマコの神経系 陸奥湾の不思議たち：第5部4回，東奥日報（2011年 5月 17日）

経塚啓一郎（准樹受）

［国際交流］

《国際共同研究》

Cell Signaling laboratory, Stazione Zoologica’Anton Dohrn＇：イトマキヒトデ卵成熟再開時の卵内 ca2-C上昇に関

与する卵表層のアクチン細胞骨格系の機能について（2007年9月一）

［出前授業・公開講座等】

浅虫中学校 l年生（2011年 5月 10日）

浅虫中学校2年生（2011年 5月 11日）

浅虫中学校3年生（2011年 5月 12日）

青森県立八戸北高等学校「SSP海の生物学講座」 A班（2011年7月4日－ 5日）

青森県立八戸北高等学校「SSP海の生物学講座」 B班（2011年7月 5日 6日）

黒石市夏季野外科学教室（2011年7月9日）

秋田県立大館鳳鳴高等学校「SSH生物海浜研修」（2011年 7月 16日 17日）

青森県青森高等学校「SPP臨海実習（2011年 7月 31日－8月 l日）

秋田県立横手清陵学院高校高等学校大学模擬授業（2011年9月2日）

八戸聖ウルスラ学院高校における教育力向上プロジェクト A (2011年9月7日）

八戸聖ウルスラ学院高校における教育力向上フ。ロジェクト B (2011年9月7日）

八戸聖ウルスラ学院高校における教育力向上フOロジェクト c(2011年 9月7日）

八戸聖ウルスラ学院高校における教育力向上フOロジェクト D (2011年9月7日）

八戸西高校における教育力向上フOロジェクト A (2011年9月 16日）

八戸西高校における教育力向上フ。ロジェクト B (2011年9月 16日）
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東北大学理学部「科学者の卵J第一期発展コース（2011年 10月8日一10日）

弘前中央高校「海産動物の受精機構J(2011年 10月 13日）

【研究費｝

《その他研究資金》

むつ小.Jil原地域・産業振興プロジェクト支援助成高率な良質マナマコ幼生作成のための卵成熟及び受精技

術の研究及びそれに基づく生産技術の普及のためのマニュアルの作成 1,000千円 研究代表者

美濃川拓哉（准教授）

［研究費】

《科研費》

基盤研究（C)発生一融行遺伝子ネットワーク改編の機構 1,170千円研究代表者俗陸続）
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海洋生態行動学分野

［研究成果の概要】

1）オキナワハクセンシオマネキとミナミコメツキガニは砂質干潟の小潮満潮線下の底質に巣穴を形成し，

それぞれが密な集団を作る。オキナワハクセンシオマネキはミナミコメツキガニを捕食する。夜間，ミナミ

コメツキガニが昼行性のオキナワハクセンシオマネキの生息域を避けて巣穴形成するメカニズムを解明した。

ミナミコメツキガニは底質表面の硬度を目安に潜り込む場所を選んでいることを示すデータを収集した。

2）カイヤドリヒラムシは潮間帯の巻貝に起居する扇形動物門の l種である。宿主巻員のカイヤドリヒラム

シの擢患率と 1個体当たりの寄尉固体数と，潜在的宿主巻員の微生息環境および生態から，カイヤドリヒラ

ムシがイシダタミガイを宿主巻員として利用する過程を推測した。
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分化統御学講座分子免疫分野（協力講座）

松津綾子（02)

［研究費】

《その他の研究資金》

加齢医学研究所平成23年度研究助成金乳癌関連分子BARDIの新規結合分子の細胞分裂制御能とその癌抑

制機構の解明 300千円

｛受賞関係1
5th East Asian Pacific Student Workshop on Nano・BiomedicalEngineering. Poster Presentation Award (National 

University of Singapore, Singapore) (2011年 12月 14日）

柵木絵美子（02)

［受賞関係］

5出 EastAsian Pacific Student Workshop on Nano・BiomedicalEngineering. Poster Pt℃sentation Award (National 

University of Singapore, Singapore) (2011年 12月 14日）

古川裕美子・（M2)

［研究費】

《その他の研究資金》

加齢医学研究所平成23年度研究助成金新しい癌治療法開発のための癌抑制分子BRCAlのDNA単鎖切断

修復制御能の解明 300千円

塩野学（Ml)

［研究費］

《その他の研究資金》

加齢医学研究所平成23年度研究助成金研究課題名：DNA損傷後の乳癌関連分子BRCAl/BARDlの発現制

御機構の解析 300千円
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教育研究活動報告

一生態システム生命科学専攻

環境遺伝生態学講座

進化生態科学講座

協力講座

（協力講座の場合，生命科学噺究科に所属する学生が携わった情報を掲散したO） 
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遺伝情報動態分野

［研究成果の概要］

難分解性の環境汚染物質分解能を有する環境細菌を対象にして，遺伝情報の再編成や水平イ云播等の構造的

動態，そして，環境との相互作用に伴う遺伝情報の調和的発現制御ネットワーク等の機能的動態を解明する

ことをめざし以下の成果を得た。

微生物のドラフトゲノム配列をもとに効率良く全ゲノム配列を決定するためのツールを作成し，また，第

2世代シーケンサーで取得した大量のリードを効率良く処理するためのツールを作成した。

有機塩素系農薬，y-HCH完全分解細菌Sphingobiwnjaponicwn UT26株は，ある種のアルコールデ、ヒドロゲ、ナ

ーゼ遺伝子高発現で二酸化炭素を固定して炭素源非添加無機固体培地でコロニー形成可能になることを明ら

かにし本表現型の発現に関わる他遺伝子も同定した。また，可動性遺伝因子の転移を UT26株内で検出す

る系を構築し， IS6100やISsplなどの内在性ISの転移を確認した。さらに，当分野で、取得したy-HCH分解細

菌株争1hingobiwnsp. TKS株，争hingomonassp. MM-1株，そして， Sphingobiwnsp. MI1205株のゲノム解析を

進めた。また， UT26株と Ml1205株を用い， y-HCH分解能を指標にした酵素の細胞内機能進化検証系を構築

した。一方， UT26株由来のu凶， linBUT遺伝子，およびMI1205株由来の linBMI遺伝子を植物での発現

に適したものに改変してカボチャ毛状根に導入し， y-HCH や~－HCH などの環境汚染物質を分解する形質転換

植物細胞の作出に成功した。

PCB分解細菌Acidovor，αxsp.KKS102株の染色体の当該分解酵素遺伝子群を含む62kb領域は，プロテオバ

クテリア門に属する広範な細菌株染色体に接合伝達可能なIntegrativeand Conjugative Elementであることを明

示した。一方， Pseudomonasputidα由来のナフタレン分解プラスミドNAH7の効率的接合伝達には，宿主染

色体支配のphosphoenolpyruva紅白巾ohy也被phospho回nsferasesy.取 m(PTS）が関与することを見し、だした。

複数種芳香族化合物で汚染した閉鎖系土壌において，その汚染刺激による土壌微生物メタゲノムの変動を

第2世代シーケンサーで角平析しているが，本土壌での各多環芳香族化合物の完全分解には，進化系統的にか

け離れた細菌属株の協調代謝が関与することを示した。さらに本汚染土壌で最も優占化した細菌属である

Bur・肋olderiaを，複数の分離法を用いて多謝朱取得し，一部株のドラフトゲノム配列を決定した。また，メ

タゲノムにおける遺伝子プール変動に対する生物的・非生物的要因を明確化するために，上記土壌棲息微生

物集団の移植実験系の構築を試み，予備的成果として，滅菌土壌に移植した上記微生物集団は汚染物質添加

に対する適応を確認した。

［発表論文l
Prudnikova T, Chalouplova R, Sato Y, Naga匂 Y,Degtjaril正0,Kuty M, Rezacova P, Damborsky J, Smatanova Kl (2011) 

Development of a crystallization protocol for the DbeA 1 variant of novel haloalkane dehalogenase企om

＆ほかrhizobiwnelkanii USDA94. Clア'StaGrowth c'監Des恕n11: 516-519 

Chaloupkova R, Prokop Z, Sato Y, Nagata Y, Damborsky J (2011) Stereoselectivity加 dconformational stability of 

haloalkane dehalogenase DbjA企omBぽdyrhizobiwnj中 onicumUSDA! 10：出ee能ctof pH and temperature. 

FEBSJow・na/278:2728・2738

Nagata Y, Natsui S, Endo R, Ohtsubo Y, Ichikawa N, Ankai A, Oguchi A, Fukui S, F吋i匂N,Tsuda M (2011) Genomic 

organ包ation 組 d genomic structural rearrangements of Sphingobium japonicum UT26, an archetypal 

y-hexachlorocyclohexane-degrading bacterium. Enzyme and Microbial Technology 49: 499-508 

Hasan K, Fortova A, Koudelakova T, Chalooupkova R, Ishitsuka M, Naga匂 Y,Damborsky J, Prokop Z (2011) 

Biochemical characteristics of the novel haloalkane dehalogenase DatA isolatβd from the plant pathogen 

Agrobacterium ti刷物ciensC58. Applied and Environmental Microbiology 77(5): 1881・1884

Kato H, Igarashi Y, Dokiya Y, Katayama Y (2011) Vertical dis仕ibutionof carbonyl sulfide at Mt. F吋i,Japan. Water, Air, 

& Soil Pollution 223: 159-167 
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［著書・総説】

佐劇憂花里，夏目亮， Zb戸1ekProkop, Jan Brezovs匂1, Radka Chaloupkova, Jiri Damborsky，，永田裕二千田俊哉

(2011）ハロアルカン脱ハロゲン酵素DbjAの鏡像異性体選択性機構の解明．日本結晶学会誌 53:124・129

［国際研究集会】

Tsuda M: Response of soil microbiota to exposure to aromatic pollu回1ts.International Union of Microbiological 

Societies 2011 Congress. Sapporo, Jap組.Sep加 nber6・10,2011 

Kato H, Mori H, Toyoda A, Oh回 boY, Maruyama F, Fuchu G, Endo R, Dozono A, Miyakoshi M, Naga匂 Y,Fuiiyama A, 

Kurokawa K, Tsuda M：日uctuationpattern of gene pools of microbiota in aromatic hydrocarbon-contaminated soil 

by sequential metagenomic analysis. International Union of Microbiological Societies 2011 Congress. S叩poro,

Japan. September 6・10,2011 

Inoue K, Miyaz紘iR「 OhtsuboY, Nagata Y, Tsuda M: Nitrogen-relat1巳dphosph仙沼lSferasesy蹴 m of Pseudomonas 

putida KT2440 exerts negative effect on con ugative acquisition of naphthalene-ca匂bolicplasmid NAH7. 

International Union of Microbiological Societies 2011 Congress. Sapporo, Japan. September 6・10,2011 

Kimura A, Yuhara S, Ohtsubo Y, Nagata Y, Tsuda M: Alleviation of nitric oxide sensitivity of Burkholderia multivorans 

ATCC 17616β1r mu刷 tby additional mutation in oxyR gene. International Union of Microbiological Societies 

2011 Congress. Sapporo, Jap加.September 6・10,2011 

Tabata M, Ohtsubo Y, Nagata Y, Tsuda M: Structural analysis of plぉmidsfor ganlma-hexachlorocyclohe羽田

degradation in Sphingomonas sp.恥叫4・1.International Union of Microbiological Societies 2011 Congress. Sapporo, 

Japan. September 6・10,2011 

Ohtsubo Y, Nagata Y, Tsuda M: Development of a computational tool for finishing of draft genomic sequen田．

International Union of Microbiological Societies 2011 Congress. Sapporo, Japan. September 6・10,2011 

津田雅孝（教授）

［国際研究集会の主催・運営l
International Union of Microbiological Societies 2011 Congress （ワークショッフ。オーガ、ナイザー） Sapporo, Japan. 

September6・10,2011 

［研究費】

《科研費》

基盤研究（B）環境汚染物質添加土壌での微生物集団応答様式の研究 3,900千円研究代表者保断亮）

挑戦的萌芽研究細菌環境汚染物質分解能の水平伝播を規定する因子の研究 1900千円研究代表者（新規）

挑戦的萌芽研究多彩な能力を有するスフインゴモナス細菌群のゲノムの可塑性とその構成原理の解明 200

千円研究分担者（継続）

基盤研究但）人為起源物質分解能をモデルとした環境中での細菌の機能進化を司る分子基盤の解明 400千円

研究分担者（継続）

《外部研究資金》

受託研究費（新農業展開ゲノムプロジェクト（環境耐性・修復作物の開発）) POPsやその候補化合物を分解

する微生物酵素・遺伝子の探索と解析 3,000千円

［非常勤講師等｝

東京大学大学院（獣医学特論） (2011年4-9月）

秋田県立大学（微生物生態学） (2011年7月）

東京大学大学院（微生物機能開発学） (2011年 IO月 2012年3月）

［学外活動】

《学外役員》
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日本国際賞受賞候補推薦者

（独）製品評価技術基盤機構「遺伝子組換え生物等収去・検出技術検討委員会」委員

日本学術振興会科研費委員会専門委員

《学会役員》

日本農芸化学会東北支部評議員

日本ゲノム微生物学会評議員

日本生物工学会代議員

Applied and Environmental Microbilogy (American Society for Microbiology), Editorial Board 

Microbes and Environments, Associate Editor 

【学内委員】

環境保全センター運営委員

情報ネットワーク委員

永田裕二（准教授）

［国際交流］

《外国人招致・セミナー》

百10masZimmer (Jena大学） : Effects of the Fugu Poison Te仕odotoxin(TIX) on the Mammalian Cardiovascular 

System (2012年3月）

［研究費】

《科研費》

挑戦的萌芽研究多彩な能力を有するスフインゴモナス細菌群のゲノムの可塑性とその構成原理の解明 120

千円研究代表者（継続）

基盤研究(B）人為起源物質分解能をモデルとした環境中での細菌の機能進化を司る分子基盤の解明 2,800千

円研究代表者（継続）

基盤研究，(B）環境汚染物質添加土壌での微生物集団応答様式の研究 200千円研究分担者（継続）

挑戦的萌芽研究細菌汚染物質分解能の水平伝播を規定する因子の研究 300千円研究分担者（新規）

［特許関係、］

特許取得プロコプ，ズビーネク，ダンボルスキー，ジリー，オプルステイル，フランティシェク，イェセン

スカー，アンドレア，ナガタ，ユウジハロアルカンデハロゲナーゼを使用するイベリットの解毒方法

特許第4793947号 (2011年 8月）

［非常勤講師等］

長浜バイオ大学大学院（バイオ環境科学技術特論） (2011年6月）

長浜バイオ大学（環覧微生物学） (2011年6月）

［学外活動】

《学外役員》

日本農芸化学会「化学と生物」編集委員

日本農芸化学会広報委員

《学会役員》

環境ノくイオテクノロジー学会理事

日本生物工学会北日本支部委員

日本ゲノム微生物学会評議員

Applied and Environmental Microbilogy (American Society for Microbiology), Editorial Board 
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大坪嘉行（助教）

［研究費】

《科研費》

挑戦的萌芽研究細菌進化におけるリコンビネーションの頻度と特性に関する研究 700千円研究代表者

（新規）

円
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植物生殖遺伝分野

［研究成果の概要】

当該分野は，高等植物の生殖形質，特に自家不和合性，生殖器官特異的遺伝子と受粉・受精，生殖器官形

態形成，性染色体の分化と機能という点について，遺伝学的，分子生物学的手法により，その分子機構を解

明することを目的に平成 17年度から発足した。

今年度の注目すべき点は，生殖器官である荊で発現している遺伝子間ネットワークを解明し，蔚における

遺伝子機能を解明する上での基礎基盤を構築した（Ayaet al. 2011）。また，発熱植物・ザゼ、ンソウの網羅的遺

伝子発現解析を行い，発熱に重要な遺伝子について，その時間的・空間的発現パターンを明らかにした

(Ito-Inaba et al. 2012）。

こうした基礎的研究だけでなく， 17件の学外委員， 9件の報道発表， 64件の出前授業などの社会貢献も行

い，高く評価された。（渡辺耕受）

附佐異株植物の性分化機構に関する研究では，食用アスパラガス（Aspara伊 sofficinalis）と九州｜沿岸に分布す

る海浜性のA司paragus属植物（A.ki凶 ianus，和名：ノ＼マタマボ、ウキ）の種間雑種を作出し，遺伝子レベルで、の雑

種性を明らかにするとともに，雑種後代の稔性が高く，戻し交雑後代が容易に得られることを明らかにした

(Ito et al. 2011）。また，漢方薬として知られているAベparag凶 cochinchinensisは日本，朝鮮半島，中国，台湾

に分布しているが，この種のITS領域にみられる種内変異について解析した結果，この種の起源は中国内陸

部であること，また日本に分布する Aspαra♂JScochinchinensis （和名：クサスギカズラ）は少なくとも 2度に

わたって大陸から侵入してきたことが分かった（Fukudaet al. 2011）。さらに日本在来種であるAsparag附

scJ包oberioides（和名：キジカクシ）の ITS領域にみられる種内変異を解析した結果，日本海側と太平洋側で2

つのタイプに分かれることから，この種についても 2度にわたって大陸から侵入してきたことが分かった

(F叫rudaet al. 2011）。

単子葉植物における花被形成機構に関する研究では，コチョウランにおける Aクラス遺伝子 (APJIFUL-like 

遺伝子）の単離と発現解析を行ったO その結果，花の発達初期では，全ての花器官原基で発現がみられ，花

の発達後期では蕊柱（whorl3およびwhorl4）で発現がみられたことから，コチョウランのAPJIFUL-like遺

伝子はこれらの器官の形成に関与することが示唆された（Songet必.2011）。（菅野准耕受）

【発表論文】

Ito T, Konno I, Kubota S, Ochiai T, Sonoda T, Hayashi Y, Fukuda T, Yokoyama J Nakayama H, Kameya T, Kanno A 

(2011) Production加 dcharacterization of interspecific hybrids between Asparagus kiusianus Makino and A. 

officinalis L. Euかtica182: 285・294

Fukuda T, Song IJ, Ito T, Hayakawa H, Minamiya Y, Kanno A, Nakayama H, Yokoyama J (2011) Nucleotide sequence 

variations in a medicinal relative of出paragus,Asparagus cochinchinensis (Lour.) Merrill (Asparagaceae). 

American Journal of Plant Sciences 2: 765・775

Fukuda T, Song IJ, Nakayama H, Ito T, Kanno A, Hayakawa H, Minamiya Y, Yokoyama J (2011) Phylogeography of 

Asparag山 schoberioidesKunth (Asparagaceae) in Japan. American Journal of Plant Sciences 2: 781-789 

Song IJ, Fukuda T, Ko SM, Ito T, Yokoyama J, Ichikawa H, Horikawa Y, Kameya T, Kanno A, Lee HY (2011) 

Expression analysis of an APETALAI/FRUITFULL-like gene in Phal出 nopsissp.‘Hatsu刊 ki’（Orchidaceae).

Horticulture, Environment, and Biotechnology 52(2): 183-195 

Aya K, Su却 kiG, Suwabe K, Hobo T, T：誌ah出hiH, Shiono K, Yano K, Tsutsumi N, N北azonoM、NagamuraY, 

Matsuoka M, Watanabe M (2011) Comprehensive network analysis of anther-expressed genes in rice by the 

combination of33 Iぉermicrodissection and 143 spatio総mporalmicroarrays. PLoSα1e 6: e26162 

Ito-Inaba Y, Hida Y, Matsumura H, Masuko H, Yazu F, Terauchi R, Wa凶 1abeM, Inaba T (2012）官1egene expression 

landscape of thermogenic skunk cabbage su銘.estscritical roles for mitochondorial and vacuolar metabolic 
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pathways in the regulation ofthennogenesis. Plant, Cell & Environment 35(3): 554 

［著書・総説1
Kanno A, Yokoyama J Wild Crop Relatives: Genomic and Breeding Resources, Vegetables. (Springer－丸TerlagBerlin 

Heidelberg, 2011年） Asparagus 

渡辺正夫 ScienceWindow （独立行政法人科学技術振興機構， 2011年） 2011年春号 4・5:34. 

渡辺正夫，青藤忠夫編著農学・生命学のための学術情報リテラシー（浅倉書店， 2011年） 3.5植物科学分

野の文献調査法.pp84・99.

渡辺正夫，青山卓史 SPARCJapan NewsLe恥 rNo.11 （日本植物生理学会2012年） 11頁日本の学術誌第 10

回

渡辺正夫（耕受）

［国際交流｝

《外国人招致・セミナー》

Parkn (J1慎天大学） ：アブラナ科植物の自家不和合性に関する共同研究 (2011年7月 8月）

Yazaki J (Salk Institute）：アブラナ科植物のゲノム相互作用に関する共同研究 (2012年 1月）

《国際共同研究》

Chicago University：アブラナ科植物の自家不和合性認識制御遺伝子の進化に関する研究（1995年4月 ） 

York University ：アブラナ科植物の自家不和合性制御因子下流に関する研究（1999年2月一）

Ecole Nonnale Superieure de Lyon：アブラナ科自家不和合性の雌ずし、側i因子SRKに関する研究（2000年5

月）

！｜頂天大学：アブラナ科植物の自家不和合性遺伝子に関する研究（2003年4月一）

官官Universityof Melbourne：高等植物の雄性配偶子特異的遺伝子に関する研究（2003年9月 ） 

John Innes Center ：ミヤコグサ蔚特異的遺伝子に関する研究（2004年2月一）

官官UniversityofMelboume：高等植物の雄性配偶子特異的遺伝子に関する研究（2004年5月 ） 

University of Aarhus：ミヤコグサ根粒菌形成関連遺伝子に関する研究（2005年8月 ） 

University of Zurich：シロイヌナズナ関連野生種の自家不和合性に関する研究（2006年 1月一）

［研究費】

《科研費》

若手研究（S）アブラナ科植物の自家和合性変異体を利用した S遺伝子下流因子の網羅的解析 18,720千円研

究代表者（継続）

新学林市頁域研究同一種内異種ゲノムが引き起こすインセスト回避と生殖隔離の分子機構 18,500千円研究

分担者（新規）

《外部研究資金》

受託研究費（新農業展開ゲノムプロジェクトイネの質的形質遺伝子の単離と機能解明）開花期低温ストレス

耐性関連遺伝子の単離と機能解析 10,000千円

JST・未来の科学者養成講座経験・体験を通して「科学を見る眼」をもっ「科学者の卵」養成プログラム 12,100

千円

受託研究費（公益財団法人・内藤記念科学振興財団・学術研究復興支援寄付金）アブラナ科植物の自家不和

合性研究の復興 500千円

［出前授業・公開講座等］

福島県立福島高校・ SSH，科学者の卵の現状と今後について（2011年4月 12日）

仙台市立七北田小学校での年間出前講義打合せと学校の現状視察（2011年4月 16日）

仙台市立木町通小学校で、の年間出前講義打合せと学校の現状視察（2011年4月 16日）
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仙台市立木町通小学校放射線計測のお手伝いと現状視察（2011年4月 21日）

福島県立福島高校 ・SSHアブラナ科植物を利用した研究指導（2011年 5月 10日）

宮城県仙台第三高等判交SSH「理数科の日J発表会・コメンテーター（2011年 5月 17日）

福島県立福島高等学校 SSHキャリア講義博士・研究者になり，研究をするとは？ (2011年 5月30日）

宮城県宮城第一高等学校理数科課題研究検討会（2011年 5月 31日）

仙台市立七北田小学校 NSPS年生いろいろなイネを栽培してみよう（2011年6月6日）

宮城県仙台二華高等学校講座模擬授業（2011年 6月 8日）

仙台市立木町通小学校 5年生いろいろなイネを栽培してみよう（2011年6月8日）

仙台市立七北田小学校 NSPS年生キャベツとブロツコリー－何が同じで何が違うの？？？ (2011年6月 16

日）

愛媛県立今治北高等学校博士・研究者になり 研究をするとは？ 出会い，決断，そして，想定外の。。。

(2011年6月22日）

愛媛県立今治南高等学校・園芸クリエイト科高等植物における生殖・受粉反応一自家不和合性・受精・品種

改良一，交配実習指導（20ll年 6月 22日）

香川県立観音寺第一高等学校・ SSH科学教養特別講義博士・研究者になり，研究をするとは？一出会し、，

決断，想定外の。 ，運営指導委員会（2011年6月 23日）

大阪府立農芸高等学校・ハイテク農芸科高等植物における生殖・受粉反応ー自家不和合性・受精・品種改良

ー，交配・圃場実習指導（2011年6月24日）

東京大学大学院総合文化研究科招待セミナーアブラナ科植物の自家不和合性ー細胞間コミュニケーション，

低分子RNA等，はやりの事柄を含んだ不思議な形質一 (2011年 7月 1日）

東京大学教養学部附属教養教育高度化機構科学招待セミナーアウトリーチ活動の展開と小中高大連携の重

要性（2011年7月 1日）

JST・未来の科学者養成講座・「進化論を唱えたダーウィンも注目した高等植物の自家不和合性ー花粉と雌し

べの細胞間コミュニケーションとその分子機構ー」特別講義（2011年7月9日）

宮城県仙台第三高等学校・ SSH特別講義高等植物の自家不和合性その分子機構とそこに至るまでの道の

りー（20ll年 7月 12日）

仙台市立七北田小学校・ NSP七北田小サマー講座子供が転んでも「ただ」では起きない人生を歩むために

は一一（いち）科学者の子供時代を振り返って考える。。。 (2011年 7月 21日）

スーノtーサイエンスハイスクール平成23年度生徒研究発表会分科会座長，講評者（2011年 8月 11日）

科学者の卵養成講座発表会（ 2011年 8月 13日）

鹿児島県立錦江湾高校・コア SSHダイコンを基盤としたトータルサイエンスの実践（ダイコンコンソーシ

アム） (2011年 8月 18・19日）

ダイコン多様性研究コンソーシアム特別講義世界第一線の研究者が語るキャリア教育 あなたの進路選択

は正しいですか？一（2011年 8月初日）

埼玉県立浦和第一女子高等宇工校・科学者の卵エクステンドコース講義・実験高等植物における受粉反応の観

察（2011年9月8日）

仙台市立七北田小学校 NSPS年生花の不思議な世界 りんごの花からリンゴができるまで？？ー，いろいろ

なイネの観察（2011年9月 12日）

岩手県立盛岡第一高等学校科学者の卵養成講座特別討論（2011年 9月 13日）

岩手県立盛岡第三高等学校・ SSH運営指導委員会（2011年9月 14日）

仙台市立木町通小学校 5年生花の不思議な世界 りんごの花からリンゴができるまで？？ー（2011年 9月

15日）

未来の科学者養成講座（科学者の卵養成講座）第2回全国受講生研究発表会（2011年 9月 17日19日）
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石川県立小松高等学校SSH集中講義・討論会（2011年 10月7日）

福島県立福島高等学校・科学者の卵エクステンドコース講義・実験高等植物における受粉同志の観察（2011

年 10月 13日）

仙台市立木町通小学校・ 3年生特別講義ひまわりのお花の秘密｝たねはいくつあるのかな？？？ (2011年 10

月 14日）

栃木県立宇都宮女子高等学校 SSH特別講義植物の花からたねができるまでに見られる不思議ー世界トップ

水準の研究維持とそれを支えてきた大学・学部・学科の選択一 (2011年 10月24日）

仙台市立七北田小学校 NSP4年生ヘチマとそのなかまたち一実は，たくさんの仲間がいます (2011年 10

月27日）

秋田県立秋田南高等学校討論会，集中講義（201l年 10月28日）

秋田県立秋田高等学校生科学者の卵養成講座特別討論（2011年 10月29日）

仙台市立七北田小学校 NSP科学クラブ花を解剖して，花の構造を理解しよう！！ (2011年 11月 10日）

和歌山市立名草小学校特別講義まめのひみつーどんなまめがあるかな？？？一，キャベツとブロッコリー

何が同じで何が違うの？？？ (201 l年 ll月 17日）

今治市立美須賀小学校花の不思議な世界 りんごの花からりんごができるまで？？ (2011年 11月28日）

今治市立立花小学校花の不思議な世界一りんごの花からりんごができるまで？？ (2011年 11月28日）

今治市立日吉小学校花の不思議な世界一りんごの花からりんごができるまで？？ー (2011年 ll月四日）

今治市立常盤小学校花の不思議な世界 りんごの花からりんごができるまで？？ (2011年 11月29日）

新居浜市立金子小学校花の不思議な世界 りんごの花からりんごができるまで？？ (2011年 12月 1日）

今治市立今治小学校花の不思議な世界 りんごの花からりんごができるまで？？ (201 l年 12月 l日）

今治市桜井小学校花の不思議な世界（2011年 12月2日）

今治市立国分小学校キャベツとブロッコリー（2011年 12月2日）

鹿児島県立錦江湾高校・コア SSHダイコンを基盤としたトータルサイエンスの実践（タYコンコンソーシ

アム）コメンテーター（201l年 12月9日）

JST・未来の科学者養成講座・キャリア教育特別講義（2011年 12月24日）

宮城県仙台第三高等学校 SSH課題研究分野別中間発表会コメンテーター（2012年 l月 18日）

石川県立小松高等学校SSH出前講義自己と非自己の花粉を識別する植物の不思議：自家不和合性（2012年

1月19日）

石川県立小松高等学校 SSH研究発表会コメンテーター（2012年 1月20日）

埼玉県立浦和第一女子高等学校 SSH研究成果発表会コメンテーター（2012年 1月21日）

仙台市立七北田小学校 NSP6年生環境と植物から考える（2012年 1月26日）

岩手県立盛岡第三高等学校 SSH運営指導委員会（2012年 l月30日）

鹿児島県立錦江湾高等学校 SSH生徒課題研究発表大会コメンテーター（2012年2月 1日）

愛媛県立今治南高等学校出前講義と実習高等植物における発生：生殖・匹発生・花芽分化（2012年2月7

日）

香川県立観音寺第一高等学校 SSH研究成果発表会コメンテーター（2012年2月 15日）

宮城県仙台第三高等学校 SSH運営指導委員会（2012年2月20日）

宮城県宮城第一高等学校出前講義大学初受から見た高校生の進路選択へのアドバイス（2012年2月23日）

宮城県宮城第一高等学校出前講義高等植物の自家不和合性（2012年2月23日）

宮城県宮城第一高等学校出前講義実験指導（2012年2月23日）

宮城県宮城第一高等学校植物解析実験指導（2012年2月25,26日）

平成23年度宮城県高等学校理数科課題研究発表会コメンテーター（2012年3月5日）

宮城県宮城第一高等学校理数科課題研究説明会，特別講義大学から見た課題研究，植物解析実験指導（2012
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年3月6日）

［学外活動］

《学外役員》

東北大学出版会評議員

岩手県教育委員会コア SSH共同研究指導講師

財団法人インテリジェント・コスモス学術振興財団公益法人制度改革検討委員

宮城県教育委員会宮城県仙台第三高等学校・スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会副委員長

日本学術振興会科学研究費委員会専門委員

科学研究費委員会専門委員

岩手県教育委員会岩手県立盛岡第三高等学校・スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会副委員長

香川県教育委員会香川県立観音寺第一高等学校・スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会副委員長

文部科学省・科学技術・学術審議会学術部会研究環境基盤部会学術情報基盤作業部会・委員

科学技術振興機構・先端的低炭素化技術開発事業推進委員会外部評価委員

先端的低炭素化技術開発事業推進委員会外部評価委員

科学技術振興機構・スーパーサイエンスハイスクール平成23年度SSH生徒研究発表会講評者

《学会役員》

日本植物生理学会PlantCell Physiology編集実行委員，常任評議員

日本植物細胞分子生物学会評議員

日本遺伝学会評議員

日本植物細胞分子生物学会常任評議員

［学内委員】

環境・安全委員会環境保全専門委員会

施設整備・運用委員会片平キャンパス整備委員会

東北大学出版会評議員

先進短期留学生交流プログラム実施委員会委員

施設整備・運用委員会 自動車等の入構ルール検討片平部会

［特記事項】

《報道》

不思議植物の仕組みスイカの交配生徒体験今治南高で東北大大学院教授授業 愛媛新聞（2011年 6

月23日）

被災児童癒や村受業，渡辺・東北大教授（今治出身），農学テーマ出前講座，放射線量も測定も，愛媛新聞（2011

年7月3日）

取材最前線，自分ができること，愛媛新聞（2011年7月 13日）

地震や闘す能講義追加，科学者の卵，東北大講座， 1ヶ月遅れで開始 河北新報（2011年7月 15日）

ノ＼クサイゲノム解析アブラナ科農作物で初遺伝子4万種同定，山陽新聞（2011年 8月30日）

小松高 1年生進路を考える，北園新聞（2011年 10月8日）

道標ふるさと伝言実体験の大切さ 今の子供に教えよう，愛媛新聞（2012年 1月 8日）

道標ふるさと伝言脱公式・マニュアル自ら考える能力育成，愛媛新聞（2012年2月 12日）

道標ふるさと伝言愛媛・今治の理科教育専科の仕組み模範に，愛媛新聞（2012年3月 18日）

菅野明（准教授）

［国際交流］

《外国人招致・セミナー》
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Pa伽 monSangin (Naresuan University）：ソテツの花器官形成遺伝子の単離と発現解析（2012年 3月 15日）

《国際共同研究》

JenaU凶versity：ユリとチューリッフにおける花器官形態形成遺伝子群の単離と発現解析（1997年 4月 ） 

東北林業大学：トルコギキョウにおける花器官形態形成遺伝子群の単離と発現解析（2005年 10月 ） 

［研究費】

《科研費》

基盤研究但）ラン科モデ、ル植物シグ、モルキスを用いた花器官形成モデルの構築 3,700千円研究代表者（継

続）

基盤研究(B）白殖性アスパラガ、スの雄性種子生産への利用と両性花形成を誘導する分子機構の解明 800千円

研究分担者（新規）

［学外活動］

《学外役員》

文部科学省科学技術政策研究所科学技術動向研究センター科学技術専門調査員

《学会役員》

園芸学会英文誌（JJSHS）編集委員

森本優（叩）

［受賞関係］

平成23年度笹川科学研究助成（2011年 4月 1日）
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ゲノム継承システム分野

［研究成果の概要］

多様な環境要因（放射線・紫外線・温度など）が，生物の遺伝情報である核・ミトコンドリア・葉緑体の

ゲノムDNAの維持，修復と変異，次世代への継承に対して及ぼす影響を，様々な研究材料を用いて，分子・

細胞・個体レベルで、の統合的な解析を行っている。本年度の研究成果は以下の通りである。

1）線虫を用いた CE悶SE（仁 elegansRNAi in Space）宇宙実験のサンプルの角斬を実施し，宇宙の微小重力

下においてもRNAiによる特異的な遺伝子発現の抑制が可能であることをGFP遺伝子ならびに筋の分解に関

わるプロテアーゼ遺伝子などをターゲ、ットとして実証した（E白erideet al. 2011)。また，同じく線虫を用いて

放射線により発現誘導される新規遺伝子mul-1 (Mucin Like l）の機能と発現解析と，出剥農菌感染時に生じる

自然免疫応答との交差的な耐’凶志答の分子基盤について明らかにした（Kimuraet al. 2012）。

2）イネならひ、にシロイヌナズナの生殖成長，特に，花粘清成時における低温ストレスの影響について解析

を行った。その結果，低温により雄性始原細胞の細胞分裂が顕著に抑制されること，その抑制解除に幾つか

の植物ホルモンの作用が重要で、あることを検証した。

3）本学医学研究科との共同研究として， Miぜ遺伝子産物の機能解析を実施し，マウス色素細胞の発生・維

持に必須であることを証明した。

4）「地表根」を形成するインドネシアのイネ品種と日本水稲品種との交雑後代白殖系統群を用いた高密度

連鎖解析の結果，第7染色体上に検出した「地表根」に関わる量的遺伝子座qSORIが， RM21941 とRM21976

との聞の 812・kbに座乗していることを見出した （Ugaetal.2012）。また，熱帯アジアで広く栽培されている

イネ品種に，上記遺伝子および地表根を形成する突然変異体が有している遺伝子の導入をすすめ，作出され

る地表根系統の国際イネ研究所におけるお音試験の準備をすすめた。

5）東日本大震災による津波被災を踏まえて，理化学研究所および宮城県農業試験場との共同で，重イオン

ビーム照射育種および交配によるオリジナル品種由来の塩害耐性イネの育成を開始した。

6）総合地球環境学研究所の研究プロジェクト調査結果を踏まえて「ラオス北部地域にみる焼畑の終君とイ

ネ遺伝資源の消失」として論文をまとめ発表した（武藤・佐藤 2011)。

7）イネ CPD光回復酵素の細胞内局在について：核に lコピーでコードされている CPD光回復酵素は，イ

ネにおいては， DNAを有する全てのオルガ、ネラである核・ミトコンドリア・葉縁体に移行して機能する

”Triple-targeted protein”であることを見出した（T；地油ashiet al. 2011）。さらに，核移行に関わる配列（3アミノ

酸）とミトコンドリアへの移行に関わる配列部位（11アミノ酸）を同定した。

8）紫外線抵抗十生組換えイネを用いた，太陽紫外線影響評価試験： CPD光回復酵素遺伝子を組換えた紫外

線抵抗十生組換えイネを，遺伝子ー組換え実験第一種使用規定に基づき，農学研究科保有の隔離圃場（大崎市鳴

子）で栽培し，生育調査を行ったO その結果，紫外線抵抗性イネは，親株と比較して， l株当たりの穂、数，

穂、重が増加している傾向を見出した。

9）細胞内でのタンパク質の光応答反応をリアルタイムに非破壊系で検出するために，本学学際センターと

の共同で，紫外可視光可変レーザーを用いた「ー細胞顕微照射システムj を作製した。

10）量子ビーム誘発突然変異の分子機構を明らかにするために，量子ビーム（イオンビーム・ガ、ンマ線）

照射によって誘発される DNA損傷の種類，量変異との関連について解析した。その結果，イオンビーム

によって誘発される DNA損傷は，ガ、ンマ線の同線量と比較して，有意に鎖切断を誘発するものの，鎖切断

の量が多いことが，高頻度に変異を誘発するわけではないことを見いだした。
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rooting in paddy fields.官官JSRR、AniversarySymposium. Tokyo, Japan. November 5・6.2011 
Hirosawa T, T：紘ahashiF, Teranishi M, T：北anoN, Hidema J: Light-regulated gene expression of rice CPD photolyase. 

百1e1st International Symposium on Plant Environmental Sensing. Nara, Japan. March 19・21,2012

T北ahashiS, Teranishi M, T;泊rahashiF, T；地ahashiM, Hidema J: Analysis of subcellular localization of佐ipletarge住宅

rice CPD photolyase.百1e1st International Symposium on Plant Environmental Sensing. Nara, Japan. March 19・21,

2012 

東谷篤志（教授）

［研究費］

《科研費》

基盤研究（B）核とミトコンドリア複製の連携機構に関する研究 3,600千円研究代表者（継続）

《外部研究資金》

受託研究費（新農業展開ゲノムプロジェクト）開花期低温ストレス耐性関連遺伝子の単離と機能解析研究

分担者保陸続）

［非常勤講師等】

放送大学面接授業（宮城学習センター） 専門科目：自然と環境，現代の生命科学と遺伝子（2011年5月）

佐藤雅志（准教授）

［研究費］

《科研費》

基盤研究但）石油希少時代のイネ耕音における地表根形成の有用性に関する研究 3,400千円研究代表者（新

規）

《外部研究資金》

共同研究費（理化学研究所）重イオン育種技術による而櫨性イネに関する研究 2,000千円（新規）

共同研究費（理化学研究所）イオン照射による植物の突然変異誘発機構に関する研究 2,000千円（継続）

【学外活動】

《学会役員》

Intern胡onalJournal of Agriculture and Biolog編集委員

【特記事項］

《報道》

水田の塩害対策急務，河北新報（2011年4月2日）

塩害水田に而極性イネ東北大学など石巻で生育試験，日本経済新聞（2011年8月 l日）

塩害に強く美味しい米を 日本農業新聞（2011年8月 11日）

「塩害に強し、コメ」「成長が早いワカメJ，新品種を生む魔法の加速器東日本大震災からの農業再興にも貢献
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日経オンラインニュース（2012年 3月4日）

日出問純（准教授）

［国際交流】

《国際共同研究》

John C. Sutherlandら (BrookhavenNational Lab「 BiologyDept「 USA）：イネのUVB感受性とピリミジン三量体

光回復酵素（1994年5月 ） 

I vanka F edina （ブルガ、リア科学アカデミー植物生理学研究所）：環境紫外線UVBが農作物に及ぼす影観卒析

(2006年6月一）

［研究費】

《科研費》

基盤研究（B）核，葉緑体，ミトコンドリアへ移行するイネ CPD光回復酵素の輸送機構と UVB抵抗性 3,900

千円研究代表者（継続）

新学術領域研究紫外－可視光波長可変レーザーを利用した植物の紫外光環境感覚に関する研究 3,600千円

研究代表者（新規）

《外部研究資金》

原子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ植物における量子ビーム誘発突然変異の分子機構解明に関する研

究 30,000千円

学際科学プログラム研究費 コヒーレント光発光・分光技術を利用した一細胞顕微照射システムの開発と生

物光応答反応解析 6,000千円 研究代表者（継続）

［出前授業・公開講座等］

未来の科学者養成講座（講師，事業担当者 2009年6月13日一）

七北田小学校サイエンスフ。ロジェクト（出前講義 2011年 10月18日）

［学外活動】

《学外役員》

日本原子力開発機構・博士研究員業績評価委員

日本原子力開発機構放射線フロンティア研究委員専門委員

独立行政法人国立環境研究所有害紫外線モニタリングネットワーク委員

［学内委員】

学生生活実態調査委員会

高度イノベーション博士人材育成企画運営委員会

寺西美佳（助教）

［研究費】

《科研費》

若手研究(B）イネのUVB抵抗性の主要因子である CPD光回復酵素のリン酸化修飾に関する解析 1,200千円

研究代表者（継続）

新学やj-j官頁域研究紫外可視光波長可変レーザーを利用した植物の紫外光環境感覚に関する研究研究協力

者（新規）

《外部研究資金》

原子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ植物における量子ビーム誘発突然変異の分子機糊平明に関する研

究研究分担者（継続）

学際科学プログラム研究費 コヒーレント光発光・分光技術を利用した一細胞顕微照射システムの開発と生
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物光応答反応解析研究分担者（継続）

高浪タカ子（助教）

［研究費】

《科研費》

基盤研究(B）核とミトコンドリア複製の連携機構に関する研究研究協力者（継続）

高橋さやか（Dl)

［受賞関係】

Studend award for the best poster presentation (2012年3月 19日）
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地圏共生遺伝生態分野

［研究成果の概要］

当研究分野では，植物と相互作用する窒素固定微生物を主な対象にし，地園生態系における微生物の多様

性とその分子基盤を解明し，地球環境の恒常性の理解と食糧環境問題の解決に貢献する研究を行っている。

近年，根粒菌や菌根菌の微生物共生受容シグナル伝達系（CommonSymbiosis Pathway; CSP）が解明され，それ

らのイネの変異体を用いて，窒素レベルの圃場環境における細菌群集構造変化を 16SrRNA遺伝子や全DNA

の大量シークエンス解析を行った。低窒素環境において特定の微生物群（Bradyrhizobim,Bur.肋olderia,

M訟thylosin凶）の相対存在量が上昇し，メタン酸化活性や窒素固定活性の上昇が観察されたことより，これら

の特定の微生物群が低窒素環境の水田生態系の鍵微生物と推定された。種々の起源（ダイズ根粒，クサネム

茎粒，土壌からの低栄養分離）のBr，仰がnizobim属細菌の系統および代表株ゲノム比較を比較を行った。土壌

から低栄養分離されたAgromonasoligoか'OphicaS58株のゲノム上の遺伝子構成はクサネム茎粒菌ゲノムのそ

れと酷似していた。そこで，クサネムに接種したところ窒素固定活性を示す茎粒を形成した。クサネムへの

共生はNodfactor非依存性であり，ゲノムにはnod遺伝子は存在しない。したがって，本知見は， Bradyrhizobim

属細菌の植物共生や共生窒素固定の起源をさぐる重要な共生パートナーであることを示唆していると考えら

れた。温室効果ガスとオゾン層破壊ガスでもある N20のマメ科植物根圏から発生機構としての解明のために，

根粒根圏由来のフザリヴム分離菌の脱窒活性を調べたっ当該フザリウムは亜硝酸から N20の還元を（微）好

気的条件で活発に行い，根粒根圏で、N20発生を触媒している重要な糸状菌であることを強く指示した。 N20

還元酵素活性を複製エラー頻発条件下（変異型dnaQ導入法）で強化したダイズ根粒菌USDA110株の6変異1朱
のゲノム比較を行い，その原因遺伝子同定に塩基配列レベルで、成功した。根粒菌の共生機構解明については，

アルフアルファ根粒菌の変異株の解析を進めた。 トランスクリプトームの比較解析により明らかになった

RpoHレギュロンの各遺伝子の変：異株表現型の解析を行い， RpoHの共生窒素固定における必須性の鍵となる

遺伝子を明らかにした。

［発表論文l
Ishii S, Ikeda, S, Minamisawa K, Senoo Keishi (2011) Nitrogen cycling in rice paddy environments: past achievements 

and白加rechallenges. Microbes and Environments 26(4): 282-292 

Anda M, Ikeda S, Eda S, Okubo T, Sato S, Tabata S, Mitsui H, Minamisawa Kiwamu (2011) Isolation and genetic 

characterization of Aurantimonas組 dMethylobacterium strains合omstems of hypemodulated so向 ans.Microbes 

and Environments 26(2): 172-180 

Borjigin N, Furukawa K, Shimoda Y, Tabata S, Sato S, Eda S, Minamisawa K, Mitsui H (2011) Identification of 

Mesorhizobium loti genes relevant to s戸nbiosisby using signature-tagged mutants. Microbes and Environments 

26(2): 165-171 

Eda S, Mitsui H, Minamisawa K (2011) Involvement of the明記 SmeABmultidrug efflux pump is involved in resist組問

to plant antimicrobials and con仕ibu加 tonodulation competitiveness in Sinorhizobium meliloti. Applied and 

Environmental Microbiology 77: 2855-2862 

Ikeda S, Okubo T, Anda M, Inaba S, Eda S句 SatoS, Kaneko 工TabataS, Mitsui H, Sas北ik今 SatoT, Shinano T, 

Minamisawa K (2011) Autoregulation of nodulation interferes with impacts of ni廿ogenfertilization levels on 

leaf-associated bacterial community in soybeans. Applied and Environmental Microbiology 77: 1973・1980

Ikeda S, Okubo工TakedaN, Banba M, Sasaki I丈lmaizumi-AnrakuH, Fujihara S, Ohwaki Y, Ohshima K, Ful叩 taY, 

Eda S、Mitsui H, Hattori M, Sato T, Shinano T, Minamisawa K (2011) The genotype of the 

calcium/calmodulin-dependent protein kinase gene (CC aMK) determines bacterial community d討ersityin rice 

roots under paddy and upland field conditions. Applied and Environmental Microbiology 77 (13): 4399・4405

Hirayama J, Eda S今 MitsuiH, Minamisawa K (2011) Nitrate-dependent N20 emission from intact soybean nodules via 
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deni廿i日cationby B版物hizobiwnjaponicwn ba侃 roids.Applied and Environmental Microbiology 77(24): 

8787・8790

Kaneko T, Maita H, Hirakawa H, Uchiike N, M泊amisawaK, Watanabe A, Sato S (2011) Complete genome sequence 

of the soybean symbiont＆白砂rhizobiwnj，中onicwnstra台1USDA6 T. Genes 2: 763-787 

［著書・総説】

板倉学，稲葉尚子，池西史生，南津究（2011）ダイズ根粒根圏からの亜酸化窒素発生機構とその低減化，化

学と生物 49:560・565.

［国際研究集会】

Minamisawa K, Itakura M, Inaba S, Shiina Y: Mechanism of N20 emission企omsoybean nodule rhizosphere and its 

mitigation. 17血 InternationalCongress on Nitrogen Fixation. Fremantle, AusなaliaNovember 27・DecemberI, 

2011 

Ikenishi F, Inaba S, Itakura M, Eda S, Mitsui H, Minamisawa K: N20 emission from degraded soybean nodules by 

denitrification of Bradyrhizobim j中 onicwnand other soil microorganisms. 17出InternationalCongress on Nitrogen 

Fixation. Fremantle, Australia. November 27・December1, 2011 

南津究（教授）

［研究費】

《科研費》

基盤研究（A）植物共生微生物のメタゲノム解析による物質循環機能の解明 18,800千円 研究代表者（継続）

基盤研究の）海外学術調査東南アジアの微生物共生系による持続的バイオマス生産と生物変換に関する調査

研究 300千円研究分担者（継続）

挑戦的萌芽研究超近縁菌比較ゲノムによるブラディリゾピワム属細菌の植物共生システムの解明 1,560千

円研究代表者（新規）

《外部研究資金》

生研センター根圏微生物コミュニティーの N20発生メカニズ、ムの解明とその低減化 21,500千円中課題代

表者

新農業ゲノム展開プロジェクトエンドファイトーイネの共生相互作用の解明 17000千円 研究代表者

委託事業「農業環境における物質循環促進のための微生物による処理技術の開発」植物共生有用微生物の感

染機構解明及び有用機能の生化学的・分子生物学的解明 4,000千円 研究代表者

戦略的創造研究推進事業 ALCA探索ステージ（先端的低炭素技術開発）「メタン酸化窒素固定細菌による水

田メタン発生の低減化」 5,000千円 研究代表者

［受賞関係］

社団法人発明協会 21世紀発明奨励賞（2011年6月20日）

【学外活動】

《学外役員》

日本学術振興会ゲノムテクノロジー164委員

《学会役員》

IS恥E Journal （国際微生物生態学会）， Senior Editor （主席編集委員）

Molecular Plant-Microbe Inter配 tions（米国植物病理学会），Assoiciate Editor （編集委員）

Applied and Environmental Microbiology （米国微生物学会），Editional Board Member（編集委員）

日本微生物生態学会評議員，編集委員

植物微生物研究会事務局長

International Programe Commetee for International Congress on Nitrogen Fixation 
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International Scientific Commetee oflntematinal Symposium on Biological Nitrogen Fixation with Non-legumes 

International AdvisatγCommetee ofEuropian Nitrogen Fixation Congresses 

三井久幸（准耕受）

［研究費］

《科研費》

基盤研究(B）マメ科植物との共生窒素固定の成立に必要な根粒菌の細胞機能 3,380千円 研究代表者（継

続）

［学外活動｝

《学外役員》

The Journal of General and Applied Microbiology Editorial Board Member 

Microbes and Environments Associate Editor 

［学内委員】

原子科学安全専門委員，放射線取扱主任者専門部会専門委員

原子力安全専門委員会特別健康管理専門部会専門委員
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宇宙環境適応生態分野

［研究成果の概要］

当研究分野では，植物の環境適応能力を理解することにより，地球規模の環境激変に伴う環境・食糧・エ

ネルギー問題の解決に貢献するとともに，そのしくみを究明するための宇宙実験を行っている。とくに当該

年度は，植物が水環境，重力，高C02に応答するために必要な分子の単離・同定を行い，それらの機能を生

理学的・分子遺伝学的に解析した。

黄土高原等で栽培されている紅苦麦の第一節聞の著しい伸長能力を有する深播き耐性は，半乾燥地帯で

の発芽・生育を可能にしている形質であると考えられる。組織細胞学的角卒中斤の結果から，この品種間差異が，

通常品種に比べて，紅c麦の第一節聞における高い細胞分裂能と高いジベレリン（GA）感受性によることが

わかった。さらに， GAによる第一節聞の伸長促進は，皮層細胞数の増大と表皮細胞の伸長促進に起因し

これらが同調することによって生ずることが明らかになった（Katoet al. 2011）。

これまでに当研究分野では，植物の水獲得に寄与すると考えられている根の水分屈性の解＋斤を行い，その

発現に必要な分子として， MIZU-KUSS日 1(MIZ1）および MIZ2を同定している。とくに MIZ1は陸上植物

特有と考えられるが，その機能は未知のままである。このMIZlの機能を理解するために， MIZI遺伝子を過

剰に発現する植物を作成し，その特性を紺斤した。その結果， MIZI過剰発現体では，水分屈性能が克進され

るとともに，倒l根形成が抑制されることがわかった（Moriwakiet al. 2011）。この表現型は外生オーキシンの処

理によって回復した。一方， MIZI過剰発現体では，野生型に比べて，オーキシン量が減少し， M!Zlを欠損

した突然変異体ではオーキシン量が増加していたの1oriw.北iet al. 2011）。以上の結果から， MIZlはオーキシ

ンの量を負に調節する機能を持つことがわかったO また，自然界における植物生育に果たす水分屈性の役割

を理解するために，植物の根系の大部分を占める担l片長についても解析を進め，担lj根が主根と同等の水分屈性

能を有すること，担IJ根の水分屈性にも MIZlが必須であることを明らかにした (Iwataet al. 2011）。さらに，

人工的に土壌中に水分勾配を形成してシロイヌナズナを生育させると，その根系全体が水の多い領域に分布

する現象がみとめられた。

地球温暖化の要因のーっと考えられる C02の大気中濃度の増大に対する植物の適応について，その分子基

盤を明らかにするために，光合成速度を支配する C02濃度に対する応答性が変化した， 5つのシロイヌナズ

ナ突然変異体を単離した。これらのうち4つの突然変異体は，低C02条件下で野生型に比べて低い光合成活

性を示し， lつの突然変異体（1211突然変異体）は，高C02条件下で、高い光合成活性を示した。遺伝解析の

結果， 1211突然変異は単一優性突然変異であることが示された。現在， 12日突然変異原因遺伝子の同定を行

っている。

さらに，植物の重力応答，ならびに重力応答によって影響される現象のしくみを明らかにするために， 2011

年に，2010年に実施した宇宙実験（HydroTropi）の試料を地上に回収するとともに，新たな宇宙実験（CsPINs)

を実施して試料を回収し，現在，それらの解析を行っている。

［発表論文I
Kato F, Araki M, Miyazawa Y, F可iiN, Takeda K, Suge H, Ti北ahashiT (2011) Factors responsible for deep-sowing 

tolerance in wheat seedlings: varietal di能rencesin cell proliたrationand the co・or由 1atedsynchroni四tionof 

epidermal cell expansion and cortical cell division for the gibberellin-mediated elongation of first intemodes. Annals 

of Botany 108: 439・447

Iwata S, Miyazawa Y, Tak劫IBS凶H(2011）恥1IZU-KUSSEI1plays an essential role in the hydrotropism oflateral roots in 

Arabidopsis thαu仰 α.Environment，αl and Experimental Botα町 75:167-172 

Moriwaki T, Miyazawa Y, Kobayashi A, Uchida M, Wa凶 abeC句 F吋iiN,Tak油ashiH (2011) Hormonal regulation of 

lateral root development in Arabidopsis modulated by MIZI加 drequirement of GNOM activity for MIZI function. 

Plant Physiology 157: 1209・1220
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［国際研究集会1
Okamoto M, Morohashi K, Watanabe C, Miyazawa Y, Fujii N, TakahぉhiH: Gravitropism佃 dhydrotropism in 

cucumber roots: a model for discriminating gravity effect on plant growth and development in microgrョvity.The 

28血InternationalS戸nposiumon Space Technology and Science (ISTS). Okinawa, Japan. June 5・12,2011 

Tak油ashiH, Okamoto M, Morohashi k，同凶abeC, Miyazawa Y, F吋iiN, Yamazaki T, HigぉhibataA, Ishioka N, 

S凶n細工F町出aY,K出伽aH, Kamada K: Two spaceflight expreriments, Hydro Tropi組 dCsPINs, for仕ie

study of hydrotropism in seedling roots. The 28th International Symposium on Space Technology and Science 

(ISTS). Okinawa, Japan. June 5-12, 2011 

Miyazawa Y, Moriwaki T, Uchida M, Kobayashi A, F吋iiN, Takahashi H: Analysis of overexpressor of恥但ZU-KUSSEil,

agene requi陀dfor root hydrotropism of Arabidopsis thaliana. XVIII International Botanical Congress. Melbourne, 

Austoralia. July 23・30,2011 

Watanabe C, Fujii N, Nishimura T, Miyazawa Y, Koshiba 工TakahashiH: lnlmunohistochemical analysis of the 

localization of an auxin efflux facilitator, CsPINl, during gravimorphogenesis of cucumber seedlings. XVIII 

International Botanical Congress. Melbourne, Austoralia. July 23・30,2011 

Yam位法iT, Kobayashi A, Miyazawa Y, TakahぉhiH：恥但Z1, a soluble protein essential for root hydro仕opism,is 

associated wi血 surfaceof endoplasmic reticulum membrane in Arabidopsis root cells. Plant Biology 2011. 

Minneapolis, USA. Aug山 t6・10,2011 

Iwata S, Miyazawa Y, T杭ah出hiH: MIZl regulation of hydro仕opismin lateral roots and its contribution to the 

development of root system inArabidopsis thαliana. Plant Biology 2011. Minneapolis, USA. August 6・10,2011

Iwata S, Miyazawa Y, T：北ahashiH: Hydrotropism in lateral roots and its possible con汀ibutionto drought avoidance in 

Arabidopsis thaliana. Plant Biology 2011. Minneapolis, USA. Augustふ10,2011 

高橋秀幸（教授）

［国際交流】

《外国人招致・セミナー》

Prof. Hyo・yoenLee (Ch司uNational University）：講演（Developmentand environment risk ass回 sme目 ofgenetically 

enginee陀dturfgrass varieties with high commercial values）および研究打合せ

［研究費】

《科研費》

新学休市頁域 陸上植物の水獲得に機能する根の水応答機構の解明 11,180千円研究代表者（継続）

基盤研究（B）植物の乾燥環境適応に寄与する水分屈性分子機構の解明 3,640千円 研究代表者（継続）

《その他の研究資金》

独立行政法人宇宙航空開発研究機構プロジェクト共同研究 2,000千円研究代表者（継続）

独立行政法人宇宙航空開発研究機構宇宙環境利用に関する研究班ワーキンググループフロンティア生物の

戦略－植物の重力受容システム 3,399千円研究代表者係陸続）

［出前授業・公開講座等】

真室川町立及位中学校交流学習（2011年8月9・11日）

［学内役員］

研究科長

東北大学学術資源研究公開センター植物園部会委員会委員

［学外活動】

《学外役員》

独立行政法人宇宙航空開発研究機構宇宙環境利用科学委員会委員
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独立行政法人宇宙航空開発研究機構宇宙科学研究本部プロジェクト共同研究員

《学会役員》

日本宇宙生物科学会評議員

日本生態工学会理事

日本植物学会評議員

日本植物生理学会評議員

《学術出版物の編集》

Annals ofBotany (0対ordU凶versityPress), Japan editor 

Plant Root (Jap釦 eseSociety for Root Research), Editor 

藤井伸治（准教授）

【研究費］

《科研費》

基盤研究の）植物の乾燥環境適応に寄与する水分屈性分子機構の解明 3,640千円 研究分担者（継続）

《外部研究資金》

JST・研究シーズ探索フOログラム平成23年度植物の高二酸化炭素環境への適応分子の探索 5,000千円

国立大学法人筑波大学遺伝子実験センター・「形質転換植物デザイン研究拠点」共同利用・研究平成23年度

ウリ科植物に特有の環境応答機構の解明のための形質転換系の開発 500千円

［学外活動］

《学会役員》

宇宙生物科学会副編集委員

日本宇宙生物科学会評議員

宮沢豊（助教）

［研究費】

《外部研究資金》

最先端・次世代研究開発支援プログラム 植物根の水分屈性発現擁構の解明とその利用による植物成長制御

の革新 74,750千円

［受賞関係］

文部科学省文部科学大臣表彰若手科学者賞（2011年 4月）

［出前授業・公開講座等】

仙台市立七北田小学校出前授業（2011年6月28日）

［学外活動］

《学会役員》

日本宇宙生物科学会評議員

日本植物形態学会編集委員，ホームページ委員

日本植物学会東北支部会在仙幹事

渡遷千秋 （日本学術振興会特別研究員， 03)

［研究費】

《科研費》

特別研究員奨励費重力を感受する内皮細胞のオーキシン横輸送に果たす役割 800千円 研究代表者（継

続）
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｛受賞関係】

青葉理学振興会黒田チカ賞（2012年 3月）

森脇哲平 （日本学術振興会特別研究員， D3)

［研究費］

《科研費》

特別研究員奨励費小胞輸送が支配する根の水分屈性制御分子の同定と解析 700千円 研究代表者（継続）

【受賞関係】

東北植物学会第 1回大会（盛岡）大会奨励賞（2011年 12月 18日）

東北大学総長賞（2012年3月27日）

岡本美貴 （日本学術振興会特別研究員， D2)

［研究費】

《科研費》

特別研究員奨励費根の水分屈性能を利用した新規植物生長制御法を開発するための基礎研究 700千円

研究代表者（継続）
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生物多樹生進化分野

［研究成果の概要】

高緯度高標高に生息する Daphniadentiferaと低緯度低標高に生息する D.galeataの間で，古くから雑種が生

じ，核遺伝子の問で遺伝子浸透が生じているにも関わらず，形態などの性質は維持されていること，また， 2

種の分布は捕食者の存在によって影響を受けていることが示された。また，ゲノム全体にわたる配列マーカ

ーは，自然選択の検出や集団遺伝学的に重要であるが，ゲノム配列が未知の生物では，数多くの遺伝子マー

カーを得るのは困難な場合がある。そこで，遺伝情報の乏しい非モデル生物の集団遺伝学的解析に利用可能

な中立マーカーのDNA断片を増幅するため，網羅的なプライマーデザイン法の開発を行ったO 本研究では，

集団内多型を含む DNA断片を増幅可能な領域を，ゲノム既知種の比較ゲノム解析により探索した。これに

よりゲノム配列が未知であるヤマアカガエル，グッピー，ブラワンアノールの集団内多型を持つ DNA配列

取得に成功した。

植物を対象とした研究としては，いくつかの種群における自然交雑現象の解析，絶滅危↑具に瀕する種の保

全遺伝学的研究，外来種と在来種の聞の交雑による遺伝子汚染の実態の解明を行った．

［発表論文I
Kikuchi RM北iM (2011) Characterization of polymo叩hiemicrosatellite markers isolated企omthe relict perennial 

Veratrum stemineum var. micranthum Satake (Mel加 thiaceae). Conservation Genetics Resow切 s3: 507・509

Abe H, Maki M, Horie S, Suyama Y (2011) Isolation and characterization of microsatellite markers for Menziesia 

goyozanensis, an endangered shrub species endemic to Mt. Goyo in northern Japan. Conservation Genetics 

Resources 3: 569・571

Ishida S, 'f;誌油田HA, Matsushima N, Yokoyama J, Makino W, Urabe J, Kawata M (2011）官官long-termconsequences 

of hybridization between the two Daphnia species, D. galeata加 dD. dentiたra,in mature habi匂ts.BMC 

EvolutionaηBiology 11 : 209 

Kitano J, Kawagishi Y, Mori S, Peichel CL, Makino T, Kawata Mand Kusakabe M (2011) Divergence in Sex Steroid 

Hormone Signaling between Sympatric Species of Japanese Threespine Stickleback. PLoS ONE 6(12): e29253 

T北ah出hiH,M北iM (2011) Seed abortion due to inbreeding depression in the出reatenedsaproph戸ePetrosavia sakuraii 

(Petrosaviaceae). Jownal of Phytogeography and Taxonomy 59: 47・50”

Suzt氷i-OhnoY, Kawata M, Urabe J (2012) Optimal feeding under stoichiometric constraints: A model of compensatory 

feeding with functional response. Oi恥＞S121: 569・578

Tezuka A, Mats山 himaN, Nemoto Y, Akashi HD, Kawata M, Makino T (2012) Comprehensive Primer Design for 

Analysis of Population Genetics in Non-Sequenced Organisms. PLoS ONE 7: e32314 

Horie S, Suzuki K, M北iM (2012) Quantitative morphological analysis of populations in a hybrid zone ofE. diphyllum 

and E. sempervirens var. rugosum (Berberidaceae). Plant Ecology and Evolution 145: 88・95

Yamada T, M誌iM (2012) Impact of geographical isolation on genetic differentiation in insular and mainland 

populations of Weigela coraeensis (C叩rifoliaceaβ）on Honshu and the Izu Islands. Jownal of Biogeography 39: 

901-917 

Pessia E, M紘inoT, Bailly-Bechet M, McLysaght A, Marais GAB (2012) Mammalian X Chromosome Inactivation 

evolved出 adosage compensation mechanism for dosage剖 nsitivegen回 onthe X chromosome. Proceedings of the 

National Academy a/Sciences doi: I 0.1073やnas.1202905109

【著書・総説］

戸部博・田村実（編著）新しい植物分類学 I（講談社 2012年）日本産シライトソウ属（シュロソウ）種分化

と多様性，性表現の進化を探る
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河田雅圭（初受）

【国際交流】

《国際共同研究》

U凶seristyof She宜ield,UK : Genetics and the boundaries of species (2002年4月一）

University of Bern, Switzerland : Speciation of cichlid fishes (2004年8月）

［研究費】

《科研費》

基盤研究但）グッピーの色覚多型の維持機構の解明：雄体色と雌選好性多型と関連づけて 4,700千円研究代

表者情務主）

基盤研究但）海外キューハ日におけるアノールトカケ日の適応形質部位特定とその候補遺伝子探索 4,700千円

研究代表者（継続）

挑戦的萌芽研究侵入外来種の侵入・定着時の進化的応答の検出：全ゲノム配列決定によるアプローチ 1,400

千円研究代表者（継続）

［学外活動］

《学会役員》

Ecological Research, associate Editor 

牧雅之（准教授）

［研究費】

《科研費》

基盤研究（C)異なる生育環境における，同じ 2種問の交雑は異なる進化生物学的結果をもたらすか？ 1,000 

千円研究代表者（高齢売）

基盤研究（C)絶滅の危機に瀕するサクライソウの保全のための基礎研究 350千円研究分担者（継続）

基盤研究（C)送粉系における側所的生態分化と遺伝分化 700千円研究分担者（新規）

｛学外活動］

《学会役員》

Population Ecology, Editor 

牧野能士（助教）

［国際交流】

《国際共同研究》

T出世tyCollege Dublin, Irenad: Positionally-biased gene loss after whole genome duplication (2008年6月ー）

Uppsala university, Sweden: Deleterious mutations by meiotic recombination (2009年3月－）

［研究費】

《科研費》

若手研究但）相同組替えがヒト遺伝子に与える有害な影響 1,820千円研究代表者（継続）

基盤研究(B）酵母の量的均衡遺伝子が作るネットワークの全容解明 500千円研究分担者（新規）

新学幹部頁域研究 アノールトカゲにおける複合適応形質としての温度適応分化の遺伝的基盤の解明 4,500千

円研究代表者（新規）

［学外活動】

《学会役員》

International Journal of Knowledge Discovery in Bioinformatics, Editorial review board 

Editorial Advisory Board for Ecological Genomics 
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植物生態分野

［研究成果の概要】

八甲田山で、行っている温暖化影響に関する研究を進め，最近30年間における亜高山帯林やブナ林の分布シ

フトに関する知見をまとめた。また，熱帯林の樹木群集の成立フ。ロセスにおける環境スクリーニンクマの役割

を定量化した。

日本を含むアジア地域で、行っている樹木多様性の損失が生態系機能に与える影響の解明研究のため，樹木

の機能形質データベースの構築を進めた。国内では環境省のモニタリングサイト 1000の登録調査地で，アジ

アでは長期的に毎木調査が行われているタイの調査地でサンプリングを行い，現在までに300樹種ほどの形

質データを蓄積した。

雌f生配偶体の大きさは，被子植物と裸子植物とで大きく異なる。しかしその進化生態学的意義は不明であ

る。ゲーム理論を用いて，進化的に安定な雌＇ f胡己偶体の大きさを解析した。そして，さまざまな大きさのも

のが安定となる条件を示した。

同所的に生息するクロサンショウウオとトウホクサンショウウオの食性の違いについて、炭素窒素同位体

分析による調査を開始した。予備調査の結果，一定の差異が見出せた。

［発表論文1
Y街n但notoT, Ota H, Chiba S (2011) The Age Structure of a Breeding Population of Hynobius lichenatus (Amphibia, 

Caudata). Current Herpetology 30(1 ): 7・14

Kishimoto K, Itioka工N誌agawaM, Momose K, Nakashizuka T (2011) Phytophagous scarabaeid diversity in swidden 

cultivation landscape in Sarawak, Malaysia. The R勾fflesBulletin of Zoology (59): 285・293

Katabuchi M, Kurokawa H, Davies SJ, Tan S, Nakashizuka T (2011) Soil resour回 availabilityshapes community回 it

S仕UC旬rein a species-rich dipterocarp forest. Jaw・nalof Ecology doi: 10. I I 11/j. I 365・2745.2011.01937.x

Shim位 akiM, Sas泊dT, Hikosaka K, Nakashizuka T (2011) Environmental dependence of population d戸iamicsand 

height grow出 ofa subalpine conifer across its vertical di柑 ibution：加 approachusing high-resolution aerial 

photographs. Global Change Biology (17): 3431・3438

S出泊dT, Yoshihara Y, Suyama Y, Nakashizuka T (2011) Clipping stimulates productivity but not diversity in improved 

and semi-natural pas制resin temperate Japan. Agricultw・・e,Ecosystems and Environment (142): 428・431

Freschet G工DiasA, Ackerly DD, Aerts R van Bodegom PM, Cornwell WK, Dong M, Elumeeva TG, Jianping T, 

Kurokawa H, LiuG, Onipc岡山oVG,臼do恥zJC, Pel包erDA, Richardson SJラ SoudzilovskaiaNA, Cornelissen 

JHC. (2011) Global to community scale di佐rencesin the prevalence of divergent and convergent leaf trait 

distributions in plant assemblages. Global Ecology and Biogeography 20:755・765.

Ka昭eJ, Diaz S, Lavorel S, Prentice IC, Leadley P, Bonisch G, Garnier E, Westoby M, Reich PB, Wright IJ, Cornelissen 

JHC, Violle C, Harrison SP, van Bodegom PM, Reichstein M今EnquistBJ, Soudzilovskaia NA, Ackerly DD, Anand 

M, Atkin 0, Bahn M, Baker TR Baldocchi D, Bekker R, Blanco CC, Blonder B, Bond WJ, Bradstock R Bunker 
DE, Casanoves F, Cavender-Bares J, Chambers JQ, Chapin FS, Chave J, Coomes D, Cornwell WK, Craine品生

Dob出iBH,D国此eL, Durka W, Elser J, Esser G, Estiarte M, Fagan WF, Fang J, Fernandez-Mendez F, Fidelis A, 

Finegan B, Flores 0, Ford H, Frank D, Freschet GT, Fyllas NM, Gallagher RV, Green WA, Gutierrez AG, Hickler T, 

Higgins S, Hodgson JG, Jalili A, Jansen S, Joly C, Kerkhoff AJ, Kirkup DON, Ki吋imaK, Kleyer M, Klo位 S,

Kn ops品任I,Kramer K, KO加 I,Kurokawa H, Laughlin D, Lee TD, Leishman恥低 LensF, Lenz T, Lewis SL, 

Lloyd JON, Llusia Joan Louault F, Ma S, Mahecha恥の， ManningP, Massad T, Medl戸1B, Messier J, Moles AT, 

MOiier SC, Nadrowski K, Naeem S, Niinemets D, Nollert S, Ntiske A、OgayaR Oleks抑1J, Onipchenko VG, 

Onoda Y, Ordonez J, Overbeck G, Ozinga WA, Pati白oS, Paula S, Paus出 JG,Pefiuelas J, Phillips OL, Pillar VD, 

Poorter H, Poorter L, Poschlod P, P巾1Z泊gA, Proulx R Rammig A, Reinsch S, Reu B, Sack L, Salgado・NegretB,
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Sanians J, Shiodera S, Shipley B, Siefert A, Sosinski E, Soussana JF, Swaine E, Swenson N, Thompson KEN, 

刊 omtonP, Waldram M, Weiher E, Whi低 M,White S, Wri出tSJ, Yguel B, Zaehle S, Zanne AE, Wirth C (2011) 

TRY a global database of plant traits. Global Change Biology 17: 2905-2935. 

Onoda Y, Westoby M, Alder PB, Choong A民1L,Clissold FJ, Cornelissen丑-IC,Diaz S, Dominy NJ, Elgart-BeロyA, 

Enrico L, Fine PV, Howard JJ, Jalili A, Ki吋凶aK, Kurokawa H, McArthur C, Lucas P, Markesteijn L, Peeters PJ, 

Perez・HarguindeguyN, Poorter L, Richards L, S組 tiagoLS, Van Beal SA, Wright IJ, Wright SJ, Yamashita N. 

(2011) Global pa社emsofleaf mechanical properties. Ecology Letters 14:301-312. 

Sakai S (2011) Evolution of exalbuminous seedsぉ aresult of competition between maternally-derived and 

paternally-derived genes. EvolutionmァEcologyResearch 12:855・871

［著書・総説】

中静透（2011）生物多様性の意味およびCOPlOの意義と課題．環境技術 40(2):2・7

中静透（2011）木の多様性と森のダイナミズム.CEL 95: 38-41 

中静透（2011）森林と上手に付き合っていくために．森林技術 826:8同 14

中静透（2011）生物多様性に関する国政的な研究の動向．季刊環境研究， 164

占部城太郎・中静透.(2011）持続的社会へ向けた生態家栄の保全・管理への道筋．生物の科学遺伝（65):

24-26 

中静透エコロジー講座4 「地球環境問題に挑む生態学I地球環境と生態系の長期変動を明らかにする．

（日本生態学会編集（中岡雅裕責任編集），文一総合出版， 2011年）

黒川紘子（2011）外来植物による生態系改変とその影響機能形質に着目したアプローチ．『外来生物」主物

多様性と人聞社会への影響－』西川潮・宮下直編著裳華房．

［国際研究集会I
Nakasizuka T: Jap加 BiodiversityOutlook. 4出AP-BONWorkshop. Tokyo, Japan. December 2・3,2011 

Kurokawa H: Brief introduction to Lambir Hills National Park and ongoing research pr吋ecぉ．日本中国ワークショ

ッフ。熱帯生物学・保全連合アジア太平洋部会年次大会雲南 中国 2012年3月

Kurokawa H, Katabuchi M, Nagamasu H, Aiba M, Nakashizuka T: Relationship among l回 ffunctional traits related to 

carbon gain, herbivory and decomposition across 250 tropical佐田 speciesin Borneo.アメリカ熱帯生態学会ア

ノレーシャ（タンザニア） 201 1年6月

中静透（教授）

［研究費】

《科研費》

基盤研究（A）海外，大規模降水遮断実験による熱帯林の一斉開花現象のメカニズ、ム解明 6,000千円研究代

表者（新規）

基盤研究但）一般，森林群集における動態およひ澱能形質パラメータの統合的角件庁 13,400千円研究代表者

（新規）

《外部研究資金》

環境省戦略推進研究「アジア規模での生物多様性観測・評価・予測に関する総合的研究」（S9）テーマ3：ア

ジア地域における生物多様性劣化が生態系の機能・サービスに及ぼす影響の定量的解明 60,000千円 テ

ーマ代表（新規）

文部科学省，環境技やrr等研究開発推進事業費補助金「グリーン・ネットワーク・オブ・エクセレンス」（GRENE)

事業環境分野「生物多様性・生態情報の環境情報への統合化，および統合情報を利用した生物多様性影

響評価法開発」 7,000千円 分担者
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環境省環境研究推進費「気候変動に対する森林帯一高山帯エコトーンの多様性消失の実体とメカニズ、ムの解

明に関する研究」 6,000千円分担者

環境省公害防止等試験研究費「生態系保全政策のための森林の生物多様性変動シミュレータの構築」 2,000

千円分担者

［非常勤講師等1
環境省自然環境研修講師

林野庁生物多様性保全研修講師

［学外活動】

《学外役員》

日本学術会議連携会員

文部科学省科学技術・学術審議会臨時委員（地球観測）

環境省 中央環境審議会臨時委員（自然環境局）

文化庁文化審議会専門委員（文化財分科会）

白神山地世界遺産地域科学委員会委員長

宮城県環境影響評価技術審査会委員

あいち自然環境保全戦略推進委員会委員

財団法人「こしじ水と緑の会」理事

財団法人自然環境研究センター理事

WWFJapan理事

《学会役員》

日本熱帯生態学会評議員

日本景観生態学会運営委員

日本生態学会学会長（2011年 12月まで）

国際長期生態学研究（ILTER）日本代表

EcoSαence誌（カナダ） Associate Edi旬r

Journal of Plant Ecology （中国） Editorial Board 

I学内委員】

学術資源研究公開センター長

東北大学植物園長

酒井聡樹（准教授）

［研究費】

《科研費》

基盤研究但）一般，植物における，最適な花・目玉珠生産戦略・新統一理論の提唱とその検証

［学外活動】

《学会役員》

Plant Ecology編集委員

太田宏（助教）

【非常勤講師等｝

仙台高専・広瀬キャンパス（生物学）

仙台高専・名取キャンパス（生物学）

【学外活動】

《学外役員》
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東北海道地区自然保護事務所調査研究員

宮城県希少野生動植物保護対策検討会構成員

（宮城県野生動植物調査会両生・は虫類分科会会長）

環境省希少野生動植物種保存推進員

黒川紘子（助教）

［研究費｝

《科研費》

若手研究(B）外来植物が土壌分解系を介して生態系に影響を与えるメカニズムの解明 700千円研究代表者

係断売）

基盤研究(B）一般，森林群集における動態およひ戦能形質ノ《ラメータの統合的解析 13,400千円研究分担者

（新規）

《その他の研究資金》

環境省戦略推進研究「アジア規模での生物多様性観測・評価・予測に関する総合的研究」（S9）テーマ3：ア

ジア地域における生物多様性劣化が生態系の機能・サービスに及ぼす影響の定量的解明 60,000千円 研

究参画者（新規）

文部科学省，環境技体得研究開発推進事業費補助金「グリーン・ネットワーク・オブ・エクセレンスJ(GRENE) 

事業環境分野「生物多様性・生態情報の環境情報への統合化，および統合情報を利用した生物多様性影

響評価法開発」 7,000千円研究参画者

ジャンプアッフ。支援事業（女性研究者養成システム改革加速）「生態系機能における植物機能形質の役割の解

明」 1,000千円研究代表者

［学外活動】

《学会役員》

日本生態学会全国委員（地方区） (2011年一），東北地区会活性化ワーキング、グループ地区委員長指名委員

(2011年）
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群集生態分野

［研究成果の概要1
1）湖沼生態系のキーストン生物であるミジンコ個体群の維持機構に果たす遺伝構造の役割を調べるため，

山形県白鷹大沼の Daphniadentifera個体群を対象にマイクロサテライトマーカーによる遺伝構造の経年変化

とクローン間で、の成長特性の違いを調べた。その結果，毎年夏から秋にかけて自由遊泳個体として越冬して

いる遺伝子型が個体群のなかで卓越すること，その遺伝子型のクローンは温度にかかわらず餌の密度が低く

てもまた質が悪くても高い成長速度をもつことが分かった。単為生殖をするミジンコ類では，特定の遺伝子

型が大きなニッチを有し，個体群を担うことが示唆された。

2）日本各地の溜池などに生息する Dap凶iapulexを網羅的に調べたところ，これらすべてが絶対単為生殖

型で日本には産しない他種とのハイブリッドであること，国内にはわずか3系統の遺伝子型しか生息、してい

ないことがわかったO

3）温暖化や大陸起源の大気降下物の湖沼生態系を調べるため，立山みくりが池と信州木崎湖で Im深度の

湖沼堆積物を採集し，年代測定を行うとともに，年代別の生物・化学的湖沼特性lこついて解キ斤を行ったO

陸産員類の種数や分布の記録の解析から，絶滅の選択性と環境変動の関係を調べたところ，変動要因ごと

に選択性が異なること，環境変動を受けるごとに群集の頑健性が損なわれることを示した。

4）鳥に捕食されることにより，小型陸産員類が分散することを，捕食実験と遺伝子解キ斤によって明らかに

5）環境省重要生態系監視地域モニタリング推進事業（モニタリング 1000）の一環として，松川浦で干潟

底生動物の調査を行った。

6）東日本大震災で、被害のあった南三陸から仙台湾にかけての干潟において，干潟環境の被害の現状と底生

動物への影響を調べた。被害の程度は大撹乱，中撹乱，微撹乱の3段階に分けられ，そのうち微撹乱で、あっ

た干潟の種多様性は高く維持されていたことから，底生動物のソース群集として重要であることが判明した。

7）市民参加型の干潟生物調査手法を確立した。

8）日本各地の湖沼やダム湖・ため池において，しばしば量的に卓越するヒゲナガケンミジンコ類に関して，

堆積物中に保存されている休眠卵から種同定を行う方法を開発した。

9）上記方法を応用して，北海道の羅臼湖，阿寒湖，ニセコ大沼および、渡島大沼で、得られた湖沼堆積物中に

ついて，ヒゲナガケンミジンコ類の休眠卵を単離・種同定を行うことで，各湖沼におけるヒゲナガケンミジ

ンコ類組成の経年変化を明らかにした。

10）日本各地の湖沼やム湖・ため池に普遍的に出現する動物プランクトンの一種，オナガヒゲナガケンミ

ジンコが，形態的には区別が着かないが，遺伝的には異なる隠蔽種の複合体であることを明らかにした。
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Yamamoto T, Ota H, Chiba S (2011）百1eage struc加reof a breeding population of Hynobius lichenatus (Amphibia, 

Caudata). Cwア-entH♂petology 30: 7・14

Ok司imaR, Chiba S (2011) How does li先 adaptto a gravitational environment?: the outline of肘 terrestrialg制 opod

shell. American Naturalist 178: 80ト809

Iwabuchi T, Urabe J (2012) Competitive outcomes between herbivorous consumers can be p閃dictedfrom their 

stoichiometric demands. Ecosphere 3(art 7): h叩：／／dx.doi.org/l0.1890/ES 12-00098.1 

Wada S今 KawakamiK, Chiba S (2012) Snails can survive passage through a bird’s digestive sy取 m.Journal of 

Biogeography 39: 69・73

Nekola JC, Jones A, Martinez G, Martinez S句 MondragonK, Lebeck工Slapcins防J,Chiba S (2012）泊凶goshimochii 
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non-native sticklebacks introduced into Japanese crater lakes. Ecology and Evolution『 doi:10.1002/ece3.234 

［著書・総説】

占部城太郎・鈴木孝男（2012）学術雑誌津波影響評価と環境修復に向けた生物多様性モニタリングの重要

性 干潟生態系を例に．用水と廃水 54(1):70・78

［国際研究集会1
Urabe J, Suzuki T, M北inoM: The 3.11 tsunami and resilience of tidal flat ecosystems: a sustainable monitoring program. 

Planet under pressure. London, Great Britain. March 25・29,2012

占部城太郎（教授）

【国際交流】

《外国人招致・セミナー》

下lesphoreSI恥1E-NGANDO(Universit Blaise Pascal) 

［研究費】

《科研費》

(2011年 11月 13-17日）

基盤研究但）生産者 消費者系のストイキオメトリー効果に及ぼす生物多様性の緩和機構に関する研究

4,500千円研究代表者（継続）

《外部研究資金》

環境省環境研究推進費湖沼生態系のレトロスベクティブ、型モニタリング技術の開発 19、000千円

受託研究費（三井物産環境基金）津波大規模撹乱の生態系への影響評価と地域再生へ向けた生物モニタリン

グ 6,444千円

［学外活動】

-97-



《学外役員》

京都大学生態学研究センター運営委員

環境省モニタリング 1000 剛丈／湿原分科会委員

北上川水系河川整備学識者懇談会委員

名古屋大学工学研究科非常勤講師

日本学術会議環境学委員会・地球惑星科学委員会合同分科会iLEAPS小委員会委員， GLP小委員会委員

日本森林技術協会「世界遺産地域の森林生態系における気候変動モニタリング」検討委員

《学会役員》

American Society ofLimnology and Oceanography 2012琵琶湖大会共同議長，役員広報推薦委員

Oikos Editorial Board 

Limnology Editor-in-chief 

日本生態学会東北地区会長

千葉聡（准教授）

［国際交流1
《国際共同研究》

University of Nottingham：陸産貝類のゲノム解読（2000年6月一）

U凶versityof California, Smi白o凶加Inst.：海生生物の移入とその効果（2002年6月一）

Vrije U凶versity: SeXl泊Iconflictが雌雄同体生物に及ぼす効果（2002年 10月一）

U凶versityof Caliおmia：海洋における貝類の種多様性の空間的，時空的ノミターンの成因（2005年 10月一）

University of Hawaii：太平洋島興地域の陸産貝類の生物地理学研究（2006年4月一）

ライデン自然史博物館：捕食者一被食者の共進化：赤の女王のテスト（2009年 10月一）

［学外活動】

《学外役員》

小雪原世界遺産候補地科学委員

｛特記事項】

《報道》

世界遺産：小笠原諸島の登録決定カタツムリの楽園，毎日新聞包Oll年6月24日）

世界遺産：東京・小笠原を登録美しき島，誇りに？？カタツムリ研究の千葉さん，毎日新聞（2011年 6月

25日）

小笠原のカタツムリ：食べられでも生きてます，毎日新聞（2011年 7月27日）

探究人ソト笠原のカタツムリに驚く，朝日新聞（2011年7月28日）

わかるサイエンス：小笠原諸島のカタツムリ，読売新聞（2011年 10月2日）

鈴木孝男（助教）

【出前授業・公開講座等】

人と自然との共生懇談会東日本大震災による干潟環境の変化と底生動物への影響（2011年 8月4日）

市民会議愛する松川浦への思いを語ってみよう（2011年 10月 16日）

モニタリングサイト 1000シギチ交流会東日本大震災による干潟環境の変化と底生動物への影響（2011年 10

月23日）

中央環境審議会自然環境部会東日本大震災後の干潟の状況ならびに干潟生物市民調査の方法（20ll年 IO

月26日）

日本水環境学会東北支部セミナー東日本大震災による干潟環境の変化と底生動物への影響（2012年 1月 18
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日）

東北沿岸生態連絡会・東北大学生態適応 GCOE主催の市民公開シンポジウム南三陸から仙台湾にかけての

干潟環境の変化と底生動物への影響（2012年2月5日）

藤前フォーラム南三陸から仙台湾にかけての干潟環境の変化と底生生物への影響（2012年 3月31日）

［学外活動】

《学外役員》

宮城県自然環境保全審議会専門委員

相馬市史編さん調査執筆員自然部会委員

宮城県希少野生動植物保護対策検討会構成員

環境省平成23年度重要生態系監視地域モニタリング推進事業（シギ・チドリ類調査）検討会委員

環境省モニタリングサイト 1000沿岸域調査検討委員

国土交通省一般国道 108号花淵山バイパス環境対策委員会委員

河川・海岸環境機能等検討委員会（リバーフロント整備センター）

WWFジャパン震災復興支援プロジェクト検討委員

《学会役員》

日本生態学会自然保護専門委員会地区委員，東北地区会庶務幹事

［特記事項】

《報道》

けさのクローズアップ「津波被害の干潟 回復の兆しJ,NHKニュースおはよう日本（2011年 8月3日）

東日本大震災：仙台の蒲生干潟，帰ってきた貝やカニ，毎日新聞（2011年 11月6日）

水底生物津波で種半減福島県・松川浦生態系に影響，毎日新聞（2011年 11月25日）

干潟の回復力 自然の浄化槽・種の供給源東北沿岸大津波ニモ負ケズ・・・，しんぶん赤旗（2012年2

月20日）

牧野渡（助教）

［研究費】

《科研費》

基盤研究（C)更新世以降の棲息ニッチ分割における生態化学量論の相対的重要性 2,000千円研究代表者（新

規）

［学外活動】

《学外役員》

モニタリングサイト 1000 湖沼動物プランクトン解析委員

《学会役員》

日本F割t学会陸水学雑誌編集委員

日本生態学会東北地区会会計幹事
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機能生態学分野

［研究成果の概要】

植物群落は生態系において炭素を吸収する単位として機能する。植物群落の構造は種や環境によって異な

り，その機能も構造とともに変化する。 C02上昇や温暖化など，植物群落の環境応答についてはこれまで最

適化モデ、ルをもとに予測が行われていたが，最適化モデ、ルは定性的予測には優れているものの定量性には劣

ることが指摘されていた。その理由として，植物群落内における葉群の動的プロセスと隣接個体との競争に

よるゲーム理論的なふるまいの二誌を取り入れる必要があることが指摘されていた。これまでに二点のうち

片方を取り入れたモデルが発表されているが，両方を同時に取り入れたモデ、ノレはなかった。そこで新規にモ

デルを構築し，予測される植物群落構造が環境や種特性にどのように依存するかを解析した。その結果，葉

面積指数などの群落構造を定量的によく予測できるモデルであることが明らかとなった（投稿中）。

植物の高C02応答の研究を行っている。高C02環境に植物が進イ七応答するとの仮説を立て， C02噴出地周

辺に生育する植物が高 C02環境に適応しているか否かを研究した。通常および高 C02環境において高 COi

由来の植物と通常C02由来の植物を混植し，その生産量を二年間比較した。その結果，高C02由来の個体は

高C02環境で、より競争に5齢、ことが明らかとなり，高C02環境に適応していることが示唆された。

この他，植物群落において，植物が隣の個体の高さと同じになるように高さ成長を調節していること

(Nagas凶naand Hikosaka 2011），光合成特性の季節変化が個葉の窒素利用効率を最大にするように起こって

いること（Mullerand Hikosaka 2011），八甲田の亜高山帯林の 30年間の分布変化についての論文（Shim低成iet 

al. 2011）を発表した。
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